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誌

第
一
節
位
置
・
面
積

滝
川
市
は
北
海
道
の
中
央
西
部
に
あ
る
空
知
地
方
の
中
央
部
に
位
し
、
石
狩

川
と
そ
の
第
一
の
支
流
で
あ
る
空
知
川
の
合
流
地
点
か
ら
北
東
に
位
置
す
る
地

域
で
あ
る
。

東
は
音
江
山
中
腹
を
東
端
と
し
て
西
南
方
向
に
流
れ
る
ポ
ン
ク
ラ
川
及
び
空

知
川
に
よ
っ
て
赤
平
市
と
境
し
、
南
は
空
知
川
を
隔
て
て
砂
川
市
と
相
対
し、

西
は
石
狩
川
を
挟
ん
で
樺
戸
郡
新
十
津
川
町
及び
雨
竜
郡
雨
竜
町
に
接
し
、
北

は
石
狩
川
を
境
に
雨
竜
郡
妹
背
牛
町
と
須
麻
馬
内
(スマ
マナ
イ)
川
を
以
っ
て

深
川
市
と
接
し
て
い
る
。

東
端

南
端
北
緯

東
経
一
四
二
度
五
分二
二
秒

一
四
一
度
五二
分
五
五
秒

四三
度
三
一
分三
七
秒

四三
度
四
〇
分
一
一
秒

北
端
北
緯

一
六
・
九
キ
ロ
メー
ト
ル

一
五
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

南
北
一
一六
・
三
四
平
方
キ
ロ
メー
ト
ル

面
積

・
地
目
別
面
積

第
一
章
地

誌

(昭
和
五
十二
年
現
在)

構
成
比
% 積

六・一

宅
地
畑三
・七〇
三四・七勢

八・九
六・五

四・六
五・九

二〇・六
100.0 計

・
・

七・10
一四・七九

四〇・四〇
二〇・二七

七・五九
五・三六

六・八四
二三・九九

二
六・三四

第
二
節
地

地

形

滝
川
市
は
石
狩
平
野
の
北
東
部
に
位
置
す
る
た
め
石
狩
川

氾
濫
原
及
び
段
丘
堆
積
層
か
ら
な
る
極
め
て
低
平
な
地
帯
で
あ
っ
て、
そ
の
土

壌
も
肥
沃
で
あ
る
。

市
域
の
西
側
界
は
我
が
国
屈
指
の
長
流
石
狩
川
が
屈
曲
蛇
行
し
て、
上
流
か

ら
の
土
砂
な
ど
の
流
出
物
を
堆
積
さ
せ
た
平
地
の
流
域
に
数
多
く
の三
日
月
湖

(河
跡湖)

を
残
し
南
流
し
て
い
る
。
ま
た
南
側
界
は
い
く
ら
か
自
由
蛇
行
の
形

を
と
っ
た
空
知
川
が
東
か
ら
西
方
に
流
れ、
平
地
及
び
段
丘
を
作
っ
て
石
狩
川

に
注
いで
い
る
が、
滝
川
市
の
地
形
は
こ
の
両
河
川
の
影
響
に
よ
る
こ
と
が
極

め
て
大
き
い。

し
た
が
っ
て
市
域
の
地
形
と
し
て
は
南
西
部
が
一
番
低
地
帯
で
あ
り
、
こ
こ

か
らし
だ
い
に
東
北
方
向
に
標
高
が
大
き
く
な
っ
て
お
り、
東
端
地
で
は
最
高

地
区
と
な
っ
て
い
る
。

石
狩
川
と
空
知
川
の
合
流
地
点
は
市
の
南
端
に
当
た
る
が
海
抜
二
三
メ
ー
ト

ル
で
あ
り、
そ
こ
か
ら
約
一
六
キ
ロ
メー
ト
ルの
北
端
で
あ
る
石
狩
川
の
上
流

地
点
は
海
抜三
二
メー
ト
ルと
九
メ
ー
ト
ルの
差
し
か
な
い
。
ま
た
石
狩
川
及

び
空
知
川
流
域
の六
キ
ロ
メー
ト
ル
は
高
位
・
中
位
・
低
位
の三
段
階
段
丘
堆

積
層
及
び
沖
積
層
に
区
分
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
平
担
で
起
伏
の
少
な
い
平
野
と
な
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赤
平
市
界

東
西

西
端
東
経

樺
戸
郡
新
十
津
川
町
界

砂
川
市
界

雨
竜
郡
妹
背
牛
町
界

面

田
山
林
牧
場
原
野
雑
地
そ
の
他

第
一
章
地



滝川市近隣の市町

妹背牛町

深川市雨
竜
町

滝
川
市

赤
平
市

新
十
津
川
町

砂川市

北海道における滝川市の位置

稚内

滝 川 市 の 位 置

旭川小
樽 札
幌 滝
川

北
見 然

釧
路

帯広 根室苫
小
牧

函
館

っ
て
お
り、
市
域
の
約
八

五
パ
ー
セン
ト
は
海
抜
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
。
市
域
の
南
側
に
市
街

地
区
が
発
達
し
、
平
野
の

各
地
に
住
宅
が
点
在
し
て

い
る
が、
水
稲
耕
作
に
よ

る
美
し
い
田
園
風
景
を
見

せ
て
い
る
。

こ
の
平
野
に
続
い
た
北

東
方
向
に
単
調
な
段
丘
地

が
石
狩
川
に
平
行
し
て
連

な
っ
て
い
る
が
、
後
背
地

区
は
し
だ
い
に
起
伏
に
富

ん
だ
丘
陵
地と
な
り、
続

い
て
山
地
と
な
っ
て
い
る

が、
最
高
地
点
で
は
海
抜

七
四
六
メ
ー
ト
ル
に
達
す

る
イ
ル
ム
ケ
ップ
山
系
の

峻
し
い
高
地と
な
っ
て
い

る
。中
心
市
街
地
の
中
央
を

函
館
本
線
並
び
に
国
道
一

二
号
線
が
縦
断
し
て
石
狩
川
に
沿
っ
て
南
北
方
向
に
走
り
道
南
・
道
北
に
通
じ

て
い
る
。
ま
た
根
室
本
線
並
び
に
国
道三
十
八
号
線
が
そ
れ
ぞ
れ
市
街
中
心
部

か
ら
分
岐
し
て、
空
知
川
に
沿
っ
て
道
東
に
走
っ
て
お
り、
西
方
に
は
国
道三

十
八
号
線
の
延
長
路
線
と
も
言
え
る
道
滝々
川
浜
益
線
が
通
じ
て
い
る
。

滝
川
市
域
に
連
な
る
地
形
に
つ
い
て
は
石
狩
平
野
の
中
央
を
流
れ
る
石
狩
川

の
東
側
に
当
た
る
滝
川
地
方
の
地
形
と
相
対
峙
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
西
側
の

地
形
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
西
側
は
石
狩
川
流
域
の
平
原
に
続
い
て
標
高
二
〇
〇
～
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
単
調
な
丘
陵
地
が
連
な
っ
て
い
る
が、
そ
の
背
後
は
る
か
に
高
山
が

そ
び
え
て
い
る
。

滝
川
市
か
ら
眺
め
親
し
み
の
あ
る
夫
婦
山
(二
六四メー

ト
ル)
は
二
瘤
駱
駝

の
背
を
思
わ
せ
る
。
さ
ら
に
南
西
に
ピ
ン
ネ
シ
リ
(一、

一〇
〇
メー
ト
ル)
の
雄

姿
を
仰
ぎ
、
西
方
は
る
か
に
大
滝
山
(一
、〇
三
七・
八
メー
ト
ル)、
南
暑
寒
岳
(
一、

二
九六
・三
メ
ート
ル)、

群
別
岳
(一、
三
七
六・
三
メー
ト
ル)、

暑
寒
別
岳
(一、
四

九
一・
四
メー
ト
ル)、

浜
益
岳
(一
、二
五七・

七
メー
ト
ル)、

雄
冬
山
(一、

一九
七・

六
メー
ト
ル)
な
ど
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル以
上
の
いく
つ
か
の
無
名
山
が
連
な

る
暑
寒
別
連
峰
が
望
ま
れ
る
。

南
の
方
向
に
は
空
知
川
を
隔
て
て
南
西
に
石
狩
平
野
が
開
け
て
い
る
が、
南

側
は
新
第三
紀
鮮
新
世
の
比
較
的
小
高
い
丘
陵
地
が
迫
っ
て
お
り
、
続
い
て
古

第
三
紀
石
狩
層
群
の
標
高三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
岳
地
帯
で
あ
る
が、
こ
れ

は
挾
炭
層
の
多
い
石
狩
炭
田
と
よ
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
背
後
に
は夕

張
山
脈、
日
高
山
脈
が
連
な
る
高
山
帯
と
な
っ
て
い
る
。

北
側
に
つ
い
て
は
石
狩
川
上
流
地
域
に
当
た
り
平
野
と
な
っ
て
い
る
が、
石
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狩
平
野
の
北
端
部
で
あ
る
た
め、
は
る
か
に
山
並
み
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
東
側
に
つ
い
て
は
市
域
の
東
部
に
当
た
る
音
江
山
(七九

五・六
メ
ー
ト
ル)、

沖
里
河
山
(八〇

二
・
一メー
ト
ル)、

八
〇
〇
メー
ト
ル
山
、
イ
ル
ム
ケ
ッ
プ
山

(八六
四・
五
メー
ト
ル)
な
ど
か
ら
な
る
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
(休
火山)

に
接
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
高
山
帯
が
あ
り
、
続
い
て
富
良
野
盆
地(北海

道の
中
心
地)、
さ

ら
に
続
いて
真
東
の
方
向
に
北
海
道
の
屋
根
と
よ
ば
れ
る
大
雪
山
系
が
あ
る
。

な
お、
市
内
各
地
に
お
け
る
標
高
を
掲
記
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
島
町

二
五
メ
ー
ト
ル

中
央
バ
ス
前
交
差
点

東
町

東
滝
川

西
町

第
一
小
学
校
前

三
九
・
四
メ
ー
ト
ル

二七
メー
ト
ル

北
地区
福
祉
会
館
前
一
六
丁
目三
六
メ

北
高
校・
リン
ゴ試
験
地
間
道
路
七
八

ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

地
形
の
成
因
滝
川
付
近
の
地
形
が
現
在
の
よ
う
な
地
形
を
形
成
し
た
の
は

約
七、
八
千
年
前
ご
ろ
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。

で
は
そ
れ
以
前
は
ど
の
よ
う
な
地
形
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が、

地
質
学
の
研
究
調
査
の
結
果
を
み
る
と
詳
細
に
は
判
明
し
な
い
ま
で
も
、
だ
い

た
い
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
地
球
の
誕
生
は
五
〇
億
年
前
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
明

ら
か
で
は
な
い。
地
質
学
で
は
無
生
代
・
古
生
代
・
中
生
代
・
新
生
代
と
四
大

区
分
の
編
年
を
と
り
、
地
質
年
代
と
し
て
次
表
に
示
す
細
分
を
し
て
い
る
。
無

生
代
に
つ
い
て
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が、
日
本
で
は
古
生
代
シ
ルリ
ア
紀
以

後
(約
四
億二
千万
年
前)
か
ら
の
地
層
帯
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
日
本
列
島
は
海
の
底
に
あ
っ
た。
ヨ
ー
ロ
ッパ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
通
り
東
方
に
か
け
て
海
が
広
が
り、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
を
は
ぐ
く
み、
堆
積

物
が
地
層
を
形
成
さ
せ
日
本
列
島
の
骨
格
を
つ
く
る
岩
石
と
な
った
。
そ
れ
は

砂
岩、
粘
板
岩、
石
灰
岩
な
ど
に
海
の
生
物
を
含
み
、
化
石
を
は
さ
ん
で
の
岩

石
が
全
国
的
な
陸
地
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

(単位:100万年)

現 世 (沖積世) 0.01～0.008
第四紀

更新世 (洪積世) 約 1

新
生
代

鮮新世
中新世

新第三紀
25

第三紀 漸新世 36

古第三紀 58

63

中
生
代

ジ ュラ紀 181

230【三 畳 紀

ペ ル ム 紀] 280
バ リスカン造山運動

石 炭 紀 345

デ ボ ン紀] 405
カレドニア造山運動

シルリア紀 425

オル ドビス紀 500

カンブリア紀 540

終
わ
り
に
は
陸
地
が
あ
り、
新
生
代
に
入
る
こ
ろ
に
は
陸
地
が
増
大
し
て
い
た

心
第
一
章
地

47

日
本
列
島
が
い
つ
海
か
ら
顔
を
出
し
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が、
中
生
代
の

古
生

代

アルプス造山運動
135

始新世
暁新世

中(白 亜 紀

東
陽
地
区
福
祉
会
館
前
国
道
五
六
・
七

西
滝
川

泉
町
児
童
公
園

三
四
・
二
メ
ー
ト
ル

二
七・
六
メー
ト
ル

二
七
・
五
メ
ー
ト
ル

三〇
・
七
メ
ー
ト
ル

ト メ
ー
ト
ル

原
種々
農
場

国
道
一
二
号三
丁
目
交
差
点
四
二
・
二

五
二
メ
ー
ト
ル

国
道
一二
号
四
丁
目
交
差
点
五
〇
メ
ー

ルレ

メ
ー
ト
ル

四
三
メ
ー
ト
ル

少
一
一丁
目
交
差
点
三
七
・
七

南
地
区
福
祉
会
館
前
九
丁
目
三
一
メ
ー

ト
ル

地 質 年 代

13
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よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
隆
起
・
沈
降
を
繰
り
返
し
列
島
の
形
も
様
に々
変
化
し
た
が
火
成

活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。
こ
の
滝
川
市
の
近
く
で
は
石
狩
川
の
西
部
に
当
た
る

浦
臼
、
新
十
津
川
の
隈
根
尻
層
群
は
火
山
岩
で
約
一
億
年
前
の
も
の
の
よ
う
で

あ
り
、
滝
川
側
の
土
地
基
盤
は
水
成
岩
で
あ
る
こ
と
か
ら
滝
川
は
海
の
底
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
滝
川
市
の
地
下
深
く
眠
る
こ
の
地
質
は
隣
接
す
る
産
炭
地

帯
の
地
表
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
古
第三
紀
石
狩
層
郡
に
当
た
り
、
約
六
千
三

百
万
年
か
ら三
千
六
百
万
年
前
に
当
た
る
地
層
で
あ
る
。

こ
の
地
層
の
調
査
に
よ
る
と
瀕
海
性
層
と
淡
水
性
層
が
互
層
と
な
る
も
の

で、
そ
の
中
に
炭
層
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
海
か
ら
陸
に
な
り、
ま
た
海
と
な
る

輪
廻
が
識
別
で
き
る
わ
け
で、こ

れ
が
大
き
く
分
け
て
四
輪
廻
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
隆
起、
沈
降
を
繰
り
返
す
中
に
火
成
活
動
を
伴
い
大
地
が
ゆ
れ

動
き、
地
殻
の
変
化
に
よ
る
褶
曲
(し
ゅう
き
ょく、

地殻
運動
の
結果
強い
横
圧力
が

働
い
て
地
層
が
波う
つ
形
と
な
る)
に
よ
る
造
山
・
逆
断
層
が
こ
の
地
方
に
起
き
て

い
る
が、
第
三
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
(約一
千万
年
前)
も
滝
川
は
海
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
日
本
列
島
は
築
地
書
館
刊
の
<
日
本
列
島
地
質
構
造
発
達
史
>
に

図示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
古
地
理
図
に
よ
る
日
本
列
島
は
現
在
の
地
形
を
以
て

想
像
で
き
な
い
変
わ
っ
た
も
の
で、
あ
た
か
も
水
の上
に
石
油
の
雫
を
た
ら
し

た
流
動
的
な
地
形
で
あ
り、
こ
れ
が
日
本
列
島
の
胎
生
で
あ
る
。

第
四
紀
洪
積
世
(約
百
万年
前
から)

に
な
る
と
日
本
列
島
も
ま
た
北
海
道
も

今
の
形
に
や
や
似
た
も
の
と
な
っ
た
。

石
狩
湾
と
苫
小
牧
を
結
ぶ
低
地
帯
は
海
峡
と
し
て
北
海
道
は
東
と
西
の二
つ

の
島
に
別
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
ま
た
初
期
火
山
群
の
活
動
期
で
西
の
方
で

は
ニ
セ
コ・
駒
ヶ
岳
・
恵
山
な
ど
で、
東
の
方
は
阿
寒
・
十
勝
岳
・
暑
寒
別
な

日 本 列 島 の生 い立 ち (1)
100万年前 1,000万年

以上前

0

。

0

<英文版「日本列島地質構造発達史」(築地書館刊)>

地
表
の
変
化
はこ
れ
だ
け
で
は
な
く
造
陸
運
動
に
よ
る
大
地の
隆
起
・
沈
降

こ
れ
に
伴
う
渓
谷
の
発
達、
河
川
・
海
な
ど
で
の
沈
殿
物
の
堆
積
な
ど
複
雑
な

因
子
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
を
み
せ
る
。

現
滝
川
市
域
の
地
表
は
新
第三
紀
(二、〇

〇
〇
万
年
前)
か
ら
第
四
紀
洪
積
世

の
間
に
広
く
堆
積
層
を
な
し
た
滝
川
層
で
あ
る
。
新
第三
紀
の
も
の
は
地
層
の

厚
さ三
〇
〇
メー
ト
ル
で
東
は
芦
別
市
新
域
から
空
知
川
右
岸
一
帯、
深
川
、

さ
ら
に
砂
川
・
歌
志
内
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
洪
積
世
に
は
四
回
に
わ
た
る
氷
河
期
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ギ
ュ
ン
ツ
・
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ど
が
盛
ん
な
噴
煙
火
山
活
動
を
繰
り
返
し
て
い
た。



ミ
ン
デ
ル
・
リ
ス・
ヴ
ュ
ル
ム
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
氷
河
期
と
氷
河
期
と
の

間
を
間
氷
期
と
い
わ
れ
る
が、
氷
河
期
と
間
氷
期
す
な
わ
ち
寒
冷
期
と
温
暖
期

と
は
周
期
的
に
交
互
に
現
出
し、
現
代
は
ヴ
ュル
ム
間
氷
期
の
中
間
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

氷
河
期
に
は
蒸
発し
た
海
水
が
氷
雪
と
な
っ
て
陸
地
に
堆
積
し
て
氷
河
と
な

り、
海
で
は
氷
山
と
な
る
た
め
海
水
が
減
少
し
て
現
在
の
海
水
位
を
基
準
に
し

て
一
〇
〇
メー
ト
ルも
下
が
り
、
温
暖
期
に
は
数
十
メ
ー
ト
ル
も
上
が
る
と
い

う
。ま
た
第
四
紀
に
入
る
前
後
に
地
形
に
大
き
な
変
化
を
与
え
て
い
る
の
は
火
成

活
動
で、
玄
武
岩
か
ら
な
る
溶
岩
の
噴
出
が
あ
っ
た
。
市
の
南
東
方
向
に
見
ら

れ
る
砂
川
市
の
石
山
(二三
七メート

ル)
や
歌
志
内
市
の
神
威
岳
(四
七七・

七メ
ー
ト
ル)
。
石
狩
川
の
西
方
に
あ
る
新
十
津
川
町
の
小
鷲
峻
(し
ょう
し
す
ん)
山

(四
一
二メー

ト
ル)
な
ど
で
あ
る
。

火
山
活
動
が
終
わ
っ
て
第
四
紀
洪
積
世
(一〇

〇
万
年
前)
か
ら
は、
堆
積
し

た
砂
泥
・
礫
岩
が
隆
起し
た
段
丘
堆
積
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
在
の
地
表
で
市

域
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
ので
あ
る
。
一回
目
の
部
分
が
高
位
段
丘
堆
積
層

と
な
り、
さ
ら
に
長
い
間
の
堆
積
物
が
続
き二
回
目
の
隆
起
で
中
位
段
丘、
次

に
八
丁
目
以
南
に
見
ら
れ
る
低
位
段
丘
と
な
る
が、
そ
の
こ
ろ
滝
川
近
辺
を
大

き
く
ゆ
れ
動
か
す
大
火
山
の
爆
発
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
滝
川
市
の
東
部
地
域

が
含
ま
れ
る
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
群
の
噴
火
と
溶
岩
の
流
出
で
あ
る
。

滝
川
層
に
覆
わ
れ
た
平
担
な
地
で
あ
っ
た
滝
川
市
丸
加
山
地
域
か
ら
赤
平
市

赤
間
、
芦
別
市
上
班
溪
、
新
城、
深
川
市
吉
住
・
音
江
・
西
沖
里
河
を
結
ぶ
区

域
の
中
心
地
点
か
ら
ま
ず
最
初
に
噴
出
し
た
の
は
沖
里
河
鉱
泉
の
沢
溶
岩
で
あ

る
。

日本列島の生いたち (2)
2万年前

0
0
0

試

第
一
章
地

次
に八
〇
五
メー
ト
ル
山、
続
い
て
最
大
の
溶
岩
を
噴
出
さ
せ
た
イ
ル
ム
ケ

ップ
山
、
続
い
て
沖
里
河
山、
八
〇
〇
メー
ト
ル
山、
最
後
が
音
江
山
で
こ
の

溶
岩
が
市
域
の
東
端
部
分
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
が
噴
出
し
た
砕
石
や
流
出
し
た
砕
屑
物
の
堆
積
は
火
山

を
中心
に
直
径二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ルに
及
ぶ
前
述
の
地
域
で、
市
域
で
は
丸
加

山
放
牧
場
展
望
台
付
近
か
ら
以
東
の
区
域
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

こ
の
火
山
も
お
さ
ま
り
二
万
年
前
の
洪
積
世
の
終
わ
り
ご
ろ
の
日
本
列
島
は

現
在
の
地
形
に
近
く
細
長
い
帯
状
に
地
続
き
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

第
四
紀
現
世
(一
万
年
前
)

に
な
る
と
ま
た
日
本
列
島
は

寸
断
さ
れ、
北
海
道
の
低
地

は
海
と
な
っ
て
お
り
滝
川
市

の
山
地
を
除
いて
は
当
然
水

の
中
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
に
隆
起
が
あ
っ
て

石
狩
低
地
帯
で
は
千
歳
・
苫
小
牧
間
の
陸
地
化、
続
い
て
石
狩
平
野
の
陸
地
出

現
と
な
っ
た。
こ
のこ
ろ
に
な
る
と
日
本
列
島
も
現
在
の
地
形
と
変
わ
ら
な
い

も
の
と
な
っ
た
。

た
だ
し、
局
地
的
に
は
変
化
が
あ
り
滝
川
市
域
で
は
空
知
川
北
岸
の
東
一
丁

目
か
ら
東
滝
川
の
台
地
が
沖
積
段
丘
堆
積
層
で
あ
り
、
低
地
を
流
れ
る
石
狩
川

と
空
知
川
が
上
流
か
ら
の
土
砂
搬
出
を
進
ま
せ
さ
ら
に
氾
濫
に
よ
る
氾
濫
原
堆

積
層
を
形
成
さ
せ
て
大
平
原
を
作
り
現
在
の
滝
川
の
地
形
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
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然

質

第
二
編
自

第
三節

地

滝
川
市
の
地
質
に
つ
い
て
は
前
節
の
地
勢
で
述
べ
た
成
因
に
よ
っ
て
も
わ
か

る
と
お
り、
表
土
に
つ
い
て
は
第
四
紀
に
属
す
る
地
質
地
層
から
な
っ
て
お

り、
そ
の
下
層
は
新
第三
紀
鮮
新
世
深
川
層
と
古
第三
紀
石
狩
層
群
で
あ
り、

さ
ら
に
深
部
の
基
盤
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
白
亜
系
の
地
質
と
推
定
さ
れ

る
。地
質
地
層
構
造
を
よ
り
詳
し
く
知
る
に
は
一地
点
の
調
査
で
は
解
明
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
市
近
辺
の
地
質
と
の
累
重
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。滝
川
市
と
そ
の
近
辺
の
地
表
地
質
に
つ
い
て
は
石
狩
川
の
東
西
に
大
き
な
差

異
が
あ
り
、
又
空
知
川
を
挟
ん
で
南
北
に
も
差
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
石
狩

川
と
空
知
川
の
合
流
点
を
中
心
と
し
て
東
西
に
切
り、
南
北
に
分
け
た
四
つ
の

区
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
東
地
域
(滝
川
地
域)
で
は
第
四
紀
層
を
主
と
す
る

南
東
地
域
(砂
川
・
歌
志
内
地
域)
で
は
古
第三
紀
石
狩
層
群
を
主
と
す
る

西
北
地
域
(新
十
津
川
・
雨
竜
地
域)
で
は
新
第三
紀
中
新
世
新
十
津
川
層
群
を
主
と

(3)(2)(1)

す
る

(4)
西
南
地
域
(新
十
津
川
・
浦
臼
地
域)
で
は
先
第
三
紀
隈
根
尻
層
群
を
主
と
す
る

こ
れ
ら
の
地
層
地
質
の
分
布
を
よ
り
詳
し
く
立
体
的
に
述
べ
る
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

1
の
北
東
地
域
に
つ
い
て
は
基
盤
が
古
第三
紀
石
狩
層
群
と
推
定
さ
れ、
そ

の
上
部
に
新
第
三
紀
深
川
層
(従
来
は
滝
川
層
群と
呼
称し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が、
よ

り
系
統
を
細
分
化
し
て
改
称し
たも
の
であ
る
)
で
あ
る
幌
倉
層
・
鮫
渕
層
・
稲
田
層
・

江
部
乙
層
が
あ
り、
そ
の
上
に
第
四
紀
洪
積
層
の
高
位
・
中
位
・
低
位
段
丘
堆

積
層
及
び
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
溶
岩
類
及
び
現
世
沖
積
層
で
あ
る
沖
積
段
丘
堆

積
層
・
氾
濫
原
堆
積
層
・
現
河
床
堆
積
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。

2
の
南
東
地
域
は
古
第
三
紀
石
狩
層
群
で
下
階
に
当
た
る
登
川
層
・
幌
加
別

層
・
夕
張
層
、
中
階
に
当
た
る
茂
尻
層
・
若
鍋
層
・
美
唄
層
、
上
階
の
赤
平

層
・
高
根
層
・
頼
城
層
、
最
上
階
に
当
た
る
平
岸
層
、
芦
別
層
が
褶
曲
運
動
に

よ
り
互
い
に
傾
斜
不
整
合
の
関
係
に
あ
っ
て
、
数
多
く
の
断
層
が
北
西
か
ら
南

東
方
向
に
走
っ
て
い
る。
新
第
三
紀
鮮
新
世
深
川
層
群
が
石
狩
層
群
の
上
に
あ

り
そ
の
中
に
玄
武
岩
質
溶
岩
丘
が
み
ら
れ
る
が、
こ
の
地
区
の
基
盤
と
目
さ
れ

る
白
亜
紀
系
函
渕
層
群
・
上
部
蝦
夷
層
群
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
第
四
紀
洪
積
層

に
つ
い
て
は
高
位
段
丘
堆
積
層
を
欠
き、
中
位
・
低
位
段
丘
堆
積
層
が
あ
り、

沖
積
層
に
つ
い
て
は
1
と
同
様
で
あ
る
。

3
の
西
北
地
域
は
先
第
三
紀
隈
根
尻
層
群
を
基
盤
と
し
て
上
部
に
新
第三紀

中
新
世
の
西
徳
富
層
群
惣
富
地
層
と
新
十
津
川
層
群
六
号
沢
層
・
徳
富
層
・
増

毛
層、
さ
ら
に
鮮
新
世
の
深
川
層
群
幌
加
尾
白
利
加
層、
一の
沢
層
、
美
葉
牛

層
が
あ
り、
玄
武
岩
溶
岩
丘
も
み
ら
れ
る。
第
四
紀
系
に
つ
い
て
は
1
と
同
様

の
洪
積
層
・
沖
積
層
で
あ
る
が、
扇
状
地
堆
積
層
が
み
ら
れ
る
。

4
の
西
南
地
域
に
つ
い
て
は
先
第
三
紀
隈
根
尻
層
群
浦
臼
山
層
・
共
有
地
沢

層
・
隈
根
尻
山
層
・
惣
富
地
川
層
が
山
地
を
な
し、
古
第三
紀
樺
戸
層
と
新
第

三
紀
中
新
世
層
を
欠
い
て
鮮
新
世
深
川
層
群
幌
加
尾
白
利
加
層
・
一
の
沢
層
・

美
葉
牛
層
が
隈
根
尻
層
群
を
覆
っ
て
お
り
第
四
紀
系
に
つ
い
て
は1
と
同
様
で

あ
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
相
互
累
重
関
係
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

滝
川
市
域
を
中心
に
そ
の
分
布
状
態
と
地
質
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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滝 川 市 地 質 図現河床堆積層 砂及び礫

氾濫原堆積層 泥炭質粘土世
沖 積 層、

扇状地堆積層 礫及び砂

沖積段丘堆積層 砂・礫及び粘土

低位段丘堆積層 砂・礫及び粘土

更
新
世

く洪 積 層 中位段丘堆積層 砂・礫・粘土及び泥炭

高位段丘堆積層 砂・礫・粘土・泥炭及び火山岩屑

イルムケップ火山岩屑 輝石安山岩・角閃石安山岩

音 江 山 溶 岩 普通輝石紫蘇輝石橄欖石安山岩

800m 山 溶 岩 橄欖石普通輝石紫蘇輝石安山岩

沖 里河山 上部溶岩 橄欖石普通輝石紫蘇輝石安山岩

沖里河山 下部溶岩 角閃石含有橄欖石普通輝石紫蘇輝石安山岩

イルム ケップ山 溶岩 普通輝石紫蘇輝石安山岩

音 江 山 集 塊 岩 普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩

イルムケップ集塊岩 普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩

805m 山 溶 岩 普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩
000000000

沖里河鉱泉沢 溶岩 石英黒雲母角閃石安山岩

玄 武 岩 溶 岩 丘 橄欖石玄武岩

滝 川 層 砂岩・泥岩及び礫岩

江 部 乙 層 火山砕屑岩・礫岩及び砂岩

稲 田 沢 層 礫岩・砂岩及び泥岩 (亜炭を伴う)

鮮
新
世

深
川
層
群

鮫 淵 層

幌 倉 層 塊状砂岩 (凝灰岩を伴う)(Gは化石)

新
第
三
紀

美

葉 牛 一層 礫岩・砂岩・泥岩及び亜炭
安山岩集塊岩

浮石質砂岩及び浮石層 (礫岩を伴う)
安山岩集塊岩1 の 沢

幌 加 尾 白 利 加 層

【増 毛 層 泥 岩 層 泥岩及び砂質泥岩 (礫岩及び砂岩を伴う)

中
新
世

新
十
津 川
層
群

徳 富 層 塊状硬質泥岩層 硬質泥岩及び硬質泥岩・軟質泥岩互層

幌 内 層
泥岩・泥灰岩

別 層

最
上
階

平

岸 泥岩・砂岩

○
○

○
6
0
0
0
b
o

泥岩・砂岩・炭層000 0000000

口

混合層

上 階 高 根 砂岩・泥岩・炭層

古
第
三
紀

石
狩
層
群

美

層
砂岩・泥岩・炭層

中
階 鍋

層 泥岩・泥灰岩

茂 尻 層 砂岩・泥岩・炭層

層 砂岩・泥岩・炭層

下
階 幌

加 別 層 泥 岩

登 層 砂岩・泥岩・礫岩・炭層

白
亜
系 {

函 淵 層 群 砂岩・礫岩・泥岩

▲258
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地 層 表

時 代 地 層 名 備備 考
西 部 地 域 東 部 地 域

現河床堆積物氾濫原堆積層
沖 積 層 扇状地堆積層

沖積段丘堆積層
上昇運動

低位段丘堆積層 イルムケッ プ火山計士

紀 洪 積 層 中位段丘堆積層 溶岩山・火成活動

高位段丘堆積層
新

玄 武 岩 隆起、火成活動

深深 美葉牛層
砂岩・泥岩

凝灰岩・礫岩
深
川
層
群

稲 田 層 礫・砂・泥岩互層
新 川川

・一の沢層 火山砕屑物・浮石層 鮫 渕 層 凝灰質砂岩・泥岩 火成活動
階層 幌加尾白

利 加 層 塊状細粒砂岩 幌 倉 層 塊状砂岩

第 砂 岩 層
稚新 増 毛 層

泥 岩 層

生
三

新 新

内
十
津
川
層

徳 富 層
板状硬質泥岩層

火成活動

階群 六 号 線
沢 層 泥 岩 層

世 西
徳
富

階
・
層 惣富地層

砂岩・礫岩層
褶 曲

夾 炭 層 芦 別 層 砂岩・泥岩・炭層

石
礫 岩 層 頼 城 層 泥岩・砂岩・炭層

高 根 層 泥岩・砂岩・炭層
狩
赤 平 層 泥岩・砂岩

先先
第

三
紀

隈
根

尻
層
群

隈根尻山炭層 輝緑凝灰岩
(砂岩・粘板岩) 層 若 鍋 層 泥岩・泥灰岩

茂 尻 層 砂岩・泥岩・炭層

夕張 層 砂岩・泥岩・炭層
群 幌加別層 泥岩

登 川 層 砂・礫・泥岩・炭層浦臼山層 輝緑凝灰岩
砂岩(粘板岩) 褶 曲

火成活 動
褶 曲

函渕層群 砂岩・礫岩・泥岩

蝦部上上部 蝦夷層 群 泥 岩
褶 曲

? 黒色珪質片岩類

神居古潭変成岩類

緑色片岩類

代

古
第
三
紀 樺 戸 層 平 岸 層 泥岩・砂岩

惣富地川
層

粘 板 岩
(砂岩)

美 唄 層 砂岩・泥岩・炭層

共有地沢
層

粘板岩・砂岩
(輝緑凝灰岩)

中
生
代

白
亜
系
|先
白
亜
系

江部乙層 火山砕屑・凝灰岩

鮮
新
世

中

塊状硬質泥岩層

砂岩泥岩互層

紀
泥 岩 層
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1
白
亜

系

滝
川
市
域
内
で
は
見
ら
れ
な
い
が、
北
へ
向
か
って
沈
ん
で
い
る
空
知
背
斜

の
冠
部
に
当
た
る
下
手
岸
の
南
方
に
露
出
し
て
い
る
函
渕
層
群
及
び
上
部
菊
石

層
(
上
部
蝦夷
層
群)
の
一部
に
限
ら
れ、
そ
れ
以
外
の
露
出
は
な
い
。

白
亜
系
は
上
位
の
石
狩
統
に
よ
っ
て不
整
合
に
覆
わ
れ
て
い
る
が、
広
地
域

に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
初
め
て
不
整
合
が
認
めら
れ
る
の
で
あ
って、

一露
頭
の
観
察
で
は
上
下
の
地
層
が
平
行
に
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

函
渕
層
は
主
と
し
て
細
粒
砂
岩
か
ら
な
り、
礫
岩
・
泥
岩
・
炭
質
頁
岩
・
石

炭
の
薄
層
を
ま
じ
え
る
。
砂
岩
の
色
は
緑
色
を
帯
び
て
い
て
上
位
の
登
川
層
と

岩
質
が
近
似
し
て
いる
。
た
だ
本
層
に
は
流
紋
岩
質
の
凝
灰
岩
を
は
さ
む
こ
と

が
多
く
登
川
層
と
区
別
で
き
る
。

上
部
蝦
夷
層
群
の
地
層
は
主
と
し
て
泥
岩
か
ら
な
り
砂
岩
の
薄
層
を
ま
じ
え

る
。
この
泥
岩
は
泥
灰
岩
質
の
団
球
を
含
み、
団
球
に
伴
っ
て
軟
体
動
物
の
化

石
が
産
出
す
る
。

2
古
第
三
系

古
第三
系
は
石
狩
層
群
と
幌
内
層
と
で
あ
る
。

石
狩
層
群
は
主
と
し
て
淡
水
性
の
地
層
で、
瀕
海
性
の
地
層
を
挾
有
す
る
。

幌
内
層
は
全
く
海
性
の
堆
積
物
で、
石
狩
層
群
に
対
し
見
掛
上
不
整
合
に
重

な
っ
て
い
る
。
幌
内
層
の
基
底
は
海
緑
石
の
多
い
砂
岩
若
し
く
は
礫
岩
を
も
っ

て
石
狩
層
群
の
最
上
部
の
芦
別
層
に
接
し
、
野
外
の
観
察
で
は平
行
不
整
合
に

見
え
る
。石
狩
層
群
下
階

登
川
層

登
川
層
は
北
に
沈
も
う
と
す
る
茂
尻
背
斜
の
冠
部
に
露
出

し
て
、
ほ
ぼ
半
楕
円
形
の
帯
状
を
な
し
て
分
布
し
、
ま
た
神
威
の
東
方
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
背
斜
軸
に
近
く
断
層
に
は
さ
ま
れ
て
背
斜
の
東
翼
に
だ

け
露
出し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
白
亜
系
の
上
に
不
整
合
に
重
な
っ
て
お

り
、
岩
質
上
は
区
別
で
き
な
い
ほど
近
似
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
幾
分
軟

質
で
あ
る
。

登
川
層
は
主
と
し
て
砂
岩
・
砂
質
泥
岩
・
泥
岩
の
互
層
から
な
り
、
炭
層
を

挾
有
す
る
。
砂
岩
は
灰
白
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
黝
青
色
を
呈
す
る
も
の

も
あ
る
。
中
粒
な
い
し
細
粒
で
塊
状
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
が
、
縞
状
の
層
理

を
も
つ
も
の
も
介
在
す
る
。
泥
岩
は
暗
灰
色
な
い
し
灰
白
色
で
層
理
に
乏
し
く

砂
岩
・
泥岩
と
も
に
珪
質
の
堅
硬
な
地
層
を
は
さ
む
こ
と
が
あ
る
。

登
川
層
は
神
威
鉱
の
主
要
稼
行
炭
層
を
挾
有
し
層
厚
は
四
二
〇
メ
ー
ト
ル
に

達
す
る
。
介
在
す
る
炭
層
は
二
〇
枚
に
達
す
る
が
、
稼
行
で
き
る
も
の
は
一
〇

枚
前
後
で
あ
る
。

幌
加
別
層

幌
加
別
層
は
滝
川
の
近
く
で
は
北
方
へ沈
み
か
け
た
茂
尻

背
斜
の
翼
と
し
て
下
平
岸
の
南
方
に
馬
蹄
形
に
分
布
す
る
も
の
と
、
歌
志
内
市

神
威
付
近
に、
神
威
背
斜
の
冠
部
を
占
め
て
分
布
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

幌
加
別
層
は
一
名
に
神
威
泥
岩
層
と
も
よ
ば
れ
暗
灰
色
な
い
し
黝
色
の
無
層

理
な
泥
岩
を
主
体
と
し
て、
こ
れ
に
細
粒
砂
岩
の
薄
層
が
わ
ず
か
に
は
さ
ま
れ

て
いる
。
淡
水
棲
の
化
石
を
包
蔵
し、
植
物
化
石
破
片
は
含
ま
れ
る
が
炭
層
は
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伴
わ
な
い。
厚
さ
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で、
層
厚
の
変
化
は
上
下
の
夾
炭

層
に
比
し
て
少
な
い
。

夕
張
層

夕
張
層
は
茂
尻
背
斜
及
び
神
威
背
斜
の
両
翼
に
露
出
す
る

の
み
で
な
く
、
豊
里
背
斜
の
冠
部
並
び
に
芦
別
市
盤
ノ
沢
上
流
に
も
露
出
す
る
。

夕
張
層
は
細
粒
な
い
し
中
粒
砂
岩
を
主
と
し
、
泥
質
砂
岩
や
泥
岩
を
は
さ
む

地
層
で
炭
層
又
は
炭
質
頁
岩
を
挟
有
す
る
。
砂
岩
は
灰
白
色
な
い
し
灰
青
色
で

層
理
の
乏
し
い
も
の
が
多
い
。
泥
岩
は
暗
灰
色
で
常
に
砂
岩
と
互
層
し
、
泥
岩

の
厚
さ
は
最
も
厚
い
も
の
で二
メ
ー
ト
ル
を
越
す
こ
と
は
な
い。

炭
層
は
七
枚
あ
る
が
夾
み
が
多
い
た
め
稼
行
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一～
二
枚

程
度
で
あ
る
。

石
狩
層
群
中
階

茂
尻

層
茂
尻
層
が
若
鍋
層
か
ら
区
分
で
き
る
の
は
茂
尻
付
近
で
、空

知
炭
田
の
北
部
に
当
た
る
。
青
白
色
細
粒
砂
岩
と
灰
色
泥
岩
と
の
互
層
から
な

り
、砂
岩
に
は
塊
状
の
も
の
と
板
状
層
理
を示
す
も
の
と
が
あ
り
、塊
状
砂
岩
に

は
し
ば
し
ば
砂
管
を
伴
う
。
泥
岩
中
に
は
ま
た
泥
灰
岩
の
団
球
を
含
む
も
の
が

あ
る
こと
が
夕
張
層
と
異
な
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
茂
尻
層
の
上
部
に
数
枚
の
稼

行
炭
層
が
介
在
し
て
お
り
、
茂
尻
鉱
附
近
が
炭
層
数
も
六
層
あ
り
遠
ざ
か
る
ほ

ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。本
層
中
に
は
海
棲
動
物
化
石
が
多
い
。

若
鍋
層

若
鍋
層
は
灰
色
又
は
暗
灰
色
の
泥
岩
を
主
と
し
、
稀
に
は

細
粒
な
い
し
中
粒
の
砂
岩
層
を
局
部
的
に
は
さ
む
。
泥
岩
は
お
お
む
ね
塊
状
無

層
理
で
斧
状
の
断
口
を
示
し
、
海
棲
化
石
を
包
蔵
す
る
。
泥
灰
岩
質
団
球
を
伴

う
地
層
は
中
部
に
多
く
上
・
中
・
下
の三
層
に
細
分
し
て
い
る
。

美
唄
層
は
奔
別
断
層
(岩
見
沢
地区)

以
北
に
限
ら
れ
て
分

美
唄

層

誌

布
し
、
歌
志
内
近
辺
で
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
。
南
よ
り
北
側
に
厚

く
四
～
五
枚
の
稼
行
炭
層
を
挾
有
し
経
済
的
に
良
好
な
地
層
で
あ
る
。

砂
岩
と
泥
岩
の
互
層
で
中
部
な
い
し
上
部
は
砂
岩
に
富
み
下
部
は
泥
岩
を
主

に
頁
岩
を
ま
じ
え
、
炭
層
を
挾
有
し
て
い
る
。
砂
岩
は
淡
青
色
又
は
灰
色
で
風

化
す
れ
ば
褐
色
又
は
黄
褐
色
と
な
り
、
中
粒
砂
岩
が
大
部
分
を
占
め
る
。
泥
岩

は
灰
色
又
は
暗
灰
色
で、
風
化
す
れ
ば
細
か
く
砕
け
や
す
い。
ま
た
波
状
の
層

理
を
示
し、
断
口
は
美
し
い
縞
模
様
を
呈
し
炭
層
に
近
い
所
に
多
い。

石
狩
層
群
上
階

赤
平
層

多
く
の
断
層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
た
め、
正
確
な
層

序
が
つ
か
み
にく
い。
む
し
ろ
空
知
背
斜
の
東
翼
に
当
た
る
炭
山
川
附
近
の
方

が
地
層
も
よ
く
発
達
し
て
厚
さ
も
あ
り
、
地
質
構
造
が
よ
く
観
察
さ
れ
る
。

下
部
か
ら
1
下
部
泥
岩
部
層
(無
化
石・
無
炭層)

2
蜆
介
、
カ
キ
砂
岩
層
3
上

部
泥
岩
層
(ボー
ル
帯)
4
上
部
夾
炭
部
層
(蜆
介
化
石
を
含
有す
る
)。

上
部
泥
岩
層
は
海
進
が
最
も
進
ん
だ
環
境
に
お
け
る
堆
積
層
で
あ
り、
上
部

夾
炭
層
は
蜆
介
を
包
蔵
す
る
砂
岩
が
炭
層
間
に
介
在
し
て
い
る
が
こ
れ
は
海
退

が
始
っ
て
から
の
堆
積
物
で
あ
る
。

高
根

層
高
根
層
は
層
理
の
発
達
し
た
砂
岩
を
主
と
し
、
わ
ず
か
に

数
枚
の
炭
層
を
は
さ
む
。
この
模
式
地
は
芦
別
市
西
方
四
キ
ロ
メー
ト
ル
の
高

根
川
上
流
で、
層
厚
は
高
根
沢
で二
〇
〇
メー
ト
ル、
炭
山
川
で
は
五〇
〇
メ

ー
ト
ル
を
示
し
南
北
に
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
が、
高
根
層
の
厚
さ
は
北
方
へ

向
か
う
ほ
ど
薄
く
な
っ
て
い
る
。

頼
城

層
高
根
層
の
上
位
に
厚
さ
約
一五
〇
メ
ー
ト
ル
の
泥
岩
を
経

て
夾
炭
層
が
重
畳
す
る
。
こ
の下
部
の
泥
岩
中
に
は
泥
灰
岩
及
び
瀕
海
性
の
化

第
一
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石
を
伴
い
上
下
の
夾
炭
層
を
隔
て
て
い
る
。
上
部
の
夾
炭
層
は
厚
さ
約三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
達
し
高
根
川
流
域
に
お
い
て
厚
い
炭
層
を
挾
有
す
る
。
炭
層
は
上

位
一
番
層
から
二
二
番
層
と
名
づ
け
ら
れ
一三
番
ま
で
頼
城
層
上
部
に
相
当
す

る
。空
知
川
北
岸
に
な
る
と
頼
城
層
と
高
根
層
の
区
別
が
む
ず
か
し
い
岩
相
と
な

る
。

石
狩
層
郡
高
上
階

平
岸
層

平
岸
層
は
砂
岩
の
や
や
多
い
砂
岩
泥
岩
互
層
か
ら
な
り
、

層
理
は
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が、
風
化
す
る
と
あ
ら
れ
状
の
細
片
に
砕
け

易
い
ので
層
面
を
測
定
し
に
く
い
が、
五
メー
ト
ル以
下
の
薄
層
が
重
な
っ
て

い
る
。

砂
岩
は
灰
色
が
か
っ
た
細
粒
で
し
ば
し
ば
蜆
介
化
石
が
散
在
す
る
。
泥
岩
に

は
暗
灰
色
の
も
の
が
多
く
、
時
に
は
黒
色
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
層
厚
は
小
百

戸
沢
で二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
が、
歌
志
内
断
層
以
西
で
は
四〇
〇
メ

ー
ト
ル
で
し
ば
し
ば
石
炭
の
薄
層
を
は
さ
み、
砂
川
附
近
に
近
づ
く
ほ
ど
そ
の

傾
向
は
著
し
い
。

露
出
地
は下
芦
別
北
方
の
空
知
川
北
岸、
下
平
岸
北
方
の
赤
間
沢
中
流、
歌

志
内
断
層
以
西
の
ナ
ェ
沢
流
域
で
あ
る
。

芦
別

層
芦
別
層
は
砂
岩
泥
岩
の
互
層
か
ら
な
り
炭
層
を
は
さ
む
。

砂
岩
は
灰
白
色
又
は
淡
緑
色
を
呈
し、
中
粒
な
い
し
粗
粒
で
厚
層
を
な
し、
塊

状
を
呈
し
堅
硬
で
あ
る
。
泥
岩
は
暗
灰
色
又
は
黒
色
を
呈
し
葉
状
の
層
理
を
示

す
。
ま
た
灰
鉄
質
の
細
粒
か
ら
な
り
風
化
す
る
と
特
徴
あ
る
淡
褐
色
を
呈
す
る

岩
石
を
帯
状
に
はさ
む
こ
と
が
多
い
。
芦
別
層
の
厚
さ
は三
七
〇
メ
ー
ト
ル
前

後
で
上
限
から
下
限
ま
で
炭
層
が
ま
んべ
ん
な
く
介
在
す
る
が、
稼
行
で
き
る

炭
層
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

3
新
第
三
系
鮮
新
世

深
川
層
群
の
う
ち
滝
川
地
域
に
限
定
し
た
地
層
の
説
明
に
と
ど
め
る
が、
本

層
は
石
狩
層
群
の
上
部
を
覆
い、
地
表
に
露
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

幌
倉
層

深
川
層
群
の
下
位
地
層
に
当
た
り
、
石
狩
層
群
と
は
傾
斜

不
整
合
関
係
に
あ
っ
て、
滝
川
市
域
で
は
空
知
川
右
岸
の
東
一
丁
目
か
ら
三
丁

目
に
か
け
て
露
出
し
て
お
り
空
知
川
を
は
さ
み
広
く
赤
平
・
砂
川
・
歌
志
内
市

の
丘
陵
地
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
。

本
層
は
青
灰
色
無
層
理
の
細
粒
砂
岩
を
主
と
し
、
細
・
中
礫・
浮
石
・
天
然

木
炭、
亜
炭
片、
炭
粒
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
風
化
す
る
と
灰
色
又
は
帯
黄

褐
灰
色
を
呈
し、
時
に
は
微
粒
と
な
る
。
礫
は
ほ
と
んど
古
期
岩
類
で、
時
に

密
集
し
て
礫
岩
の
薄
層
を
形
成
す
る
が
連
続
性
に
乏
し
い
。
浮
石
は
淡
灰
色
か

淡
黄
色
で
稀
に
暗
黒
色
も
あ
り
多
孔
質
で
丸
味
が
あ
る
。

幌
倉
層
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
層
厚
で
砂
岩
中
あ
る
い
は
団
塊
中

に
化
石
が
含
ま
れ、
化
石
帯
を
形
成
す
る
場
合
は
礫
岩
を
伴
っ
て
お
り、
化
石

に
は
貝
類
と
植
物
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
岩
質、
含
有
化
石
か
ら
石
狩
川
西

方
山
地
の
幌
加
尾
白
利
加
層
と
ほ
ぼ
確
実
に
対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

鮫
渕

層
鮫
渕
層
が
模
式
的
に
発
達
す
る
の
は
赤
平
市
の
ナ
ェ
沢
両

岸
で
あ
る
。
本
層
は
礫
岩
・
凝
灰
岩
・
凝
灰
質
砂
岩
・
同
質
泥
岩
な
ど
か
ら
成

る
。
礫
岩
は
本
層
下
部
と
上
部
に
多
く
、
中
部
は
主
と
し
て
浮
石
質
凝
灰
岩
・
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凝
灰
岩
な
ど
か
ら
な
る
が
必
ず
し
も
一定
し
て
い
な
い
。
礫
岩
層
の
基
底
に
は

時
に
亜
炭
の
薄
層
や
岩
質
泥
炭
が
認
め
ら
れ
る
。

空
知
川
北
岸
の
東
滝
川
附
近
の
も
の
は
鉄
分
で
硬
く
固
結
さ
れ
板
状
を
呈
し

て
いる
。
一般
に
本
層
の
礫
岩
は
特
に
風
化
す
る
と
、
段
丘
堆
積
層
の
礫
層
と

区
別
し
に
く
い
こと
が
あ
る
。
凝
灰
岩
は
一般
に
浮
石
質
で
黄
白
色
か
淡
褐
色

を
呈
し
凝
灰
質
砂
岩、
同
質
泥
岩
に
移
化
し
、
浮
石
は
白
色
で
石
英
と
わ
ず
か

の
黒
雲
母
を
含
む
。
砂
岩
・
泥
岩
は
下
位
の
幌
倉
層
に
比
べ
著
し
く
凝
灰
質
で

帯
黄
灰
色、
帯
青
灰
色
で
あ
る
。
泥
岩
に
は
稀
に
亜
炭
薄
層
を
介
在
す
る
。

本
層
の
層
厚
は
一
〇
〇
メー
ト
ル
内
外
で
石
狩
川
西
部
の
一の
沢
層
に
対
比

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

稲
田
沢
層

稲
田
沢
層
は
稲
田
沢
上
流、
須
麻
馬
内
川
中
流
、
江
部
乙

川
下
、
上
流、
熊
穴
沢
な
ど
に
点
在
露
出
す
る
だ
け
で
あ
る
。
本
層
は
礫
岩
、

砂
岩、
泥
岩
の
互
層
で
亜
炭
層
を
数
枚
挾
有
す
る
。
礫
岩
は
中
礫
を
主
と
し
、

多
く
は
古
期
岩
類
の
円
礫
か
ら
成
る
が
、
安
山
岩
礫
も
含
む
こ
と
が
あ
り
、
ま

た
浮
石
も
含
有
す
る
。
砂
岩
は
少
な
く
凝
灰
質
で
時
に
縞
状
で、
礫
質
砂
岩
中

に
炭
粒
を
含
む
こ
と
が
あ
る
。
泥
岩
は
淡
灰
色
無
層
理
で
亜
炭
層
を
介
在
し
、

そ
の
附
近
の
も
の
は
チ
ョ
コ
レー
ト
色
と
な
っ
て
い
る。
亜
炭
層
は
熊
穴
川
下

流
で
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ルで
こ
れ
が
厚
い
方
で
あ
る
。
層
厚
は
最
大
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
層
は
西
部
地
域
の
美
葉
牛
層
に
対
比
さ
れ
る
。

江
部
乙
層

江
部
乙
層
は
稲
田
沢
下
流
須
麻
馬
内
川、
江
部
乙
川
の
上

流
、
支
流
な
ど
に
分
布
し
、
火
山
砕
屑
物
に
富
ん
だ
地
層
で、
浮
石
質
凝
灰

岩
・
凝
灰
岩
を
主
と
し
、
細
礫
岩
、
砂
岩
を
従
と
す
る
互
層
を
な
し
て
い
る
。

第
一
章
地

誌

礫
は
主
と
し
て
古
期
岩
類
よ
り
な
る
が
極
め
て
稀
に
安
山
岩
礫
も
含
む
。
本

層
は
層
厚
七〇
メー
ト
ル
以
上
で
あ
る
が
化
石
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
西
部
地

区
で
の
対
比
地
層
が
な
く
東
部
地
域
に
の
み
分
布
し
て
い
る
。

4
滝
川
層

滝
川
階
滝
川
層
は
広
い
地
域
を
覆
う
も
の
で、
従
来
か
ら
深
川
層
群
も
こ
の

範
囲
に
入
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
地
層
の
研
究
細
分
化
に
よ
り
改
正
し
て
深
川

層
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
段
ま
で
に
各
層
を
述
べ
た
が
そ
の
層
を

覆
い、
さ
ら
に
開
発
庁
刊
図
幅
「
滝
川
」
で
は
第
四
紀
高
位
段
丘
堆
積
層
と
あ

る
部
分
を
含
め
て
滝
川
層
と
し
た
。

滝
川
層
は
イ
ルム
ケ
ップ
火
山
噴
出
物
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
た
め、
実

際
に
露
出
し
て
い
る
の
は
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
の
山
襞
に
当
た
る
部
分
に
な
る

が
、
露
出
が
最
も
よ
く
連
続
し
て
見
ら
れ
る
の
は
江
部
乙
地
区
加
賀
団
体
の
沢

で
あ
る
。
この
沢
で
は
滝
川
層
の
全
層
が
西
傾
斜
を
し
て
いる
た
め
、
岩
質
的

特
徴
が
上
限
か
ら
下
限
ま
で
観
察
で
き
る
。

本
層
の
上
部
は
砂
岩
、
頁
岩
と
礫
岩
の
互
層
で
あ
る
。
砂
岩
に
は
中
粒
・
未

凝
結
で
浮
石
の
粒
を
多
く
含
む
も
の、
含
ま
な
い
も
の
な
ど
様
で々
あ
る
。

ま
た
頁
岩
は
し
ば
し
ば
砂
岩
と
の
細
か
い
互
層
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く

頁
岩
の
み
で
厚
層
を
な
す
場
合
は
礫
岩
と
層
位
的
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
多

い。
礫
岩
は
一
般
に
巨
礫
から
な
る
こ
と
は
少
な
く、

一般
に
直
径
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
以
下
で
あ
る
。
礫
岩
は
ほ
と
ん
ど
が
レ
ン
ズ
状
で
あ
る
た
め
、

礫
岩
層
に
よ
る
層
位
区
分
は
限
ら
れ
た
小
範
囲
に
し
か
当
て
は
ま
ら
な
い
。
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第
二
編
自

然

下
部
地
層
は
凝
灰
質
の
泥
岩
を
主
体
と
し
、
こ
れ
に
砂
岩
層
を
挾
有
す
る
。

こ
の
地
層
の
上
限
は
木
質
亜
炭
の
薄
層(二
〇
～三
〇
セン
チ以下)を

も
っ
て
境
と

し
て
い
る
が、
凝
灰
質
は
風
化
す
る
と
青
色
な
い
し
赤
色
が
か
っ
た
色
調
を
帯

び
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
基
底
部
に
近
く
海
棲
介
化
石
を
多
産
す
る
。

本
地
層
の
厚
さ
は三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
が
、
下
部
の
地
層
は
そ
の

厚
さ
の
変
化
が
著
し
く、
西
方
に
厚
い
が
東
へ
向
か
っ
て
し
だ
い
に
減
じ、
芦

別
市
新
城
付
近
で
は
数
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い。

5
第
四
系

イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
噴
出
岩
及
び
そ
の
岩
屑

イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
は
滝
川
層
堆
積
の
末
期
に
滝
川
低
地
帯
に
噴
出
し
た
火

山
錐
で
あ
っ
て、
そ
の
基
底
直
径
は
一三
キ
ロ
メー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
基

盤
岩
で
あ
る
古
第三
紀
の
石
狩
層
群、
新
第三
紀
の
川
端
層
(芦
別
市
新
城
・
油

谷
の東
方露
出)
群
及
び
滝
川
層
を
被
覆
し
て
い
る
。

本
火
山
は
溶
岩
流、
集
塊
岩
及
び
そ
れ
ら
の
砕
屑
岩
か
ら
構
成
さ
れ、
噴
出

順
序、
岩
質
に
よ
り
次
の
一〇
種
に
分
類
さ
れ
る
。
上
位
か
ら
列
記
す
る
と
次

のと
お
り
で
あ
る
。

一
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
砕
屑
物

二
音
江
山
溶
岩

三
八〇
〇
メー
ト
ル山
溶
岩

四
沖
里
河
山
上
部
溶
岩

五
沖
里
河
山
下
部
溶
岩

六
イ
ル
ム
ケ
ップ
山
溶
岩

七
音
江
山
集
塊
岩

八
イ
ル
ム
ケ
ップ
集
塊
岩

九
八
〇
五
メ
ー
ト
ル
溶
岩

十
沖
里
河
鉱
泉
沢
溶
岩

こ
れ
ら
を
噴
出
順
の
分
布
状
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。

沖
里
河
鉱
泉
沢
溶
岩

本
溶
岩
は
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
活
動
の
最
初
に
流

出
し
た
も
のと
考
え
ら
れ
る
。
分
布
は
本
火
山
の
北
部
を
占
める
が、
そ
の
後

の
噴
出
物
に
よ
り
露
出
部
分
は
少
な
い。
沖
里
河
鉱
泉
の
沢
と
広
里
の
沢、
西

沖
里
河
沢
に
小
露
出
が
あ
り、
岩
石
は
石
英
黒
雲
母
角
閃
石
安
山
岩
で
あ
る
。

鉱
泉
ノ
沢
で
は
か
つ
て
金
属
鉱
山
と
し
て
の
探
鉱
が
な
さ
れ
た
。
西
沖
里
河

沢
で
は
黒
雲
母
を
含
ま
な
い
角
閃
石
安
山
に
移
化
し
て
お
り、
本
溶
岩
中
の
数

カ
所
か
ら
炭
酸
分
の
強
い
鉱
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。

八
〇
五
メ
ー
ト
ル
山
溶
岩

本
溶
岩
は
火
山
の
中
心
地
に
あ
り
イ
ル
ム
ケ
ッ

プ
山
・
音
江
山
・
沖
里
河
山、
八
〇
〇
メー
ト
ル
山
の
間
に
分
布
し
て
い
る

が
、
イ
ルム
ケ
ップ
山
の
東
側
に
当
た
る
吉
田
沢、
三
又
山
沢
な
ど
に
も
露
出

し
て
い
る
。

岩
石
は
青
灰
色
又
は
淡
褐
色
で
緻
密
な
石
基
中
に
短
柱
状
の
斜
長
石、
角
閃

石
な
ど
が
斑
晶
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
局
部
的
に
硫
化
作
用
を
受
け、
黄
鉄
鉱

な
ど
の
鉱
染
が
見
ら
れ
る
。

イ
ル
ム
ケ
ップ
集
塊
岩

本
集
塊
岩
は
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
中
最
も
多
量
な

溶
岩
で、
火
山
体
の
東
・
南
・
西
部
に
広
く
発
達
し、
北
部
に
は
見
ら
れ
な

い
。
大
部
分
は
山
麓
部
に
限
ら
れ
て
露
出
し
て
い
る
が、
直
接
新
第
三
紀
層

(滝
川
層
)
を
覆
い、
本
火
山
錐
の
基
底
部
を
構
成
し
て
い
る
。

岩
質
は
均
一
で
な
い
が
角
閃
石
安
山
岩
質
岩
石
の
角
礫
を
凝
灰
質
が
充
填
し

た
も
の
で
あ
る
。

音
江
山
集
塊
岩

本
集
塊
岩
は
鉱
泉
沢
溶
岩、八
〇
五
メ
ー
ト
ル
山
溶
岩、

イ
ル
ム
ケ
ップ
集
塊
岩
を
覆
っ
て
い
る
状
態
で、
そ
の
後
の
音
江
山
溶
岩
に
被
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覆
さ
れ
た
も
の
で、
露
出
箇
所
は
少
な
い。
し
か
し
音
江
山
西
斜
面
の
基
底
部

は
本
集
塊
岩
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

岩
石
は
黒
色
緻
密
質
の
輝
石
安
山
岩
礫
が
主
で
あ
る
。

イ
ル
ム
ケ
ップ
山
溶
岩

八〇
五
メー
ト
ル
山
溶
岩、
イ
ル
ム
ケ
ップ
集
塊

岩
を
覆
っ
て
いる
。
ま
た
芦
別
市
の三
又
山
を
形
成
し
て
い
る
。

岩
石
は
黒
灰
色
を
呈
し、
緻
密
な
石
基
中
に
白
石
の
斜
長
石
の
小
斑
晶
が
多

数
散
在
し
て
お
り、
有
色
鉱
物
の
斑
晶
と
し
て
は
輝
石
が
不
明
瞭
な
が
ら
認
め

ら
れ
る
。

沖
里
河
山
下
部
溶
岩

沖
里
河
山
の
北
麓
部
に
扇
状
に
分
布
し
、
鉱
泉
沢
、

八
〇
五
メー
ト
ル
山
溶
岩
を
覆
っ
て
い
る。
岩
石
は
灰
白
色
粗
粒
の
輝
石
安
山

岩
で
あ
る
が、
通
常
角
閃
石
の
斑
晶
を
含
み、
稀
に
大
き
な
結
晶
が
認
め
ら
れ

る
。
形
状
と
し
て
は
懸
崖
を
つ
く
り
板
状
節
理
を
呈
し
て
い
る
。

沖
里
河
山
上
部
溶
岩

本
溶
岩
は
沖
里
河
山
三
角
点
附
近
か
ら
北
方
へ
流

出
し
た
溶
岩
で、
下
部
溶
岩
を
被
覆
し
て
い
る。
山
頂
で
は
板
状
節
理
を
呈

し
、
懸
崖
を
な
し
て
い
る
が、
岩
石
は
灰
黒
色、
粗
粒
の
輝
石
安
山
岩
で
下
部

溶
岩
と
岩
質
は
酷
似
し
て
い
る。
下
部
溶
岩
に
比
較
す
る
と
角
閃
石、
橄
欖
石

の
量
が
非
常
に
少
な
い。

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
山
溶
岩

本
溶
岩
は
八
〇
〇
メー
ト
ル
山
附
近
か
ら
東
方

一
帯
に
分
布
し
て
お
り
灰
黒
色、
粗
粒
の
安
山
岩
で
あ
る
。
斑
晶
と
し
て
は
斜

長
石、
橄
欖
石、
紫
蘇
輝
石、
普
通
輝
石、
稀
に
角
閃
石
が
認
め
ら
れ
る
。
橄

欖
石
の
斑
晶
の
著
し
く
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り、
磁
鉄
鉱
の
微
粒
も
多
量
に

散
在
し
て
い
る
。

音
江
山
溶
岩

誌

流
で
、
東
部
で
は
八〇
五
メ
ー
ト
ル
山
溶
岩
を
、
南
東
部
で
は
イ
ル
ム
ケ
ッ
プ

集
塊
岩
を
、
西
部
で
は
音
江
山
集
塊
岩
を
被
覆
し
て
い
る
。
滝
川
市
域
の
最
高

標
高
地
帯
は
こ
の
溶
岩
で
あ
る
。
溶
岩
の
露
出
状
況
は
き
わ
め
て
悪
く、
三
角

点
東
側
で
観
察
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

岩
石
は
肉
眼
的
に
黒
灰
色
緻
密
の
溶
岩
で、
多
量
の
橄
欖
石
が
斑
晶
と
し
て

観
察
さ
れ
る
。
石
基
に
は
磁
鉄
鉱
が
非
常
に
多
く
散
在
し
、
普
通
輝
石
の
小
粒

は
斑
晶
の
間
隙
を
填
め
て
い
る
。

イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
砕
屑
物

火
山
帯
の
全
周
辺
に
わ
た
って
厚
く
堆
積

し
、
ほ
と
ん
ど
頂
上
附
近
ま
で
覆
わ
れ
て
い
る。
そ
の
た
め
下
位
に
分
布
す
る

本
火
山
の
各
溶
岩
は
侵
蝕
に
よ
り
放
射
状
に
発
達
し
た
沢
の
中
流
以
上
と、
火

山
中
心
部
の
深
く
侵
蝕
を
受
け
た
部
分
に
の
み
そ
の
露
出
が
認
め
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
い。
山
麓
部
に
お
け
る
岩
屑
は
東
部
の
内
大
部
・
新
城
及
び
西
部
の
中
幌

倉、
江
部乙
一
帯
に
厚
く
堆
積
し、
場
所
に
よ
っ
て
は
厚
さ
が
数
一〇
メ
ー
ト

ル
に
達
す
る
こと
が
あ
る
。
本
岩
屑
は
粘
土
と
火
山
噴
出
物
と
の
混
合
物
で
あ

る
が、
岩
礫
の
み
の
厚
い
堆
積
層
の
場
合
も
あ
る
。
岩
礫
は
二
次
的
堆
積
の
た

め
場
所
に
より
輝
石
安
山
岩
礫
の
場
所
や
輝石
安
山
岩、
角
閃
石
安
山
岩
の
混

合
礫
の
場
合
と
が
あ
る
。
岩
礫
は
半
角
礫
状
の
も
の
が
多
く
大
き
さ
も
一
定
で

な
く
、
大
き
な
も
の
で
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
も
の
も
あ
る
。

イ
ル
ム
ケ
ッ
プ
火
山
活
動
の
岩
石
成
分
変
化

第
三
紀
末
の
滝
川
層
堆
積
末
期
か
ら
活
動
を
開
始
し、
第
四
紀
段
丘
堆
積
層

の
堆
積
前
に
そ
の
活
動
を
閉
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る
イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
は
活

動
の
初
期
と
末
期
で
溶
岩
構
成
鉱
物
に著
し
い
差
異
が
あ
る
。

音
江
山
三
角
点
附
近
か
ら
西
斜
面
を
扇
状
に
流
れ
た
溶
岩

初
期
に
は
石
英
安
山
岩
・
閃
雲
安
山
岩
で
あ
り、
中
期
は
角
閃
安
山
岩
が
主

第
一
章
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然

と
な
り、
音
江
山
集
塊
岩
に入
る
と
輝
石
安
山
岩、
次
い
で
溶
岩
が
噴
出
し
て

い
る
が
し
だ
い
に
塩
基
性
(アル
カリ
性)と

な
り
、
最
後
に
は
有
色
鉱
物
溶
岩

と
し
て
橄
欖
石
を
最
も
含
有
す
る
輝
石
橄
欖
石
安
山
岩
と
な
っ
て
い
る
。
要
す

る
に
本
火
山
は
酸
性
の
安
山
岩
に
始
ま
り
、
塩
基
性
の
安
山
岩
に
終
わ
っ
て
い

る
。第
四
系
洪
積
層

堆
積
層
か
ら
な
る
。

高
位
段
丘
海
抜
八
〇
～
一
二
〇
メ
ー
ト
ル

中
位
段
丘
海
抜
五〇
～
七〇
メ
ー
ト
ル

低
位
段
丘
海
抜
四
〇
～
六
〇
メ
ー
ト
ル

構
成
物
質
は
い
ず
れ
も
下
部
は
礫
層
を
主
と
し
、
上
部
へ次
第
に
砂
層
、
粘

土
層
と
細
粒
の
も
の
に
移
化
す
る
の
が
一般
的
で
あ
る
。
こ
の三
段
の
段
丘
は

石
狩
川
及
び
空
知川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
たも
の
と
考
え
ら
れ
る
。

高
位
段
丘
堆
積
層

本
市
に
お
い
て
は
滝
川
層
に
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
識
別
が
困
難
で
あ
り、
滝
川
層
と
し
た
。

中
位
段
丘
堆
積
層

高
位
段
丘
が
河
川
に
よ
っ
て、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
基

底
ま
で
刻
ま
れ
て
い
る
の
に
比
べ、
中
位
段
丘
を
流
れ
る
川
は、
段
丘
基
底
ま

で
削
り
つ
く
し
て
い
な
い
こ
と
が
多く
、
高
位
段
丘
と
の
境
界
は
明
瞭
な
段
を

な
し
て
い
る
。
東
六
丁
目
附
近
の
本
層
中
に
は
厚
さ二
〇
セン
チ
メー
ト
ル
の

泥
炭
層
が
広
く
分
布
し
、
ま
た
本
層
中
に
は
流
木
が
見
ら
れ
る
が
泥
炭
層
よ
り

下
に
あ
り、
東
十
丁
目
付
近
で
は
長
さ
数
メー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
。

石
狩
川
及
び
空
知川
を
は
さ
ん
で
地
域
の
中
央
部
か

ら
南
部
に
か
け
て
発
達
す
る
。
空
知
川
北
方
で
は
中
位
段
丘
と
の
区
別
は
明
瞭

で
あ
る
。
氾
濫
原
及
び
沖
積
段
丘
に
は
峻
し
い
崖
を
も
って
望
ん
で
い
る
。

第
四
系
沖
積
層

沖
積
層
は
新
し
い
地
層
で
本
市
域
で
は
沖
積
段
丘
堆
積

層
、
氾
濫
原
堆
積
層
及
び
現
河
床
堆
積
物
か
ら
な
っ
て
いる
。

沖
積
段
丘
堆
積
層

空
知川
北
岸
に
発
達
す
る
の
が
主
要
な
も
の
で、
そ

の
他
に
空
知
川
と
石
狩
川
の
合
流
点
の
南
方
に
小
分
布
す
る
。
空
知
川
北
岸
の

も
の
は
氾
濫
原
と
の
境
界
が
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。

氾
濫
原
堆
積
層

石
狩
川、
空
知
川
及
び
そ
の
他
の
河
川
流
域
に
発
達
す

る
。
石
狩
川
の
氾
濫
原
は
三
日
月
湖
や
湿
地を
伴
い、
ま
た
し
ば
し
ば
泥
炭
地

も
見
う
け
ら
れ、
主
と
し
て
泥
炭
質
の
粘
土
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
海
抜三

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
さ
を
有
し
て
い
る
。

現
河
床
堆
積
物

石
狩
川
及
び
空
知
川
の
河
床
は
氾
濫
原
を
さ
ら
に
五
メ

ー
ト
ル
前
後
刻
ん
で
い
る
。
堆
積
物
は
余
り
多
く
な
い
が
砂
と
礫
か
ら
な
る
。

な
お
現
河
床
に
つ
い
て
河
川
の
変
化
が
著
し
く
、
特
に
石
狩
川
流
域
は
砂
礫

採
掘
に
適
し
た
こ
と
に
よ
り
相
当
量
の
採
掘
が
な
さ
れ
た
。

<「開
発
庁
地
質
図
幅
説
明
書
"滝
川
"
"歌
志
内
"
"深
川
く
」>

第
四
節
応
用
地
質
(地
下
資
源
)

滝
川
市
域
内
で
は
見
るべ
き
地下
資
源
の
活
用
は
な
い。
し
かし、

活
用
で

き
る
地下
資
源
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
改
め
て
考
え
る
と
き、
前
項
で
述
べ

た
と
お
り
滝
川
市
の
地
質
基
盤
は
白
亜
系
で
あ
り
古
第
三
紀
石
狩
層
群
で
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら、
将
来
思
わ
ぬ
活
用
時
代
の
到
来
も
あ
り
得
る
。
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低
位
段
丘
堆
積
層

第
二
編
自

し
た
が
っ
て
滝
川
市
域
の
山
岳
地
帯
は
塩
基
性
火
山
溶
岩、
礫
地
帯
で
あ
る
。

洪
積
層
は
大
別
し
て
三
つ
の
地
形
面
を
形
成
す
る
段
丘

そ
の
高
さ
と
お
よ
そ
の
対
比
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(3)(2)(1)



1

鉱

泉
(江
部乙
温
泉)

イ
ル
ム
ケ
ップ
火
山
に
よ
り
深
川
市
沖
里
河
で
は
明
治
三
十
年
札
幌
の
医
師

俣
野
大
治
郎
が
鳩
の
水
浴
か
ら
鉱
泉
を
発
見
し
、
三十
八
年
か
ら
温
泉
旅
館
が

で
き
て
い
る
。
こ
の
沖
里
河
は
炭
酸
鉱
泉
で
あ
る
が
江
部
乙
地
区
で
は
大
正
十

五
年
十
月、
島
津
勇
治
郎
ほ
か二
、
三
名
が
作
況
調
査
中
に
魚
つ
り
を
し
て
い

た
人
か
ら
鉱
泉
の
話
を
聞
き、
西
十
三
丁
目
十
二
丁
目
間
の
西
方
沼
付
近
で
湧

出
場
所
を
発
見
し
た
。
昭
和二
年
一
月、
道
か
ら
鉱
泉
の
判
定
を
受
け
た
が
島

津
勇
治
郎
が
こ
の
湧
水
を
利
用
し
て
現
地
に
江
部
乙
鉱
泉
場
を
開
設、
昭
和三

年
九
月
水
源
から
一
イ
ン
チ
半
の
鉄
管
樋
で
引
き
江
部
乙
駅
前
に
移
設
吉
田
某

ほ
か
一、
二
名
が
加
わ
っ
た
共
同
経
営
と
し
て
昭
和
十
五
年
ま
で
続
け
た
。
昭

和
十
六
年
四
月
大
林
文
平
こ
れ
を
譲
り
受
け、
現
在
地
で
「大
林
旅
館
」
兼

「江
部
乙
鉱
泉
」
を
開
設、
昭
和
十
八
年、
水
質
試
験
を
受
け
多
く
の
医
治
効

能
判
定
が
あ
っ
て
湯
治
客
で
賑
わ
った。

終
戦
後、
浴
場
法
改
正
に
よ
り
保
健
所
の
担
当
と
な
り
昭
和二
十
八
年
改
め

て
水
質
分
析
試
験
を
受
け
た。

衛
試
第
一
一九
号

試
験
成
績
書

依
託
者
空
知
郡
江
部
乙
町
一
五
一八
番
地

品
名

鉱
泉
(原
泉
所
在
地
江
部
乙
町
西
十三
丁
目
一
七
三
八
番
地)

試
験
目
的
定
量
分
析
並
び
に
医
治
効
能
及
び
禁
忌
症

成
績

右
鉱
泉
は
摂
氏
氷
點
下
十
三
度
(昭
和二
七
年
十
二
月
十
日)
の
気
温
に
於
け
る
水
温
は

摂
氏
二
十
度
で
味
無
く
淡
黄
褐
色
を
帯
び
硫
化
水
素
臭
を
有
し
検
水
一
瓩
中
の
蒸
発
残
留
物

は〇
・
一六
四
瓦で
あ
っ
て
摂氏
十
五
度に
於
ける
比
重
は一、〇

〇
〇、
水
素
イ
オ
ン
濃

度
は
五
・
八
を示
し
ベ
ン
チ
ジ
ン
反
応
フ
ェ
ノー
ル
フ
タ
リン
反
応
は
共
に
陰
性
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
温
泉
中
分
析
法
に
従
っ
て
定
量
分
析
を
行
っ
た
結
果
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
含

有
す
る
成
分
並
び
に
そ
の
分
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
カ
チ
オ
ン

ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

ア
ン
モ
ニ
ュ
ム
イ
オ
ン

カ
ルシ
ュ
ム
イ
オ
ン

マ
グ
ネ
シ
ュ
ム
イ
オ
ン

第
二
鉄
イ
オ
ン

二
一・
一六

三
四
・
八
四

ミ
リ
グ
ラ
ム

〇・
一九
六

六
五
・
二
七
七

1
ア
ン
オン

ヒ
ド
ロ
炭
酸
イ
オ
ン

硫
水
素
イ
オ
ン

計

1
非
電
解
質

メ
タ
硅
酸

合
計

ガ
ス
物
質

無
水
炭
酸

硫
化
水
素

其
他
ク
ロ
ー
ル
イ
オ
ン
、
硫
酸
イ
オ
ン
痕
跡

右
の
成
績
に
依
り
本
鉱
泉
は
単
純
硫
化
水
素
泉
に
属
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

右
試
験
成
績
に
依
り
本
成
績
書
を
交
付
す

昭
和二
十
八
年三
月
十
八
日

判
定
書

住
所
空
知
郡
江
部
乙
町
一
五
一
八
番
地

鉱
泉
(原
泉
所
在
地
空
知
郡
江
部
乙
町
西
十
三
丁
目
一
七三
八
番
地)

禁
忌
症
総
て
の
急
性
疾
患、
肺
結
核、
悪
性
腫
瘍
、
高
度
の
心
臓
病

(浴
用)
胃
酸
減
少
症、
脂
漏、
尋
麻
疹
、
硬
結
性
紅
斑、
湿
疹
ロ
イ
マ
チ
ス、

痔
疾、
動
脈
疾
患、
心
筋
衰
弱、
炎
症
性
婦
人
科
疾
患

第
一
章
地

誌

北
海
道

・
〇三
五

・
)六
一

〇
・
二
二
六

ミ
リ
モ
ル

四
・
二
九
一

〇・〇
三

四
・
二
六
一

・〇
一
一

○ ミ
リ
バ
ー
ル

一
・〇
五
六

二
・
八二
四

〇
・
〇
二
四

〇
・
五
五
七

二
四
・
六
一

六五
・
八二

〇・
二
四
五

九
九
・
三
〇

〇
・
六
九
九

C

1

総
計

三
四
七・
七二
一

二
・
六六
六

一
・二〇

六

三
三
三
・
八
五

二
六〇
・
八
九
二

ミ
リ
グ
ラ
ム

一
七
・
六
八

二
五九
・
九

〇
・
九
九
二

〇
・
四
三
一

八
・
六
五〇

〇・
三
七
六

ミ
リ
バ
ー
ル%

八
・
七
七

一〇
〇
・
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然

る

昭
和二
十
八
年三
月
十
八日

昭
和
四
十
年
八
月
、
子
息
大
林
政
義
が
引
き
継
ぎ
「大
林
旅
館
」
兼
「江
部

乙
温
泉
」
と
し
て
開
業
し
て
い
る
。

2
地
下
温
水

地
下
温
水
は
地
形
と
地
質
に
左
右
さ
れ
る
が
滝
川
地
域
は
大
き
な
有
望
地と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
滝
川
層
に
一面
覆
わ
れ
た
滝
川
市
の
地
形
は
東
方
を
見
れ

ば
芦
別
市
新
城
ま
で
続
き
そ
の
東
側
は
神
居
古
潭
変
成
岩
類
の
壁
が
あ
る
。
南

側
は
新
第三
紀
石
狩
層
群
の
山
が々
空
知
川
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
西
側
を
見
れ

ば
暑
寒
別
連
峰、
隈
根
尻
層
群
が
西
南
に
張
出
し
て
い
る
。
北
側
は
石
狩
川
が

注
ぎ
込
ん
で
い
る
が、
深
川
を
越
え
て
北
側
は
川
端
層
群
が
東
側
か
ら
北
側
に

張
り
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
質
構
造
から
地下
水
の
貯
溜
が
考
え
ら
れ
る
。
地下
温
度
に

つ
い
て
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
三
度
の
上
昇
が
あ
り、
滝
川
層
と
沖
積
層

が
ど
の
程
度
の
層
厚
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

3
石

炭

最
も
有
望
な
地下
資
源
は
石
炭
で
あ
る
。
日
本
で
も
有
数
の
炭
鉱
地
帯
で
あ

る
石
狩
炭
田
は
古
第三
紀
石
狩
層
群
の
地
層
で
あ
り、
そ
の
北
限
が
赤
平、
芦

る
。

別
の
産
炭
地
と
な
っ
て
い
る
が、
滝
川
市
の
地
下
基
盤
は
こ
の
地
層
か
ら
な

る
。
市
域
の
南
で
あ
る
空
知
川
を
境
と
し
て
地
下
に
傾
斜
し、
東
側
は
東
滝
川

の
約
四
キ
ロ
メー
ト
ル
に
露
頭
の
あ
る
石
狩
層
群
の
地
層
は
市
域
の
東
南
地
帯

で
意
外
に
浅
い
所
に
石
狩
層
群
夾
岩
層
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
将
来
の
稼
行
地
と
し
て
は
東
滝
川
地区
で
あ
る
。

4
石
油
・
天
然
ガ
ス

本
道
に
は
上
部
古
生
代
か
ら
第
四
紀
に
至
る
各
時
代
の
地
層
が
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
石
油
及
び
構
造
性
天
然
ガ
ス
に
関
係
の
あ
る
も
の
は、
白
亜
紀

層
、
古
第三
紀
層
、
新
第三
紀
層
で、
水
溶
性
天
然
ガ
ス
鉱
床
は
新
第
三
紀
の

上
部
と
第
四
紀
層
に
も
含
ま
れ
る
。
現
在
採
油、
採
ガ
ス
は
新
第三
紀
層
の
一

部
に
す
ぎ
な
い。
白
亜
紀
層
の
含
油
率
は
非
常
に
高
く、
中
近
東
の
油
田
は
ほ

と
ん
ど
が
白
亜
紀
層
の
も
の
で
あ
る
。
白
亜
紀
層
は
道
内
に
広
く
発
達
し
て
お

り
、
中
軸
地
帯
の
み
で
も
南
北
三
七
五
キ
ロ
メー
ト
ル、
東
西
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ルを
占
め、
そ
の
厚
さ
も
一
万
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
か

ら
有
望
視
さ
れ
て
いる
が
積
極
的
な
探
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い。
滝
川
市
の
近

く
で
は
昭
和
三
十
一
年
一
月
から
三
月
に
か
け
て
樺
戸
郡
新
十
津
川
町
大
和
地

区
の
丘
陵
地
で
あ
る
新
十
津
川
背
斜
を
掘
さ
く
し
た
こ
と
が
あ
る
。
新
第
三
紀

中
新
世
新
十
津
川
層
群
の
地
層
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
海
抜
地
点
か
ら
九
二
四
・

二
九
メー
ト
ル
掘
さ
く
さ
れ
た
が、
浅
部
に
ガ
ス
徴
を
み
た
も
のの
深
度
六
一

六
・
七
メ
ー
ト
ル
で
基
盤
で
あ
る
樺戸
古
生
層
に
達
し
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
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第
二
章
気

象

滝
川
の
生
活
ご
よ
み

北
国
の
四
季
は
明
ら
か
に
区
分
さ
れ、
そ
の
中
で
順
応
し
た
生
活
を
し、
ま

た
工
夫
を
し
て
環
境
を
切
り
開
いて
いく
。
滝
川
で
は
四
季
の
う
ち
冬
が
長

い
。
一月

粉
雪
が
舞
い
除
雪
車
が
早
朝
暗
い
う
ち
か
ら
動
き
だ
し
、
各
家
庭
で
は

出
入
口
の
除
排
雪
が
日
課
に
加
わ
る
。
ま
た
一
面
銀
世
界
を
待
っ
た
人
々

は、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
季
節
で
も
あ
る
。

中
旬
から
下
旬
に
か
け
て
寒
気
が
き
び
し
く、
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
た

め
気
を
つ
か
い、
北
国
の
冬
を
知
ら
さ
れ
る
。

二
月
吹
雪
が
続
い
た
り
寒
気
が
き
び
し
い。
時
に
は
暖
気
が
訪
れ
た
り
で
天

候
は
不
順
で
あ
る
。
降
雪
量
は
年
間
最
高
と
な
る
月
で
あ
り、
住
宅
の
周

囲
は
雪
の
山
と
な
る。
下
旬
に
は
寒
気
が
ゆ
る
ん
で
く
る
。

三
月
雪
ど
け
が
始
ま
り、
ま
た
降
り
積
る
こ
と
を
繰
返
し
、
と
き
ど
き
吹
雪

も
あ
る
が
次
第
に
雪
の
山
が
低
く
な
る
。
中
旬
に
な
る
と
日
ざ
し
が
明
る

く
な
り、
住
宅
前
や
商
店
街
の
歩
道
で
は
「雪
割
り
」
風
景
が
み
ら
れ

る
。日
当
た
り
の
よ
い
道
端
の
雪
の
下
に
「
ふ
き
の
と
う
」
が
芽
を
出
し
始

め、
下
旬
に
な
る
と
ま
だ
ら
に
顔
を
出
し
た
土
の
香
り
と
ふ
き
の
と
う
や

福
寿
草
が
春
を
告
げ
る
。

四
月
雪
は
消
え
て
も
中
旬
ご
ろ
ま
で
は
と
き
ど
き
雪
の
訪
問
を
受
け
る
。
野

原
の
草
の
芽
が
出
始
め、
冬
か
ら
開
放
さ
れ
た
人
は々
、
や
わ
ら
か
な
日

ざ
し
を
楽
し
む
。

下
旬
に
は
遠
く
郭
公
の
鳴
き
声
が
聞
え
る
。
そ
のこ
ろ
に
な
る
と
春
耕

を
待
っ
た人

が々
動
き
出
す
。

五
月
梅
も
桜
も
蝦
夷
地
の
草
花
は
い
っ
せ
い
に
咲
き
始
め
る
。
晩
い
霜
も
中

旬
ま
で
で
そ
の
こ
ろ
か
ら
田
植
え
の
光
景
も
見
ら
れ
る
。
毎
日
の
よ
う
に

南
か
ら
の
季
節
風
が
吹
き
日
一
日
と
暖
かく
な
る
。
下
旬
の
日
曜
日
に
は

小
学
校
の
運
動
会
が
催
さ
れ、
球
戯
ス
ポー
ツ
の
季
節
に
入
る。

六
月

野
山
の
草
木
の
緑
も
増
し
、
梨
に
続
い
て
リ
ン
ゴ
の
花
が
満
開
と
な
り

初
夏
の
風
が
香
る
。
郊
外
山
岳
地
で
は
ワ
ラ
ビ
や
根
曲
り
竹
の
タ
ケ
ノ
コ

採
り
で
に
ぎ
わ
う
。
イ
チ
ゴ
が
出
廻
り
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
色
づ
き
は
じ
め

る
。

七
月
気
温
が
急
に
上
が
り
、
ア
イ
ス
クリ
ー
ム
を
手
に
人
は々
海
に
山
に
涼

を
求
め
る
。
地
物
の
野
菜
の
「な
す
」、

「き
ゅう
り
」
「ト
マ
ト
」
な

ど
が
出
回
り
下
旬
に
は
メ
ロ
ン
も
出
荷
さ
れ
る
。
ま
た下
旬
は
北
国
の
人

々
に
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
猛
暑
と
な
る
。

八
月
猛
暑
が
続
く
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
気
温
は
下
り
坂
と
な
る
。
中
旬
に

入
る
と
急
に
秋
め
き
朝
夕
は
肌
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
る。
北
国
の
味
覚
ト
ウ

キ
ビ
が
出
初
め
る
。
下
旬
は
大
雨
と
な
る
年
が
多
く
最
多
降
水
月
で
あ

る
。

第
二
章
気

象
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第
二
編
自

然

第
一
節
気
象
観
側

滝
川
で
の
気
象
観
測
は
明
治
時
代
か
ら
戸
長
役
場
・
村
・
町
役
場
に
軽
便
な

装
置
を
置
い
て
測
候
さ
れ
て
い
た
も
の
で、
こ
の
観
測
値
を
も
っ
て
観
測
所
又

は
道
庁
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。

北
海
道
第三
部
発
行
「
北
海
道
気
候
一
班
」
の
明
治三
十
九
年
凡
例
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

観
測
所
ノ
数
ハ
測
候
所
ノ
外
支
庁
四
ヶ
所
町
村
役
場
四
十
ヶ
所
戸
長
役
場二
十
一
ヶ
所
及

航
路
標
識
管
理
所
ノ
承
諾
を
得
テ
本
庁
ニ
報
告
ス
ル
燈
台
九
ヶ
所
合
計
七
十
四
ヶ
所
ナ
リ、

而
シ
テ
本
表
ニ
ハ報
告
ノ
内
正
確
ト
認
メ
タ
ル
分
ノ
ミ
掲
載
セ
リ
。

こ
の
よ
う
に
本
市
に
お
い
て
は
役
場
に
お
い
て
観
測
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が、
昭
和
三
十
四
年
六
月
十
二
日
に
札
幌
管
区
気
象
台
滝
川
気
象
通
報
所
が
開

所
さ
れ
た
の
で
正
式
に
観
測
値
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お、
昭
和

二
十
五
年
十
一
月
に
道
立
農
業
試
験
場
原
種々
農
場
が
設
置
さ
れ、
気
象
観
測

を
行
っ
て
い
る
。

1
気

二
三
・三

二三
・
六

二
六
・
一

八
月

二
一・
一

一九
・
六

一
二
・
七

一
四・
五|

一〇
月

一
一月

六
・
四
I

一・二

三

一・四
I
一・四
五
・
七

一
二
月

一
〇
・
一

七
・
九

八
・一

年
間

一
年
・
月
別
平
均
気
温
表

I
六
・
一个

八
・
一

五
・一
千
二・一

「
九
・七
〇
六
・九
八
〇
・三

(
六
・
九
(
一〇
・
六
十
二
・
七

二
一
月

二
月

三
月

四
月

七・
一

五
・
七

五
・
六

七
・
〇

一
二・
一

一六
・
八

一
二
・
五

五
月

一
九
・
八

二
〇
・
八

一
七
・
〇

六
月

七
月

二
二
・
四

二
四
・
三

一
八
・
〇

九
月

.
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(右
の
表
は
「
北
海
道
気
候
一
班」
に
よ
る
も
ので
、
午
前
十
時
の
平
均
値
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。)

大
正

明 年

治

四 三 三

四 四 九 三

(一)(一)(

月

九
・
〇

一七
・
二

温

一
七
・
一
一
一・
九
一
一・
三

九
月
季
節
風
は
北
風
に
変
わ
り、
野
山
は
色
づ
き
は
じ
め
る。
秋
の
味
覚
が

食
卓
を
に
ぎ
わ
し
、
し
のぎ
や
す
い
月
で
あ
る
が、
時
と
し
て
台
風
・
大

雨
が
あ
る
。

十
月
小
春
日
和
が
続
く
が、
上
旬
に
初
霜
が
く
る
。
落
葉
キ
ノ
コ採
り
が
終

わ
る
こ
ろ
稲
の
刈
取
り
と
な
る
。
菊が
香
り
雪
虫
が
飛
び
か
う
と
木
枯
ら

し
が
吹
き
は
じ
め
冬
の
準
備
に
追
わ
れ
る
。
下
旬
で
は
ス
ト
ー
ブ
の
ほ
こ

り
を
払
い、
ス
トー
ブ
が
生
活
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

十
一
月
暑
寒
別
連
峰
は
既
に
雪
に
覆
わ
れ
、
近
く
の
山
の
頂
が
白
く
な
る
と

寒
さ
が
急
に
迫
ま
る
。
上
旬
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
き
消
え
て
は
ま
た
降
る
の

を
繰
り
返
す
う
ち
に
下
旬
に
は
根
雪
と
な
る
。
長
い
冬
ご
も
り
に
備
え
て

漬
物
や
野
菜
の
貯
蔵
な
ど
に
忙
し
い。

十
二
月
雪
の
日
が
多
く
な
り
積
雪
が
増
し
て
寒
さ
が
加
わ
る
。
下
旬
か
ら
野

山
は
ス
キ
ー
を
待
ち
わ
び
た
人
々
で
に
ぎ
わ
う
。
ま
た
新
年
を
迎
え
る
た

め
生
活
の
リ
ズ
ム
も
忙
し
く
な
り、
買
物
客
が
ま
ち
に
あ
ふ
れ
、
メ
飾
の

市
も
た
っ
て
年
が
暮
れ
る
。

〇
・
C



第
二
章
気 三
三
・五
〇
三
二
・
五

三
八
・五
I

三
八
・〇
H

C
三
五
・
O
N

最
高
極
|
最
低
極

二
年
別
最
高
・
最
低
気
温
(摂
氏
)

五
三
十
八・
六
〇
二
・八
口
四
・二

三
・
七

五
二
(
一
一
・九
〇
一〇
・〇
I
二
・
六

五
一
(
七
・三
十
六
・三
I

五
〇
七

七
・二
十

九
・○
〇

八
・
O
H
七・二

I
三
・七

四
・
四

五
・
七

七
・
一

五
・
二

三
・
七

五
四
・
一

六
・
二

五
・
五

三
・
八

三
・
一

五
・
五

五・
三

七
・
一

六
・
五

四
・
七

四
・
三

四
・
五

一〇
・
七

一
一・
〇

一
二
・
一

一
一・
八

一
一
・五

一
二
・
一

一
一
・七

一
一
・〇

一
三
・
五

一
〇
・
四
一六
・
五

一
五
・
五

一
七
・
〇

一六
・
C

一五
・
七

一
六
・
四

一
六
・
三

一
六
・
二

一
五
・
七

一七
・
三

一
四
・
三
二
一
・
一

二
〇
・
四
二
〇
・
九

一
九
・
九

二
七
・
六

八
月

一五
・
一

一六・
六

一
五
・
五

一七
・
九

一
六
・
六

一
六
・
七

一
六
・
六

一
五
・
二

一
六
・
四

一
五
・
一

一
六
・
二

一
五
・
三

一
四
・
九

一
六
・
四

一
四
・
三

一
五
・
二

一
六
・
五

一
八
・
三

一
五
・
三

一
五
・
九

二
二
・
○|

九
月

一
〇
月
|

七
・
九

九・
七

九
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通
報
所
に
よ

同
に
よ
る

原
々
種
農
場

よ
る
町
勢
要
覧
に

備
考

な
お、
明
治
・
大
正
時
代
及
び
昭
和
の
初
期
ま
で
一
般
で
は
気
温
を
華
氏
に
て
称
え
て
お
り
、
零
下
の
場
合
に
のみ
摂
氏
を
称
え
る
こ
と
を
例
と
し
て
い
た
。
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五
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八
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・
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・
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四
月
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六
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七
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八
月

度
で
〇
・
六
六
度
高
く
な
っ
て
い
る
。

一三
年
間
の
七
月
最
高
気
温
平
均
は
三
〇
・
〇
三
度
に
対
し
後
半
一三
年
平
均

は
三
一
・三
五
度
と
一
・三
度
も
高
い
。
ま
た
最
低
気
温
に
つ
い
て
は
昭
和二

十
九
年
一
月
の
零
下
三
〇
・
〇
度
で
あ
る
が
平
均
最
低
気
温
は
二
四
・三
五

度
、
前
半
一
三
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間
平
均
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低
気
温
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二
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・
六
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低
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最
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昭
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十
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七
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三
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あ
る
が、
こ
の
二
六
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摂
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温
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す
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前
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・三
()一
九
・七

(1二
一
・二

1二
四
・
六

(二
六
・四

〇
・九
(
七
・
五
(
一
三
・五
()二
八
・
一

三
・九
〇
六
・七
(二
一
・二
()二
四
・
五

〇
・八
〇
一
一・
五|(一三

・四

二
・八
十
八
・三

(
一
八
・三

一
・八
〇
一六
・八
工
二
二
・
四
十二
四
・三

(
二
二
・
二

三
・九
付
一
一・三

十二
一
・九
|()二

四
・C

()二
五
・六

()二
二
・九

(
二

・五
(
二
六
・
〇

一
・二
〇
一
三
・
七
()二
三
・
四
1)二
四
・四

(
二
二
・〇

I
I
0
・C

1
一
五
・

(1)二
七
・
五

三
・〇

二

九
月

二
・九
四
・八

〇
・五
〇
一〇
・
二
(
一二
・五
十
二
一
・六

五
・七八

〇・三
〇
九
・九|(一

六
・〇

一
・二
十
一〇
・
七
(
一
八
・二
十
二
三
・七

(
二
四
・〇

九
・〇
四
・
九
一
二
・
二

一〇
・
二

一
二
・
九

一
一
・二

一〇
・
八
I

一
二
・
六

七
・
〇

四
・八
I

七
・
九I

四
・三
I

五
・
四
I

七
・
六

三
・五
I

三
・五
I

二
・〇
I
三
・〇
七
一
三
・五
十
二
二
・
O

〇
八
・〇

三
・六
付
三
・〇
(
一
六
・〇

一〇
月

一
一月

昭
和
二
八
年

年

三
〇
二
九

月
一
月 一
・七
口
一・九
〇
・
九

三
・
五

二
・三
二
・
七

五
・
〇

六
・
三

二
・
四

四
・
〇

六
・
六
一

四
月

五
月

二
三
・
一
二
九
・
一

二
六
・
七

二
四
・
三

二
六・
四

二
六
・
六

二
七
・
五

二
八
・
九

二
一
・
四
|
二
六
・
二

二
四
・
二

一
〇
・
九
一

一三
・
〇

一
一
・
一

二

八
・
六

九
・
四

九
・
一

一〇
・
八

九
・
九

一二
・
四

九
・
二

一三
・
二

一
〇
・
五

一
〇
・
七

八
・
〇

七
・
六

一
一
・
二
一
三
・
二

一
〇
・
八

一
三
・
〇

一〇
・
六

八
・
〇

八
月

象

(二
・
六
(二
四
・〇

一
七
・八
I

四
六

(
二
四
・七
十二
〇
・三
十二
〇
・五
十
八
・八

(二
・二
(
一
九
・九
八
二
〇
・
二口
一〇
・
八

(二
三
・二
十二
四
・六
〇
一
四
・六
〇
四
・二
1

(二
四
・二
十二
六
・四
〇二
〇
・
七
I

(二
六
・〇
八
二
三
・〇
十二
八
・
二
丁
八
・
四
I

(二
〇
・四
十
一
七
・〇

一
〇
・二
〇
九
・八
I

四
四
四
三
四二 四一
四
〇
三
九
三
八
三
七
三
六

三
五

(
二
五
・六
()二
一
・三
十
一
三
・
四
〇
四
・
五
I

(二
四
・〇

二
〇
・二
〇
一
六
・
六
I
一
一
・
二I

三
四

(二
二
・九
()二
二
・二
十
一
二
・五
〇
五
・九

〇
・
五

三
三

(二
〇
・五
十
二
一
・
二
口
二
一
・五
I

(二
六
・〇
(
二
一
・三
十
二
二
・九
〇
七
・二
▽

六
・
四
〇

三
・
八

五
・
〇

四
・
〇

(二
〇
・〇
1
二
四
・四
〇
二
二
・〇
I
九
・
六

1
.(C

(二
二
・〇
円
一
九
・
六
〇
一
八
・〇

(三
〇
・〇

一
八
・〇
十
二

・四
十
八
・
六
I

一
・二

(
二
七
・五
十
二
三
・九
(1)一
七
・〇

九
・〇
八
四
・
八

三
二

三
一

七
・〇

二
・九
十
七
・〇

三
・七
(
一
六
・
九
(
二
〇
・〇

二
・八
(
六
・四
()二
一
・四

(
一
七
・

年
間

四
・
九I

二
・一
十
九
・五
(
一
六
・二

三
・七
I
一
・
六
〇
一
三
・六
(1)一
九
・四

四
・〇
付

一
・五
〇
四
・五
|(
二
一
・三
()二
一
・三

一
・三
I

六
・三 四
・
五I

【二
二
・二
十一九

・二
〇
一
四
・六
I

(二
三
・四
十
二
四
・
五
十)一
九
・四
十
七
・四

(二
三
・〇
()二

四
・三
〇
一
四
・三
〇
五
・
五

五
・
六
工

六・
一

二
一
・〇

一
九
・
三

一
九
・
四

二
三
・
五

三三
一
・
四

三
一・
六

三
一
・二

三
一
・
六

三
〇
・
六

五
・
四

I

〇
・
二

〇・
七

四
五
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の
一
二
六
・
五
ミ
リ
メー
ト
ル
で
あ
る
。

平 最 最 区
別

均 少 多 月

一月 月

六
六
・
七

四
四
・
一

二
月

一、
三〇
〇
・
八

一、
三八
〇
・
七

一、
二
一
六
・
五

一、
〇
六
九
・
一

一、
〇
二
一・三

九
二
七
・
五

九
六
四
・三

水
量

五
七
・
三

・
三
四・〇

三
月

四
月

五
月

年

六
八
・二

三
五・
二

八二
・
六
一
一四
・
二
一
三
七
・
六
一
六
二
・
二
一
六
七
・
八
三
〇
八
・
五
二
四
七
・
〇
二
二
八
・
六
一
九
三
・
八

六
月

一、
二
九
七
・
八

一、
四
九
八
・
一

一、
五〇
五
・
九

一、
二
三
二
・
九

一、
〇
一二
・
八

一、
一四
四
・
九

一、
六
四
四
・
一

水
量

三
・
九

七・
〇

四・
一

九
・
三

七
・
五|

一三
・
七

一
一・
八

六
・
七

一
一
・三

一
〇
・
〇

一
〇
・
二

九
・三
八
・
〇

一
〇
・
二

一
一・
五|

一、
三
二
五
・

一、
五
八
八
・

一、
〇
六
三
・

一、
二〇
六
・
七

一、
四
三
八
・
七

一、
五
〇
一
・五

一、
三
七
一
・五

降
水

量
年

五
二
五
一

五
〇
四
九
四
八 四七 別一
二
月

一
一
・九

四
八
年
六
月

三〇
八
・
五

に
四
八
年
八
月

多
最
少
の
年
月

八
年
間
中
の
最

一、
一四
五
・
五

一、
三
九
九
・
五

一、
四
〇
九
・
一

一、
五
二
一
・六

一、
三〇
九
・
三

一、
一二
三
・
三

降
水

量

三
一
三
〇
二
九

二
最
近
八
年
間
の
月
別
最
多
・
最
少
・
平
均
降
水
量
(昭
和
四
四
年
～
五
一
年
)

三
八
三
七

三
六

昭
和二
八
四
四
四
一

明
治三
九 別

一
年
降
水
量 量 (二
二
・
六
(
二
七
・〇
(
一
九
・五
十
一〇
・六
Ⅱ

(二
八
・八
十二
四
・
五
十二〇

・七
七
七・〇

I
一
・四

一
・六

(二
二
・六
十二
二
・八
十
一六
・五
十
一一
・四I

五
一
五〇

(二
四
・八
十二
五
・二
十二
〇
・七
八
九
・七I

四
九 第
二
編
自

然

(二
二
・四
十二
二
・二
十
一
三
・八
門
五
・七八
九
・
二

四
七
・〇

八
九・
一

一
一・
九

七
月 年

四五
四
四
四
三
四
二
四
一

四
〇

昭
和
三
九 別

と
し
て
残
り
深
雪
と
し
て
は
最
大
と
な
る
。

内
外
か
ら
一
、
五
〇
〇
～
一、

六
〇
〇
ミ
リ
メー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。
雨
の
多

い
月
は
台
風
の
影
響
を
受
け
る
八、
九
月
ご
ろ
で、
少
な
い
月
は
二、
三
月
ご

ろ
で
あ
る
(冬
期
間の
雪
も
雨
量
に取
り
扱
わ
れ
る)。

た
だ
し
二
、
三月
ご
ろ
は
積
雪

五
・二
十
二・四

十
七
・四
十二
一
・二

(
二
七
・〇

〇
・七
十
四
・六
(
九
・二
(
一
八
・
四

二
・二
十
一・三
十
六・八

()一
九・二

十二
二
・八

(二二
八
・
八

四
・七
I

〇
・九
八
三
・二
十
八・二

十
二
〇
・〇
(
二
五
・二

一
・五
十一〇

・
四|(一八

・六
十二
二
・四

2
雨

五三
五
二

な
お
昭
和
四
十
四
年
以
降
の
日
降
水
量
最
多
は
昭
和
五
十
年
八
月
二
十
三
日

年

九
八
・
四

六
四
・
四

一六
七
・
五
一〇
二
・
一

降

年
降
水
量
は
次
表
に示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
一、
〇
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

八
三
・
一一
七〇
・
七
一
七
四
・
二
一
七
三
・
七
一
四
七
・
二
一
四
一
・五

二
六・三

五
九
・
〇

八
月
一

九三
・〇
一
四
四・
〇
一
〇
一・
三

九
月

一〇
月

一
一月 昭
和
四
六八
四
・
五

一九
九
・
一

一、
〇
八
二
・
五

66

〇
・

一
・
七

〇
・
二 O

○
○
○別

昭
和三
二

三
五
三
四
三
三

降



3
霜
・
雪

雪
は
雨
量
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
が、
北
国
の
日
常
生
活
と
関
係
が
深
く
、

半
年
間
も
雪
に
接
す
る
の
で、
初
雪、
終
雪
を
表
に
示
し
た
が、
霜
に
つ
い
て

も
農
業
な
ど
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
日
常
生
活
に
大
切
な
事
項
で

あ
る
。

初
霜
は
九
月
下
旬
から
十
月
中
旬
に
降
り
、
晩
霜
は
五
月
中
旬
ま
で
に
終
わ

る
。

1
初
霜
・
雪、
終
雪
・
霜
表

年
月
別
最
深
積
雪
に
つ
い
て
昭
和
二
十
八
年
以
降
は
次
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

四
七
四
六

四
五

四
四

四
三 四二
四
一

四
〇
三
九
三
八
三
七

三
六

三
五

三
四

三
三
三
二
三
一

三
〇
二
九 月

八
〇
八
六

一
一六
九
六

一
〇
四

一
一〇

一〇
五

五、

九
八

六
四 四 八九

九
八
七
八

五
七
九
五

八三 八九
一
月

九
八

一〇
六

一
二
四

一
二
三

一〇
〇

一
一三

一二
六

一
一二
七
八
五
八

九
五

一
二六
一
一四
七
〇
八
二

一二
六
七
五

一二
〇

一〇
五

一〇
九

二
月

六
四

一
二〇
一
六
一

一二
六
八
九

八三
一〇
九

一〇
八
六
二
四
〇

一
一八
一
一九

一二二一
七
七
七
九

一
一五
九〇
一
一三

五
〇
三
八 五

四
月

二
八

二
二
二
九
三
〇
一
一

一
八

二
六
二
〇
一
一

一
四
三
七
三
四

二
二

二
四
一
〇 五
六
四
一
七
一
五
七〇
一
一月

五
八
五八 七六

五
九

四
三

一〇
二
六
八

八
三
四
九
四八 五二 六五
五
一

三
〇
四
二
九三 三〇 六八
五
五

一二
月

九
八

一二
〇

一二
四

一
二
六

一〇
四

一
一三

一
二
六

一
一二
八
三 五八

一
一八

一
二
六

一
二一
七
八

八
二

一二
六

九
三

一
二〇
一〇五
一〇
九

年

象

三
・
二
六
四
・
二二
四
・
三
〇

三
九
三
六
四・
一二
四・
一四
五・
一四|

三
三
四
・
一五
四
・
二
八
五
・
七

三
〇
四
・
七
四
・
一九
五
・
一

‒‒五
・

一五
・
一
八

‒
‒
五
・
三

四
・二
五
六・

五
‒
四
・
二
〇
四
・
二
八

四
・
二
四
六
・
一

‒四
・
二
八

五
・
八

一四
・
一九
五
・
一九

五
・
三
五
・
二

一四
・
二
七
五
・
一
一

‒‒四
・
八
六
・
二
八

‒四
・
二
九
六
・

一
‒四
・
一九
六
・
一
一

終
雪
晚
霜
無
霜
期
間|

月
1日

1 初
相五 七
一〇
・
二
〇

一
一〇
・
二
九

九
・
二
五
一
一・

八
九
・
一九
一
〇
・
三
〇

九
・
二三 一 四

1 1 初
雪 雪

一二
・
一
四

一
二
・
五

一
二
・
一
七

一
一・

八
一
一
・
一
七

月月
根
雪
初
日1日

一
四
九
九
・
二
七
一〇
・
二
三
一
一
・
一九

一
四
〇
一
〇
・

二
一〇
・
二
〇

一
六
一
〇
・
一
六
一
一
・
一一

一
七
七
一
〇
・
二
五
一
〇
・
三
〇

一
五
二
一〇
・
一
八
一〇
・
二
五

一
〇
・

一
〇
・

一
〇
・

〇一〇
・ O
.
九
・
二
四
一
一
・
二

日

-
1
1
.
1
月
,
旧

・
一
五

一
一
・
二

〇
・
二
八

六
一〇
・

九

年明
治
三
三二六 五 四 三 二

四
四
四三
四二 四一 三

九

区
分

月

根
雪
終
日1日

月
月

昭
和
二
八

年

二
最
深
積
雪

五
二
四
・
一
四
五
・
三
五
・
一〇

五
一
四
・二
〇
四・
一七
五・
二〇

五〇
四
・
一〇
四
・
一
二
五・

二
四
九
四・二

三
四・一

九
五・

七
四
八
四
・
一
二四・三

〇
四・
二
四

四
五
四
・
一九
四
・
二
一

四
二
三
・
三
二
四
・
二
三
四
・
二
五
|

一
五
四
一
〇
・
一
二
一
一
・
八

九
・
二
五
一
〇
・
二
六

九
・
三
〇
一
〇
・
三〇

一
〇
・
一
五
一〇
・
三
二

一〇
・
一〇
一〇
・
二
七
一
一
・
二
二

一
七
五
二
〇
・
一八一

一
・
九
一
一
・
九

一
一・

九
一
一
・
一二

一
一
・
二
四

一
一
・
三
〇

一
六
四
一
〇
・
六
一
一・

一
一
一
・
一九

1一〇
〇
八
五

三
月

三
二

一二
三
六
九

二 八

七
〇 七

九

七 九
六
一
六
二
五二 一
五
二

一二
〇

八〇

四C五

一
一
三

二
七

昭
和二
四
四
・
一
一

大
正
二

第
二
章
気
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一二
九

一五
〇

一
六〇

○ 九 九

八
一

一
一二

月

一〇
・
五
一〇
・
二
六



五
〇

四
九

四
八

四
七

四
六

四
五

四
四

四
三
四○ 三七
三
四

三
一

昭
和
二
八 月

南
西

北
北
西 北 北 |西

北
北
西

北
北
西 1

南
西

南
西

南
西 南 南 南 北

南
南
西

三
月

南
西

南
西

南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
西 南 南

南
南
西

南
西 北

四
月

北 南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

五
月

南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
西

南
西 南

南
南
西

南
南
西

南
西

六
月

南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
西

南
西

南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
西

七
月

南
西 北 南
北
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
西 南南南 北

南
南
西

南
南
西

八
月

南
西

南
南
西

北 南
西

西
南
西

北
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西 南 南

東
南
東

南
西

南
南
西

九
月

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西 北 南

南
南
東

南
西
北
南
南
西

南
南
西

一〇
月

北

南
南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

西
北
西

東
北
東

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

一二
月

南
西

南
西

南
西

南
西

南
西

南
西

南
西
南
西 南 南

南
西

南
西

南
西 年

年
月
別
最
多
風
向
表
(午
前
九
時
の
風
向)

五
三
五
二 五 五 四

一 〇 九

四
八

六
四
九
二

九
〇

九
四

八
〇

一
一二
一
一〇
一
一八

一
三
八

一〇
七

一〇
〇

一
一四
九
九

一〇
二

一
四三
一
一六

四八
五
八
七
四

四
五

一二
〇
六
〇

一
三
三
〇
三
四

二
二
四
五
四
九
一

四三 四七
五
七
六
一
六
八

一
四
一

大
正
三

明
治
三
九

方
向

二
二
二
二 北

二
六
三
〇

北
東

年
風
向
表
(午
前
十
時と
午
後
二
時
の
平
均
風
向)

滝
川
地
区
の
風
向
は
地
形
の
関
係
から
南
風
又
は
南
西
が
多
い
。
季
節
的
に

は
冬
期
間
の
北
風
・
夏
期
間
の
南
風
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

一
風

風

向

三
一
三
〇
二
五

南
東

二
一

五
六 南

八
一

一
三
八

南
西

一〇 二二 西

七
一
六
六

北
西

静
穏1

11

一二
六

一
三
八

第
二
編
自

然
北 北

南
西 北

|北 西 北 北 南 北
西

北 南
西

北
・
南 南
西

東
北
東

一二
月 月

南
南
西

南
南
西

二

二
月

南
南
西 北 北

一
四
一

一
一
四

一
二
六

一
一八

一
四
三

(単
位
セ
ン
チ
メー
ト
ル)

年
東三

南
南
西

南
西 北

一
一月

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西
・
北

北

西
南
西

南
南
西

南
西

西
南
西

南
西

南
西

北
西

年

4
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四
二
四
一
四〇 三九
三
八
三
七
三
六

三
五
三四
三
三
三
二
三
二 三〇 二九 月

一
二
・
〇

一
五
・
○

一
三
・
二

八
・
五

一〇
・
〇

一
五
・
五

一六
・
一

一
四
・
二

八
・
五

一三
・
〇

五
・
九

九
・
八

六
・
七

一二
・
九

九
・
五

一
月

八
・
五

一二
・
五

九
・
七

一〇
・

一〇
・○

一
五
・
五

一
八
・
五

一
一
・二

一
三
・
九

五
・四

一
六
・
六

一〇
・
七

一
二
・
七

一〇
・
五

九
・
四

三
月

一
四
・
〇

一
一
・
五

一〇
・
〇

九
・
七

九
・
〇

二
〇
・
七

二
一
・
一

一
九
・
九

一
三
・
〇

八
・
九

八
・
五

一二
・
五

一
〇
・
一

一〇
・
三

八
・〇

四
月

一
二
・
〇

一
一
・五

九
・
五

八
・
〇

一
二
・
八

一
七
・
一

二
一
・四

一
七
・三

一
四
・
九

一六
・
〇

五
・
二

九
・
四

八
・
七

六
・
五

一〇
・
七

九
・
一

六
・
五

六
月

七
・
五

九
・〇
七
・
五

七・三
六
・
七

一〇
・
一

一
四
・
九

一二
・
五

六
・
三

七・
三

六
・
九

四・
六

六・
九

八
・
七

一二
・
七

七
・
二

七
月

八
月

〇

七
・
五|

九
・五
七・
五

七
・

五
・
八

七
・
二

一
〇
・
七

二
二
・五|

六・
七

五
・
九

七
・
八

五・
七

七
・
四

五
・
五

七・
五

九・
五

一
九
・
五

一
〇
・
七

九
・
五

五

九
・
七

八
・
〇

七
・
三

一
三
・
七

一
六
・
五

六
・
九

七・
八

七
・
六

八
・
五

八
・
五

六
・
三

六
・
七

一〇
月

九
・
五

一二
・
○

一
三
・

一二
・

一〇
・
九
・
三

九
・
八

一
七
・
四

一
四
・
五

七
・
六

六
・三

一
五
・
八

一
〇
・
〇

一
四
・
五

七
・
三

五
・二

一
一月

一〇
・ 九

九
・

一
二
・

八
・

八
・
九
・
二

一
七
・
一

二〇
・二
五
・
四

六
・
三

六・
一

八
・
九

一
〇
・
五

九
・
八

六
・三

一二
月 一

1- 1

台
風

で
あ
っ
た
が
、
滝
川
は
台
風
の
目
に
入
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
高
い
数
値
を
示
し

五
三
五二 五
一

南
南
西

北 南
西

北
北
西

北 南
西

北
北
西

南
西

北

南
南
西

南
西

南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
西

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
西

西
北
西

南
南
西

北

南
南
西

南
南
西

北

南
南
西

南
南
西

南
南
西

南
西

南
西

南
南
西

南
西

南
南
西

南
西

二
風

月
平
均
風
速
は
四
・
五
月
が
も
っと
も
強
く
最
近
の
数
値
で
は
四
メ
ー
ト
ル

前
後
で
あ
り
、
他
の
月
は
二
・
三
メー
ト
ル
前
後
が
普
通
で
あ
る
。
四
・五
月

最
大
風
速
は
熱
帯
性
低
気
圧
(台風)

の
来
る
年
で
九
月
ご
ろ
襲
来
す
る
も

の
が
雨
量
を
伴
い
強
力
な
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
九
年
九
月二
十
六
日
の
十

五
号
台
風
は、
平
均
風
速
最
大、
南
南
西
の
風
三
一
・四
メー
ト
ル
(岩
見
沢
測

候
所
二
十
二
時
四
十
分
の
も
の)
瞬
間
風
速
三
九
・
六
メー
ト
ル
に
も
達
す
る
も
の

年大
正
三
四
三

明
治
三九

風
種

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

静

一 六 一 穏

一三
八

一〇
三 一九

軟
風
和

風
疾
風

力
(午
前
十
時
と
午
後
二
時
の
平
均
回
数)

一七
五

一
七
三

一〇
三

二
二
二八 九
一

強

二
九

四
九

一
五〇

風

|五 |

烈
風
|

C C

一
四
・
七

一
一
・五

一
六
・
八

五
・
五

一
〇
・
五

一
一
・八

九・
八

六
・
九

七
・
一

一〇
・
〇

二
月

一
一
・〇

一
二
・○

一〇
・
二

一〇
・
七

七
・
五

八
・
〇

一〇
・
五

一
四
・
九

九
・
五

二
一
・四

二
二
・
三

七
・
六

七
・
三

六
・
九

五
・
四

六
・
二

四
〇
・
〇

八
・二

九
月

一〇
・
〇

一
〇
・
〇

(北
海
道
気
候
一
班
に
よ
る
)

年
月
別
風
速
最
大
値
(単
位
メ
ー
ト
ル
)

九
・
五

一
〇
・
〇

五
月

八
・
九

七
・
一

一
三
・
四

一三
・
〇

八
・
C

七
・
六

一
二
・
五

一三
・
五

年昭
和
二
八

象

速

は
温
帯
性
低
気
圧
に
よ
る
非
常
に
乾
燥
し
た
風
が
南
西
方
面
か
ら
吹
く
。

風

南
西

南
南
西

南
西
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四
一

四
〇

四
三
四
二

三
五

三
二
三
一
三〇

昭
和二
八

四
六
四
五
四
四

二
九

月

二
・
一

二
・
六

二
・
五

三
・
二
・
九

二
・
一

一・
六

二
・
三

三
・
四

二
・
八

三
・
〇

三
・
一

三
・
六

一
・
一

二
・
四

二
・三
二
・
四

二
・
八

一
月

二
・
六

二
・
五

二・
一

二
・
四

三
・
三

一・
九

二
・
二

二
・
四

三
・
三

二
・
四

四
・
一

二
・
二

二
・
七

二
・
四

三
・
四

一・
八

二
・
五

二
・
二

二
月

二
・
八

二
・
九

三
・
C

三
・
七

二
・
三

二
・
二

二
・
一

四
・
九

二
・
一

三
・
六

二
・
二

四
・
二

四
・
五

三
・
六

二
・
八

二
・
九

三
・
二

三
月

二
・
九

二
・
八

二
・
九

三
・
四

三
・
四

二
・
六

二
・
七

二
・
七

五
・
〇

五
・
一

五
・
〇

四
・
二

三
・
六

四
・
二

五
・
〇

四
・
六

四
・
五

三
・
〇

四
月

五

一
三
・
五

三
・
六

三
・
五

三
・
〇

三
・
四

二
・
七

二
・
五

三
・二
四
・
五

五
・
二

五
・
二

三
・
七

四
・
六

四
・
一

五
・
三

二
・
四

四
・
一

三
・
七

五
月

一〇
・
〇

一〇
・
〇

一二
・
五

一
一
・
五

一
一
・〇

一
三
・
五

一五
・

一三
・
五

一五
・
〇

一四
・
五

一
一・
C

八
・
〇

一
四
・
五

一
一
・五

一
一
・五

九
・
C

九
・
C

一
二
・

一
三
・
五

八
・
九
・
C

八
・
五

八
・

〇

九
・

一〇
・
五

八
・
五

八・
五

九
・
五

九
・
五

九
・

一〇
・

一
〇
・
五

七
・〇

一〇 七
・
七
・
八
・
五

九・
五

一
〇
・
五

一
三
・
五

二
〇
・
〇

七
・
〇

一
三
・
五

六
・

九
・

九
・ •

一〇 一二
・

一
七
・
五

八
・
C

一
九
・
五

八
・
五

一二
・
五|

九
、

〇 五

一
〇
・
五

九
・

九
・
五

一
四
・

● ● ●

一〇
・
〇

一
一・
五

八
・
〇

九
・
五

一
三
・

九
・
五

一
一
・
C

一
一
・
C

一三
・
五

九
・
五

一
四
・
五

一
〇
・
〇

二
・
九

二
・
八

二
・
五

二
・
三

二
・
五

三
・
一

一
・
八

一
・
八

二
・
〇

三三
・
一

三
・
一

二
・
一

二
・
五

一
・五

二
・
四

三
・
二

二
・
六

三
・
一

一二
月

一
五
・
〇

一〇
・

一〇
・

一二
・
C

一
一
・

一
四
・
五

一三
・
五

一
四
・
〇

一
三
・
〇

一
一
・〇

70

第
二
編
自

〇

八
・
〇

九
・
五

八
・
九
・
五

八
・
五

九
・
〇

一〇
・
五

一
一・
〇

五

一〇
・
五

一
一
・C

七
・
〇

10
一四
・

一
二
・

一二
・

一
一
・
五

一
三
・

一
〇
・
五

一
三
・
〇

一
三
・
五

一
〇
・
五

一〇 一六
・
一
一
二一・
一
八
・

一
二
・

一
四
・
五C 一

一
三
・
五

一
四・
五

一
三
・
五C ・
五 C

一
〇
・
五

一
五
・
C

一
七
・
五

四
七
四
六

四
五

四
四

四
三

三
・
三

二
・
七

三
・
一

二
・
九

二
・
六

三
・
〇

二
・
四

二
・
二

二
・
三

三
・
七

四
・
五

五
・
二

二
・
八

三
・
四

三
・二
二
・
九

三
・
一

三
・
一

二
・
四

六
月

二
・
四

二
・
七

二・
七

二
・
一

二
・
四

二
・
六

二
・
〇

一
・八

一・
七

二
・
五

四・
四

三
・
八

二
・
四

二
・
三

二
・
九

一
・七

三
・
〇

三
・
七

三
・
八

七
月

二
・
四

八
月

二
・
二

二
・
五

二
・〇
二
・
一

二
・
〇

二
・
二

二
・
四

一・
六

一・
六

一・
八

三
・
三

三
・
七

二
・
八

二
・
二

二
・
〇

一
・九

二
・
二

二
・
六

三
・
二

九
月

二
・
四

二
・
一

二
・三
二
・三

二
・
三

二
・
〇

一・
六

一・
七

一
・八

三
・
七

三
・
〇

二
・
五

二
・
五

二・
三

一
・八

二
・
〇

一
・八

二
・二

一〇
月

二
・
五

二
・
七

二
・
三

二
・
四

二
・
八

二
・
七

二
・
C C

一
・九

三
・
四

三
・
C

二
・
八

二
・

三
・
三

二
・
○

二
・六

二
・
七

二
・
三

一
一月

年
月
別
平
均
風
速
(単
位
メ
ー
ト
ル
)

一三
・
五 然

一〇
・
〇

一
二
・
五

九
・

一二
・

C

•
C

1

●

• C
・
九
・

一
・九

二
・
四

二
・
一

一・
九

一
・
四

一
・七

三
・
一

四
・〇
二
・
八

二
・
一

二
・
五

一・
八

二
・
四

二
・
一

二
・
〇

二
・
五

一・
七

二
・二

三
九
三
八
三
七
三
六

三
四
三
三

年

五
三
五
二
五
一
五
〇
四九 四八

一〇 一五
・

一〇

二
・

0

1
C

一
四
・

三
・



第
二
章
気

四 四
九 八

四
七
四
六

四
五
四
四

四
三 四二 四 四

一〇 九

三
九
三
八
三
六
三
四
三
二
三
〇

月

象

八
二
八
五 一 七
七

八
四

八
四

八三 八三 八七
八
五

八
五

八
八

八
五

八
七
七
七 月 月

八
〇
八
五 八
〇

七
六

八
四
七
七
八
一
八
三
八
三
八
〇
七
九
八
二
八
七

八
五

八
八

八
三

二
月

一
・三

二
・
四

二
・二

二
・
二

一
・八

二
・
七

二
・
八

一
・九

三
・〇
二
・
七

二
・
六

二
・
三

二
・三
二
・
四

九

二
・
七

三
・
五

二・
九

二
・
九

三
・〇
三
・
九

三
・
四

三
・
一

三
・〇
三
・
八

二
・
九

二
・
九

三
・
四

三
・
六

八

二・
四

三
・
五

二
・
八

二
・
七

二
・
二

二
・
四

二
・
二

三
・〇

二
・
〇

二
・
〇

一
・七

二
・
一

一
・
七

一
・九

二
・
五

一
・八

一
・九

一
・六

二
・
○

二
・
二

二
・
三

二
・
一

二
・
三

二
・
三

一
・八

二
・
四

二
・
二

二
・
七

一・
七

二
・
二

二
・
九

二
・
一

二
・
六

二
・
二

二
・
八

���11

八
一
八〇 八〇 八
一

八
一

八
一

八
一

八
一

八
一

八
一

八
二
八三
七
九
八
三
八
〇 年

湿
度
は
春
の
雪
解
から
初
夏
に
か
け
て
低
く
、
冬
期
間
に
高
い
。
年
月
別
平

日
の二
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

5
湿 五
一
五
〇
四
九
四
八

四
七五三

五
二

度

一・
四

二
・
二

一・
七

二
・
二

一
・
四

二
・
四

二
・
二

八
〇
八
〇
七
六

七
八

七
六

七
八
八
一
七
六
八
〇
七
九

八
二
八
四

八
九

八
一

三
月
|

七
八
六
二
七
一

七
二
七
四
七二 七六
七
三
六
九
七〇
七
九

七
四
七
五
七
五
七
四

四
月

七
五

七
〇
七二 七
六
七〇 七六
七
四

七
九
七〇 六九
六
六
六
九

七
四
七
八 六二 七八
七
五

五
月

八
二
七
八

八
一

七
八

七
六
八
二

八三 七八
八
一 七九 七
八
七
七
八
一

六
月

八
一

八
一

八
四
八六 八
四
八四 八七
八三 八五
八三
八
五
八
七

七
七
七
九

八
一

八
六
八
五

八
三
八
四 八二 八七 八五
八
四
八
七

八
七
八
九
八
五

八
一

八
一 七
九

八 八 七五 三九

八三 七九
八二 八三
八
三 八
四

八
五

八
四

八三 七
九
七
八
八二
七
六

九
月

八八

八 八
二

八
二
八
〇
七
八
八二 八三 七九

七
八
八
〇

七
六

一
〇
月

八
二
八
三
八
一

八
二

八
〇
八
四

八
〇
八
三
八
四
八七 八三 八五 八四

八四

一
一月

会会凸会会四四全八 八 八 八
九 七 七 四 1

八〇 八四
八
四
八
九
八
六
八
八 八 八九

六 五〇

八
五
八
八 八六

一二
月

二
・
〇

一
・七

二
・
四

一・
九

一・
九

三
・
〇

二
・
六

・

年
月
別
平
均
湿
度
(単
位
パ
ー
セ
ン
ト)

均
湿
度
は
次
に
示
す
と
お
り
だ
が、
日
最
小
湿
度
は
昭
和
三
十
五
年
四
月三
十

年昭
和
二
八

一七
九

八
一

七
五

八
八

八
六

八
三

月
七
月

八
月

二
・
五

二
・
八

二
・
七

二
・
八

二
・
六

三
・二

八
一

七
九

八
四

七八

八
一

八
五

七
八

八三
七
九

八六

八
一

二
・
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八
二

八
一



五
三 五二
五一
五
〇
四
九
四
八

九一・五

10三・三
一六〇・八
一五九・九
二〇八・四

二九七・八
二九一・九

三三四・九
二三
・七

一九五・九
二一五・六
二〇一・四
一七五・三
二〇二・三
一九六・八
一四一・一
一五八・四
一六六・〇
一四八・四
一三三・六
一三七・三

三
月

一五四・四
三六九・〇
二三五・九

二八〇・八
三三
七・三
二三七・一
一七五・七
二八八・八
三五二・三
二五九・八
三五二・三
一九五・八
二九三・五
一八三・七
二三〇・七
二四一・六
一七九・三
二〇七・一
三
三・四

一八七・一
一七六・四
一芸
・六

二00・一
三
三・三
一四七・一

七
月

一八七・八
二四三・一
三三
・八

三六・七
二〇一・九
三三
・一

二五七・九
二三八・七
二三五・五
一九三・五
二〇八・0
二三〇・三
一八五・二
三三五・九

10一・九
一五六・二
一二・三
二〇 〇・ 四
二〇六・七
一四四・五
一七八・四
一九一・〇

八
月

二三七・六
二〇一・一
一九二・三
一八八・九
一六八・五
二三八・一
二〇三・三
二〇一・四
三三・三
三
九・七
一九一・八
一天
・四

一八八・一
一七八・三
一八一・三
一九八・〇
一五三・九
一七四・九
一四
・三

一七三・四
二三四・三
101.
一三・四

一〇
月

三〇 ・〇

10一・三
一四一・六
一三九・三
九〇・五
一四〇・七

一七四・五
一〇六・九
一四〇・八

六〇・三
七一・四
六五・九
七八・三
五
・七
六七・九
五七・三
六二・三
六四・〇
二七・ニ
六六・六
四五・九
三
・七

一二
月

二、〇三
・
一

三、六四〇・一
二、四四三・五
三、二三
・八

二、〇九六・八
二、六四八・五
二、三七〇・三

三、〇五六・〇
二、一六三・三
一、八二

・四
二、〇〇三・四
一、九六三・九
一、八元

・一
一、八三・一
一、八二〇・七
一、八〇八・九
一、六六三・五
一、七三一・九
一、五〇九・〇
一、五三八・一

年
間

一、三〇四・六
一、七三六・八
一、六一五・一
一、三九七・一
一、三九四・三
一、六三五・四
一、六六〇・七

一、四三七・八
一、五二

・一
一、四三二・六
一、三
八・八

1、五〇五・〇
一、二〇六・九
一、三六七・六
一、三
八・五

一、三三・一
一、三
三・一

一、二四六・三
一、一五六・八
一、一六八・四
十
月
間

四
月
5

6
天

五
二
五
一

五
〇 第
二
編
自

候
八 八 八
四 二 四 然
‒‒

八
一
七
八
八
一

七九
七三 七
九

七五
七
五
七
八

七 四
六
八
七
八

七
六
八
二
八
〇

1
七 八 八八〇六

八
一

八
一

八
二

七
九
八二
七
六

七
六 七九
七
八

八二 八 七
三 九

八 八 八
四 三 四

七 七 八
九 九 〇

天
候
は
年
間
を
通
じ
晴
よ
り
も
曇
の
日
が
多
い。
し
か
し
最
近
の
年
日
照
時

間
は
著
し
く
増
加
の
現
象
を
示
し
て
い
る
。

年
月

一〇四・七
一七一・五

一
月

一七〇・八
二四六・三

二
月

二三七・六
二八五・二
三三三・九
三三三三・八

三
九・六
二00・五

三三
四・〇
二七三・三
二四四・〇

二五五・五
二0一・九
二〇一・八
二三元・四
二四五・五
二
八・七
二四五・五
二八六・五
二三三五・六
二三・七
一九八・一
二七四・二
一四八・八
一五一・一
五
月

一八一・七

六
月

二〇〇・七
二四〇・三
二六一・三
一四六・三
二七五・八
二元・三
二六四・六
一九三・九
二
三・五
二五五・五
三三
・三

二三
八・三
二0.0
三
九・三
一五三・七
一六八・六

一七七・〇
一八七・五

九四・三
八九・三
五四・二

10二・三
五七・五
四三・七

一
一月

八三・四
一〇九・一
二〇八・一
九八・五

一四七・八
一四五・六
一八〇・三
一七六・〇

一三六・五
一五七・一
10.0
一三
・三

一九三・〇
九七・一
五
・八
八七・五
九一・五

一六四・四
一七四・二
三
七・七
一八七・七
一八五・五
一八七・三
一七五・九
一七七・三

四
月

年
月
別
日
照
時
数
(単
位
時
間
)

三
二
三〇

昭
和
二
八

二
九・三
九六・二
1011.0
二一五・八

10一・五
七七・七
10三.1
三
六・二
七
・六
七一・八
九〇・三
六九・三
六八・〇
七七・八

二三
・一

一四六・二
一四二・五
一八三・六
一四七・五
一三五・四
八九・五
一七〇・三
一五
・七

一
五・九
一〇四・三
10三・七
八九・二
五八・三
九八・

二四四・八
二三〇 ・三
二五八・四

二五八・一
二三四・九
二三
五・六
三二一・六
一九六・〇
一九八・三
一八〇・九

四〇
三
九

三
八

四
一
四
二
四
三
四
四
四五四六
四
七

三三三・五
一九一・七
二〇二・八

二〇七・一
二九八・五

二九二・八

三
九・九
一七五・六
一五三・三
一七一・三
一八
・一

一八八・四
九
月

一四五・三
一八三・〇
一八五・八
一六九・四

八三・九

10七・九
九九・五

八七・五
九九・三
八四・四

三
七
三
六

三
四

一元
・一

一五二・七
一六八・六

三
九・一

一六三・三
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晴
雨
な
ど
の
日
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
快
晴
は
雲
量
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
、
晴
天
は
雲
量
二
五
～
七
五
パ
ー
セ
ン
ト、
曇
天
は
雲
量
七
五
パ
ー
セン

ト
以
上
と
し
て
午
前
九
時
又
は
十
時、
観
測
し
、
降
水
現
象
に
関
係
な
く
記
録

さ
れ
て
い
た
が、
昭
和
三
十
九
年
以
降
は
雲
量
と
天
気
状
況
に
よ
り
区
分
さ
れ

る
よ
う
に
な
った
。

昭|年

五 五 五二 一 〇

四
九

四
八
四
七
四
六
四
五
四
四
四三 四二 四一
四
〇

昭
和
三
九

区
分|

四
八

六
四

六
三
四
二
五
三
五
七 五五
八
〇
五
二
六
〇
六三 四一
四
一

五
二

(
九
時
)

温

晴
天

一二
五

一
二
一

一四
三

一
二
五
九
八

一〇
七

一
一二
1
0
1

一
一六

一
一〇
七
八

一〇
六

一
二
〇

一
一八
一〇
三

(九
時)

雨
・
雪

一
二
四

一
三三
一三
九

一
四
五

一
五二
一
三
七

一
一九

一
四
六

一〇
九

一
一九
一四
〇

一三
一

一
三
九

雨
日

一
二
八
九
五

一
一七

一
二
四

一〇
八

一
一〇

一二
九

一
二
八

八
八

一
一〇
一二
四

一三
〇

一〇
八

雪
日

年
別
晴
曇
・
雨
雪
日
数

晴
天
(九
時)

一六
六

一四
六

一四
九

一七
一

一
一
四

六
六
九
二

一
六
二

一〇
時

晴

七
一

七二
六
四
七三 六七
八三 五〇 五〇 五三 六一 八五

曇
天
(九
時
)

一八
六

一
七
九

二
一
五

一
九
四

二
四
四

二
六
二

二三
〇

一〇
時

曇

二三
九

二
五二
二
五
七

二
四
二

二
六
四

二
三
〇

二
三
二

二
二
八

二
四
〇

二
三
三

二
〇
八

一
四
〇

一
五
一

一五
四

一三
六

一
四
三

一三
〇

一三
二

一
一三

一
二
五

九
一

一
〇
四|

雨
日 五
八

二
六

一
〇
八

一
〇
四
七
六

七
四

九
七

四
四

雨
日

雪
日

〇〇

九八
一
一三

一二
五

一二
九

九
八

一
〇〇 九 九 九

六 八 八
1
0
0

10
C

雪
日

五
四
二
九

一三
一

一
一七
七
六
七
七
九
七

明
治
三
三

年

三
八
三
七

三
六
三五
三
四 三三 三二 三一
三
〇
二
九

|年昭
和
二
八

区
分 三

四
四

四
三
四
二
四一
三
九 分

一
三

四

○ ー |七 .

三
八
四
三

一〇
時

快

五
五
四
一

四
四
五
一
三
四

五
二
八
三 八八 七二
七
一

七
二

快
晴
(九
時)

一
四
時

晴

1
三
一

三
四 一

一
五
三

一
一七
七
四

一〇
八

一
七
四

一
四
時

天

二
一
二

二
四
七

二
六
一

二
二
二

一
九
一

一
四
時

天

7
地 快
晴

七
七
七
五
八
〇

一〇
九

九
四

一
一二
九
五

八
二
八
七

一〇
〇
七
二
八
一
七
四
六
五

一四
六

(九
時
)

一〇
六
七
九
八
九

一
二〇
九
〇

一〇
三

一
〇
二

一二
八

一
二
四

一
二三
一
三二

曇
天

-

気
象
条
件
は
農
作
物
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
が、
土
地
の
温
度
は
成
長
に

大
切
な
条
件
で
あ
る
。
畑
作・
水
稲
関
係
の
地
温
・
水
温
は
次
の
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
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二〇三

(九
時
)



年

三
九

三
八

三
七
三
六

三
五

三
四

三
三

三
一

三
〇
二
九
二
八

昭
和
二
七 月

一〇
・
八

一
〇
・
四

一
一・
五

一〇
・
六

一
六
・
四

九
・
五

九
・
九

一
〇
・
二

一
〇
・
六

八
・
九

八
・
九

九
・
七

五
月

六
月

一七
・
七

一九
・
六

一
九
・
八

二
〇
・
四

一
九
・
〇

一
九
・
二

一
九
・
五

一
九
・
一

一
八
・
一

二
一
・
五

一
八
・
一

一
九
・
二

二
〇
・
七

七
月

二
一
・三

一
九
・
五

二
一
・二

二
一
・
一

二
〇
・
一

一
九
・
八

二
〇
・
一

一
八
・
四

一
六
・
五

一
五
・
二

一
七
・
五

一
五
・
六

一
六
・
三

九
月

一〇
・
二

八
・
九

一
〇
・
一

九
・三

一
〇
・
二

・
九
・
九

一〇
・
六

一〇
・
六

一〇
・
一

九
・
七

一〇
・
一

九
・
九

一〇
月

年

五
一

五
〇
四
九
四
八
四七 四六
四
五
四
四

四
三 四二 四一

九
・
四

九
・
四

五
月

一五
・
五

一
六
・
四

一
七
・
〇

一
五
・
三

一
九
・
六

二〇
・
九

一
八
・
八

一
九
・
八

一
八
・
二

一
八
・
八

一
九
・
二

二
〇
・
四

一
九
・
二

二
〇
・
一

二
〇
・
九

二
〇
・
三

二
〇
・
三

八
月

一八
・
五

一七
・
四

一
六
・
四

一
六
・
一

一
四
・
六

一
六
・
〇

一
六
・
六

一
五
・
二

一
五
・
八

一五
・
六

九
月

一〇
・
五

一一
・
〇

九
・
六

一
一
・
五

八
・
六

一〇
・
四

一
一・
七

一〇
・
六

一〇
月

月
平
均
畑
地
温
(C)

第
二
編
自

然

一七
・
三

一
八・
八

二二
・
一

二
〇
・
七

二〇
・
八

一
九
・
九

一
九
・
九

一
九
・
九

一
八・
八

二
二
・
一

一九
・
六

一
九
・
三

七
月

月
平
均
灌
漑
水
温
(C)
℃

八
月

二
〇
・
二

二〇
・
四

二
四
・
一

二
二
・
七

二
一
・〇

一
八
・
四

二
一
・
一

一
八
・
七

六
月

二〇
・
六

二
一
・二

二
四・
八

二
二
・
九

二
五・
一

二
二
・三

二二
・
六

二二
・
五

二〇
・
九

二
五
・
三

二
一
・七

二
〇
・
八

七
月

一九
・
一

二
〇
・
三 月 月

一
七
・
一

一
六
・
三

一七
・
一

一八
・
一

一六
・
四

六
月 月

二
〇
・
〇

二
三
・
〇

二二
・
一

二
一
・八

二
一
・
一

二
〇
・
五

二〇
・
八

二
一
・
八

二〇
・
五

二〇
・
四

一
九
・
一

一
九
・
七

七
月

一
九
・
九

二
・三

二〇
・
七

二〇
・
七

二
〇
・
五

一
九
・二

二〇
・三

二〇
・
三

一
九
・
七

八
月

昭
和
二
八

年

二
九 月

六一
四
・
七

一
六
・
一

一
七
・
二

一
六・三

一五
・
二

一四
・
七

一六
・
七 月

月
平
均
灌
漑
水
温
・
稲
田
水
温
・
稲
田
地
温

四四五

五
二

一
一五
・
〇

一
九
・
八

注
畑
地
温
は
地
中
一
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ルの
観
測
値
・
観
測
時
刻
午
前
九
時
(昭
和
二
七
年
は
十
時
)
・<
道
立
中
央
農
業
試
験
場
原
原
種
農
場
観
測
資
料
>

一四
・
九

九
・
一

一
九
・
四

月

一〇
・
八

一
一
・二

八
・
六

一〇
・
二

一〇
・
三

一四
・
七

一
四
・
九

一
四
・
七

一
五
・
三

一
四
・
一

一
六
・
二

一
五
・
六

一四
・
五

一
五
・
○

六
月

七
月

一九
・
五

一九
・
四

二
一
・
八

二
一
・七

二
一・
五

二
〇
・
五

一
九
・
三

一〇
・
九

八
・
九

一〇
・
六

一
二
・
四

二
一
・C

一
九
・
八

一
九
・
八

二
一
・
一

八
月

一
五・
八

一
六
・
八

一
七
・
八

一六
・
七

一六
・

一
六・

一〇
・
八

一
五
・
三

一
四
・
五

一
五
・
六

一
四
・
○

一
四
・
七

一
五
・
三

一
二
・
八

一
五
・
五

一六
・
二

-
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三
九
三
八
三
七
三
六
三
五

三
四
三
三
三
二
三
一
三
〇

月
平
均
稲
田
水
温
)C(八

‒
‒

月
平
均
稲
田
地
温
(C)

一
六
・
五

一九
・
三

一
九
・
八

一
七
・
六

一
八
・
四

一
九
・
五

昭
和
四
〇

-
一
五
・
五

一
四
・
九

一五
・
三

三
二



年五
二。
五
一

五〇
四
九
四
八
四
七
四
六

四
五

四
四
四
三
四
二
四
一 月

一
五
・
七

一六
・
七

一
六
・
四

一五
・
二 一

一五
・
八

一六
・三

一
六・
五

一
五
・
六

一六
・
二

一五
・
〇

一三
・
二 月 月

二
一
・
一

二
〇
・
四

一
八・
八

二
一
・四

二
一
・
一

二
一
・八

一
九
・
四

二
一
・二

二
一
・五

一
九
・
三

一
九
・
六

一
六
・
五

一七
・
一

七
月

二
二
・三

二二
・
九

一
九
・
九 月 月

二〇
・
〇

一
九
・
八

一
八
・
九

一
九
・
四

二
一
・七

二〇
・
五

一
九
・
五

二〇
・
七

二〇
・
二

二
一
・
一

一
八
・
三

」

一
八
・
九

六
月

二
二
・
九

二〇
・
九

二〇
・
七

二
二
・
六

二
一
・三

二
一・
三

二
〇
・
八

二
二
・
八

二
二
・
九

二〇
・
七

二
一
・
一

二
一
・〇

一
九
・
六

七
月

八二
一
・
一

二〇
・
八

一
九
・
八

(一
七
・
一)

(一
七
・
二)

(一
八
・
五)

(一
六
・
九
)

一
六
・
八

一
七
・
四

一
七
・
四

一
六
・
五

一
七
・
六

一
六
・
七

一七
・
二

六
月

(二
一・
四)

(二
〇
・
三
)

(二
〇
・
七
)

(二
一・
〇)

(二
〇
・
四
)

二
〇
・
九

二〇
・
〇

二
〇
・
八

二〇
・
七

二
〇
・
四

二
一
・
四

一
九
・
四

二〇
・
〇

七
月

月
平
均
稲
田
地
温
(C)八

月一
(一
九・
五)

(二
一
・
六)

(二
〇
・
九)

注
観
測
時
刻
午
前
九
時
・
月
平
均
稲
田
地
温
は
昭
和
四
七
年
ま
で
は
五
セン
チ
メー
ト
ル
昭
和
四
十
八
年
以
降
(
)
内
は二
〇
セン
チ
メー
ト
ル
の
観
測
・
表
中
空
欄
は
月
全
日
数
に
達
し
な
い

第
二
節
岩
見
沢
測
候
所
滝
川
気
象
通
報
所

た
め
除
く
<
道
立
中
央
農
業
試
験
場
原
原
種
農
場
観
測
資
料
>
。

岩
見
沢
測
候
所
滝
川
気
象
通
報
所
(南
滝
の川
二
五
四
の
一
番
地
)

水
害
対
策
の
た
め
降
雨
量
・
洪
水
の
予
報
・
警
報
な
ど
迅
速
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
奥
地
の
降
水
状
況
や
変
化
な
ど
資
料
収
集
の
前
進
基
地と
し

て
いく
つ
か
の
気
象
通
報
所
が
必
要
と
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
一日
滝
川

を
はじ
め
幾
春
別
・
名
寄
・
富
良
野
の
各
気
象
通
報
所
が
設
置
さ
れ
た。

気
象
通
報
所
の
業
務
内
容
は、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
は
地
上
気
象
の
観
測

及
び
そ
の
整
理
を
廃
止
し
て
無
線
ロ
ボ
ッ
ト
、
雨
量
計
に
よ
る
観
測
の
成
果
の

二
自
記
雨
量
観
測
所

受
信
及
び
そ
の
整
理、
天
気
予
報
・
気
象
注
意
報
・
気
象
警
報
及
び
実
況
気
象

報
の
連
絡、
気
象
官
署
と
の
無
線
電
気
通
信
の
送
受
信
と
な
っ
て
い
る
が、
社

会
的
に
寄
与
し
て
い
る
気
象
台
の
末
端
機
構
で
あ
る
。
滝
川
気
象
通
報
所
に
は

職
員
が
三
名
配
置
さ
れ
て
い
る
。

業
務
上
の
気
象
観
測
網
施
設
と
し
て
は

一
ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
観
測
所

重
要
河
川
上
流
山
岳
地
帯
の
人
に
よ
る
観
測が
困
難
な
地
点
に
設
け
る
施
設

で
、
毎
時
間
超
短
波
無
線
電
信
に
よ
っ
て
雨
量
の
積
算
値
が
自
動
的
に
通
報
さ

れ
る
無
人
観
測
所
で
あ
る
。
こ
の
電
波
は
つ
ね
に
最
寄
気
象
官
署
や
気
象
通
報

所
で
キ
ャ
ッ
チさ
れ、
そ
こ
か
ら
無
線
電
話
で
上
部
官
署
へ
速
報
さ
れ
る
。

第
二
章
気

象 一

月
平
均
灌
漑
水
温
(C)八

月
平
均
稲
田
水
温
(C)

月

1

一
二〇
・二

二〇
・
一

一九
・
六

昭
和
四
〇

六
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第
二
編
自

然

滝川気象通報所

転
倒
桝
型
自
記
雨
量
計
を
設
備
す
る

観
測
所
で、
重
要
河
川
の
流
域
に
配
置

さ
れ、
気
象
職
員
以
外
の
人
た
ち
に
委

託
し
て
観
測
が
行
わ
れ
る
。
観
測
値
は

毎
日
定
時
に、
ま
た
異
常
時
に
は
随
時

に
電
話
あ
る
い
は
電
報
で
速
報
さ
れ

る
。
ま
た、
冬
季
間
は
自
記
雪
量
計
に

よ
る
。三

無
線
電
話
系

大
雨
・
洪
水
の
よ
う
な
災
害
時
に
も

連
絡
で
き
る
よ
う
な
気
象
通
報
所
と
上

部
気
象
官
署
と
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

滝
川
気
象
通
報
所
と
の
通
信
系
は
札
幌
管
区
気
象
台、
岩
見
沢
測
候
所、
旭

川
地
方
気
象
台
と
の
三
ヵ
所
で
あ
る
。

警報伝達系統図

気
象
台

測
候
所

通
報
所

電
々
公
社

放
送
局

道
知
事

道
警
本
部

関
係
機
関

之
放

送

支
庁
等

警
察
署

開
発
局
・
関
係
機
関
・
報
道
機
関

→
市
町
村
長

V

不

水
防
活
動

水
防
管
理
者

氏
名

着
任
年
月
日

退
任
年
月
日

初
代
渡
辺
義
夫
昭
和三
三
・
一〇
・
一
昭
和
四〇
・
三
・
三
一

二
代
大
友
勇
助

ク
四
〇
・
四
・
一

三
代
能
登
谷

四
代
渋
谷

一
ク
四
八・

四
・
一
ク
五
一・
三
・三
一

五
代
橋
詰
吉
雄

〃
五
一・

四・
一
現
在

庁
舎
八
二
・
六
五
平
方
メー

ト
ル
官
舎
二
棟
八
九
・
六
平
方

メ
ー
ト
ル

敷
地
二、
六
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

計
観
測
所

自
記
雨
量

札
幌
管
区

気
象
官
署

気
象
台

岩
見
沢

測
候
官
署

測
候
所

滝
川
気
象

気
象
通
報
所

神
威
山(赤
平
市)

(芦
別
市
)

(新
十
津
川
町)

北
幌
加
山

観
測
所

ロ
ボ
ッ
ト
雨
量

一

中
枢
気
象
官
署
で
は
普
通
の
広
範
な
天
気
図
の
ほ
か
に
、
地
域
的
天
気
図
を

細
密
に
作
成
し、
各
地
か
ら
収
集
さ
れ
た
降
水
量
の
実
況
資
料
を
検
討
し
た
う

え
で、
必
要
な
予
報
・
警
報
を
発
表
す
る
。
特
に
水
害
の
た
め
の
予
報
は、
従

来
の
一
般
天
気
予
報
以
上
に
降
雨
の
量
や
分
布、
強
弱
変
化
な
ど
に
対
す
る
要

求
も
強
い
の
で、
各
河
川
流
域
の
雨
量
分
布
の
方
向
や、
代
表
地
点
の
観
測
値

か
ら
一
定
地
域
の
雨
量
予
想
を
す
る
な
ど
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

岩
見
沢
測
候
所
滝
川
気
象
通
報
所
歴
代
所
長

昭
和三
十三
年
十
一
月
十
一
日、
滝
川
気
象
通
報
所
庁
舎
及
び
宿
舎
が
完
成

し、
翌
三
十
四
年
六
月
十二
日
岩
見
沢
測
候
所
滝
川
気
象
通
報
所
の
開
所
式
が

行
わ
れ、
六
月
二
十
一
日
か
ら
観
測
が
開
始
さ
れ
た
。
滝
川
気
象
通
報
所
系
統

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

通
報
所

ニ
ッ
岩
山

少
四
四・
三・
三
一

勇
〃
四
四
・
四
・
一
か
四
八
・
三
・
三
一
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物
第
三
章

生

第
一
節
昔
の
動
植
物
に
つ
い
て

生
物
は
環
境
に
左
右
さ
れ
る
。
太
古
の
昔
か
ら
天
変
地
異
を
繰
り
返
し
、
そ

れ
な
り
の
生
物
が
地
球
上
に
生
き
続
い
て
い
る
。

あ
る
地
質
学
者
の
話
に
「む
か
し
、
こ
の
世
に
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ

た
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
が
は
え
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
で
は

樽
前
山
な
ど
の
す
そ
野
の
森
に
ポ
ヤ
ポ
ヤと
は
え
て
い
る
体
長
数
セン
チ
ば
か

り
の
こ
の
石
松
類
が、
そ
ん
な
に
大
き
か
った
と
は
誰
も
想
像
が
つ
か
な
い
だ

ろ
う
。
さら
に
話
が
石
炭
期
と
いう
時
代
に
な
っ
て、
この
巨
大
な
ヒ
カゲ
ノ

カ
ズ
ラ
の
森
に
は、
羽
根
の
長
さ
が
一
フ
ィー
ト
を
越
え
る
よ
う
な
ト
ン
ボ
が

ゆ
う
ゆ
う
飛
び
回
っ
て
い
た」
と
い
うこ
と
や
「洪
積
世
と
い
う
時
代
に
は
日

本
列
島
に
ジ
ラ
フ
や
パ
レ
オ
ロ
ク
ソ
ド
ン
象
と
呼
ば
れ
る
古
代
象
の
仲
間
が
住

ん
で
い
た
こと
や、
そ
の
前
の
第
三
紀
の
北
海
道
に
は
シ
ュ
ロ
の
林
が
あ
り、

バ
ナ
ナ
の
茂
る
森
が
あ
っ
た」
な
ど
、
地
質
学
者
が
一
つ
一
つ
確
か
な
証
拠
を

も
と
に
話
が
で
き
る
と
いう
。
ここ
滝
川
の
地
下
深
く
眠
る
石
炭
を
含
む
石
狩

層
群
は
こ
れ
ら
の
時
代
を
経
た
も
ので
あ
る
。

時
が
移
り
幾
度
と
なく
地
盤
の
隆
起
・
沈
降が
あ
っ
て
現
在
は
海
底
か
ら
隆

起
し
た
状
態
で
亜
寒
帯
の
気
候
に
あ
る
こ
の
滝
川
に
も、
そ
れ
な
り
の
植
物
群

第
三
章
生

物

が
繁
茂
す
る
地
と
な
っ
た
。

滝
川
の
地
一
帯
を
お
お
っ
て
い
た
原
始
林
も
、
屯
田
開
拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ

て以
来、
ど
ん
ど
ん
開
墾
さ
れ
立
木
の
伐
採・
焼
却
に
専
念
し
た
屯
田
兵
及び

そ
の
家
族
に
よ
っ
て
一〇
年
た
ら
ず
の
う
ち
に、
さ
し
も
の
原
始
林
地
帯
は
一

面
稔
り
豊
か
な
農
耕
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

石
狩
川
と
空
知
川
の
沿
岸
は
沖
積
層
で
河
川
跡
地
の
湿
地
帯
は
茅
・
芦
が
密

生
し、
そ
の
近
く
に
は
湿
地
に
強
い
柳
・
ヤ
チ
ダ
モ・
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
が
自
生

し
、
洪
積
層
に
当
た
る
一
の
坂
以
北
の
台
地
に
は
乾
燥
地
に
育
つ
シ
ナノ
キ
・

樺
・
松
類
な
ど
と
笹
が
一面
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

現
在
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
市
域
の
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
水
田
を
主
体
と

す
る
田
畑
で
あ
り、
山
林
・
原
野
は
一三
パ
ー
セ
ント
に
過
ぎ
な
い
状
況
で
あ

る
。屯
田
入
植
の
約
九
十
年
前
の
景
観
を
知
る
に
は
現
在
数
名
健
在
で
あ
る
屯
田

移
住
家
族
や
古
老
の
談
話
か
当
時
の
資
料
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
。

明
治
二
十
四
年
発
行
の
ヘ
北
海
道
殖
民
地
撰
定
報
文
>
に
「空
知
太
・
ヲ
ト

エ
ボ
ッ
ケ
間
原
野
」
に
つ
い
て
の
植
物
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

樹
木
ハ
柳、
楡
、
山
胡
桃、
黄
檗、
桂、
刺
楸、
赤
楊、
白
楊
其
ノ
他ノ
雑
木
蔚
然繁

キ
ノ

ン
ハ

ン
ド

ヲ
ガ

ル
ヒ

モ
ダ

カ
ア

ザ
ア

ヘド
ウ

茂
シ
加
之
葡
萄、
彌
猴
桃
等
ノ
蔓
木
之
ヲ
纒
繞
ツ
盛
夏
ノ
際
ハ
樹下
昼
尚
ホ
暗
キ
ラ
覚
ュ
ル

ギ
モ

ヨ カ
如
キ
密
生
多
ク
間
僅々
ニ
疎
林
ア
リ
其
間
又
所
草々
原
ア
リ
テ
唐
松
草、
蕨
、
草
藤、

マ
ツ
サウ

艾
、
劉
寄
奴
草、
茅、
施
花、
小
薊
、
ョ
ブ
スマ
サ
ウ、
若
等
蓊
乎
ト
シ
テ
叢
生
シ
或
ハ
粗

ヂ
ダ
ケ

生
ッ
一
見
以
テ
其
良
農
場
ト
ナ
ル
ヘ
キ
ラ
知
ル

と
あ
り、
滝
川
地
区
の
植
物
の
様
子
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
樹
林
地
帯
は
樹
木

が
密
生
し
て
高
さ二
〇
メ
ー
ト
ル、
大
木
と
な
る
と
直
径
一
メー
ト
ル
以
上
の

も
の
が
随
所
に
あ
り、
鋸
を
入
れ
ても
手
に
お
え
な
い
も
の
も
あ
った
と
い
わ
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然

れ
る
。

第
二
編
自

明
治
二
十
二
年
の
西
村
直
一の
<
北
海
道
紀
行
>
に
も
「市
街
地
ト
定
マ
リ

居
ル
ハ二
十
坪
一
本
位
ノ
蒼
タ々
ル
樹
木
地
ニ
シ
テ
「赤
ダ
モ
」
「ヤ
チ
ダ
モ
」

等
ノ
樹
木
ヲ
多
シ
ト
ス。」

と
あ
る
。

開
拓
者
は
小
木
は
唐
鍬
や
鋸
で
伐
採
し、
大
木
は
斧、
鋸
で
伐
採
し
た
り、

立
枯
法
と
い
っ
て
立
木
の
地
面
に
近
い
所
の
表
皮
を
ぐ
る
り
と
切
り
取
っ
て
枯

ら
し
て
か
ら
焼
却
し、
農
耕
地
に
し
た
た
め、
さ
し
も
の
原
始
林
も
平
野
部
で

は
姿
を
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

動
物
に
つ
い
て
は
熊
・
鹿
・
狐
・
狸
・
野
兎
な
ど
が
生
息
し
て
い
た
。
ま
た

川
魚
な
ど
も
多
く
開
拓
者
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
た
。

明
治
二
十
二
年
九
月、
上
川
を
視
察
し
た
当
時
の
永
山
北
海
道
長
官
の
記
録

に
ラ
ウネ
ナ
イ
オ
ホヤ
ニ

字
良
畝
内
覚
脂
を
経
て
坂
あ
り
熊
穴
坂
と
云
ふ
。
昨
年
此
地
を
開
鑿
す
る
に
当
り
囚
徒
一

大
土
窟
を
発
見
す。
皆
云
ふ
是
れ
古
昔
源
廷
尉
の
此
地
方
を
過
ぎ
り
し
時
住
居
せし
跡
な
ら

ん
と
、
偶
一々
土
人
来
り
之
れ
を
見
て
曰
く
彼
の
懼
るべ
き
熊
の
窟
な
り、
蓋
し
昨
年
(十

九
年
を
云
ふ)
迄
棲
息
せ
し
も
の
なら
ん
と
。
是
れ
に
由
り
字
し
て
熊
穴
坂
と
言
へ
り
。

(中略)
又
江
部
乙
の
板
橋
を
渡
り
前
途に
長
坂
あ
り
頂
上
高
さ
海
面
を
抜く三

十
八
尺
な

り
。
然
れ
ど
も
其
勾
配
頗
る
低
く
以
て
車
を
通
ずべ
し。
坂
の
あ
る
処
狼
谷
と
云
ふ。
常
に

狼
糞
あ
る
を
以
て
此
名
あ
り
。
進
ん
で
須
磨
馬
内
ニ
至
る
。

と
あ
る
。
「
熊
」
は
エゾ
ヒ
グ
マ
で
あ
り
雑
食
性
で
環
境
に
強
い
動
物
で
あ

る
が、
上
川
道
路
の
開
削
が
始
ま
っ
て
以
来、
山
奥
に
居
を
移し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
開
拓
当
初
は
熊
が
出
た
話
は
よ
く
あ
っ
た。
江
部
乙
屯
田
家
族
吉
沢

甚
右
衛
門
書
簡
に

熊
の
害
で
す
が、
こ
の
恐
る
べ
き
熊
は
兵
村
内
に
度
現々
わ
れ、
親
子
三
頭
連
く
ら
い
で

作
物
を
荒
ら
し
、
玉
蜀
黍
の
如
き
は
悉
皆
熊
に
食
わ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
今
日
ま
で
数
頭

の
熊
を
得
た
様で、

現
に二
、
三
日
前
に
七
尺
以
上
の大
熊
を
射
獲
り、
私
も
肉六
百
代

金
九
十
銭
で
買
受
け
爾
来
薬
食
(く
す
り
食
い)
を
し
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
今
日
で
は

さ
のみ
熊
を
恐
れ
る
者
は
な
く
平
気
な
も
の
で
す
。
熊
が
出
た
話
が
あ
る
と
こ
れ
を
射
ち
取

ろ
う
と
、
壮
年
者
は
追
い
廻
り
大
て
い
は
射
ち
取
り、
他
へ
は
出
し
ま
せ
ん。
六
尺
以
上
の

大
熊
で
代
金
は三
十
円
余で
あ
り
ま
す
。」(明

治二
十
九
年
十二
月
十
四
日
付
)

ま
た
滝
川
屯
田
家
族
風
穴
カン
談
と
し
て
は

弾
が
あ
る
の
で
火
箸
に
ボ
ロ
を
巻
いて
、
そ
れ
に
弾
を
の
せ
て
火
を
つ
け
て、
下
に
水
を

お
く
と
鉛
がと
け
て
チ
ョ
ビ
ン・
チ
ョ
ビ
ン
と
こ
れ
に
落
ち
る
の
で、
丸
く
な
り
散
弾
に
な

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
使
って
熊
を
と
り
に
行
った
の
で、
熊
が
で
る
と
「上
田
・
上
田」

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
す
。

と
記
録
に
あ
る
が、
東
滝
川
に
つ
い
て
も
「そ
の
こ
ろ
は
全
く
の
原
始
林
で

「熊
の
荒
山」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で、
春
秋
の
季
節
に
四
・
五
人
ぐ
ら
い

で
ゼン
マ
イ
や
蕨
採
り、
葡
萄、
コ
ク
ワ、
舞
茸
採
り
が
見
え
た
も
の
で
す

が、
必
ず
熊
に
出
会
っ
た
と
い
っ
て
空
手
で
帰
っ
たも
の
で
す
。」

と
明
治
三
十
六
年
に
入
植
し
た
内
野
む
め
の
談
話
に
あ
る
。
し
か
し
大
正
に

入
っ
て
から
は
熊
の
話
は
少
な
く
昭
和
に入
っ
て
か
ら
は
六
年
十
月
の
西
八
丁

目
に
現
わ
れ
た
親
子
づ
れ
の
子
熊
を
撃
ち
獲
っ
た。
ま
た
最
も
新
し
いの
は三

十
七
年
十
月
東
十
九
丁
目
に
出
没
し
た
雄
約
八
歳
三
〇
〇
キ
ロ
を
射
殺し
た
も

の
が
郷
土
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

最
近
は
開
発
が
進
み
山
岳
地
帯
に
追
い
込
ま
れ
た
た
め
市
域
で
は
熊
の
話
は

な
いが、

空
知
管
内
で
は
毎
年
捕
獲
さ
れ
て
い
る。
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日

の
北
海
道
新
聞
夕
刊
で
は

昨
年
は
ヒ
グ
マ
にと
って
は
!
不
幸
な
ミ年
だ
っ
た。
空
知
管
内
で
四
月
か
ら
十
一
月
ま

で
の
間
に、
ハ
ン
ター
た
ち
に
退
治
さ
れ
た
ヒ
グマ
は二
十
六
頭。
過
去
五
年
間
の
最
高
を

記
録
し
た。
ま
た
一人
で
七
頭
を
射
殺
し
た
〃
ク
マ
撃
ち
の
名
人
"も
おり
、
そ
の
中
に
は

四
百
キ
ロも
あ
る
ク
グ
リ
ズ
リ
ー
ノ
並
み
のバ
カ
で
か
い
ク
マも
含
ま
れ
て
い
る
。
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空
知
支
庁
の
調べ
に
よ
ると
、
空
知
管
内
に
は
千
六
百
五
十
人
の
ハ
ン
タ
ー
が
お
り
、
四

月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
ヒ
グ
マ
退
治
の
た
め
に
同
支
庁
か
ら
有
害
鳥
獣
駆
除
許
可
を
受
け
た

ハ
ン
タ
ー
は
延べ
八
百
五
十
五
人
で
昨
年
(八
百
六
十
一
人)
と
ほ
ぼ
同
じ
。
退
治し
た
頭

数
は
昨
年
の
十
七
頭
から
九
頭
も
増
え
た
。
四
十
九
年二
十
三
頭、
五
十
年
十
六
頭、
五
十

一年
二
十
五
頭
だ
っ
た
の
で
、
ここ
五
年
間
の
最
高
。

こ
の
う
ち
二
十
頭
が
夕
張
山
系
で、
そ
の
中
で
も
芦
別
市
内
が
多
く
十
一
頭。
そ
の
ほ
か

は
樺
戸
山
系
な
ど
だ
。
オ
ス
十
六
頭、
メ
ス十
頭
(子
グ
マ
六
頭
を
含
む)
で、
体
重
は
親

グ
マ
の
平
均
で
百
四
十
キ
ロ
(推定

平
均
年
齢
五
歳)。
時
期
別
に
見
る
と
、
六
月
か
ら
十

一
月
の、
ク
マ
が
活
動
す
る
危
険
期
"
は
七
頭
で、
四
月
と
五
月
が
圧
倒
的
に
多
く、
四

月
だ
け
で
十
三
頭
が
殺
さ
れ
た。
こ
れ
は
ハ
ン
ター
が
あ
ら
かじ
め
ク
マ
の
住
み
かと
な
る

穴
を
見
つ
け
て
お
き、
融
雪
期
に
腹
を
す
かし
て
歩
き
回
る
ク
マ
を
ねら
い
撃
ち
す
る
た
め

だ
。
(以下
略)

永
山
武
四
郎
の
狼
谷
に
つ
い
て
は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
北

海
道
に
も
エゾ
オ
オ
カミ
が
お
り
シ
ベ
リ
ア
の
狼
と
同
類
で
あ
っ
た
が、
和
人

の
渡
道
以
後
は
激
減
し
、
明
治
に
入
っ
て
大
雪
な
ど
の
た
め
餌
と
な
る
鹿
も
い

な
く
な
り
絶
滅
し
た
と
い
わ
れ
る
。

安
政三
年
五
月
松
浦
武
四
郎
の
蝦
夷

地
探
検
記
録
に
「
狼
と
申
す
も
近
年
迄

は
こ
れ
な
く
候
へ共、

此
頃
出
来
り
候

由
土
人
是
を
「ヲ
ラ
セ
カ
モ
イ
」
と
申

し
候、
此
獣
「ソラ

チ
」
よ
り
「
ユ
フ

バ
リ」
の
山
え
か
け
て
居
り
候
由
申
し

候
」
と
あ
り
。

ま
た
、
翌
安
政
四
年
五
月
二
十
八
日

石
狩
川
上
流
の
ウ
ェ
ン
べ
で
「狼
を
見

る
こ
と
三
度
土
人
も
必
ず
是
を
取
ら
ず

お お か み

と
か
や
」
と
あ
る
。

内
務
省
は
御
用
係
月
形
潔
を
主
班
と
し
て
土
地
選
定
方
を
命じ
た
。
明
治
十

四
年
五
月
一
日
「
尻
別
山
麓
に
至
る
。
狼
の
徜
徉
す
る
を
見
る
。
地
味
良
き
も

運
搬
の
便
な
し
。」<
北
海
道
開
拓
秘
録
第
三
篇
>
と
あ
る
。

開
拓
使
で
は
熊
の
皮
五
銭
の
買
上
げ
に
対
し
狼
の
足
四
本
で
一
〇
銭
と
い
う

時
が
あ
っ
た
。

エ
ゾ
鹿
も
開
拓
以
来
姿
を
見
せ
て
い
な
い
が
空
知
川
縁
の
開
墾
に
頭
蓋
骨
や

角
が
散
乱
し
て
い
た
と
い
う
。

安
政
三
年
(一
八五
六)
五
月
松
浦
武
四
郎
が
ト
ッ
ク
酋
長
の
セ
ッ
カ
ウ
シ
の

案
内
で
石
狩
川
を
上
り
上
川
に
向
う
途
中
に
ト
ック
の
セ
ッ
カ
ウ
シ
宅
に
立
寄

っ
た
そ
の
日
に
案
内
の
一
人
で
あ
る
ト
ッ
ク
ト
ミ
ハ
セ
が
狩
に
出
て
雄
鹿
を
、

ま
た
妻
が
犬
を
使
っ
て
鹿
を
追
わ
せ
て
鹿
を
獲
っ
て
帰
っ
た
記
録
が
あ
る
。
こ

れ
を
み
て
も
鹿
が
近
辺
山
野
に
多
か
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。他
の
動
植
物
に
つ
い
て
森
秀
太
郎
懐
旧
録
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

長
ラ
ク
雪
籠
リ
デ
北
海
道
ノ
木
ニ
ハ葉
が
出
来
ル
ジ
ャ
ロ
ー
カ
ト
思
フ
程
長
ク
枯
山
テ
在

タ
ガ
雪
カ
解
ケ
ル
ト
谷
地
ニ
ヨ
メ
菜
又
ノ
名
ミ
ヨ
ヂ
葉
ト
モ
云
フ
草
カ
生
へ
此
ヲ
採
取
シア

ザ
ミ
ヤ
ク
グ
ミ
ナ
ヲ
採
リ
ダ
ラ
メ
ヲ
ト
ル
人
大々
喜
ビ
昨
冬
青
物
ノ
不
足
ニ
困
ッ
テ
居
タ
事

ト
テ
大
ノ
御
馳
走
網
デ
ウ
グ
イ
捕
リ
ニ行
ケ
バ
水
ト
魚
ト
半
分
ト
云
フ
テ
ヨ
イ
位
沢
山
居

テ
捕
レ
ル、

小
谷
テ
ハ
ヤ
マ
ベ
ガ
釣
レ
ル、
一日
係
ノ
者
等
技
師
二
人
ト
上
徳
富
土
地
見
ニ
行
タ
ガ
彼

等
ハ
村
田
銃
デ
沢
山
小
鳥
ヲ
落
ス
其
中
黒
色
ノ
キ
ッ
ム
キ
ヲ
一
番
多
ク
捕
タ
(略)

バ
ヨ

カ
ワ
ウ
ッ

移
住
ノ
当
時
兎
ノ
多
カ
ッ
タ
事、

獺
モ
沢
山
居
ル
ト
言
フ
タ
ル
モ
生
タ
ル
ヲ
直
接
見
タ

ノ
ハ
只
一
度
オ
シ
ラ
リ
カ
奥
ノ
川
辺
ニ
木
屋
カテ
テ
居
タ
ト
キ
タ
方
見
タ
丈
ジ
ャ、
栗
鼠
ハ

馬
鹿
デ
何
時
デ
モ
見
ル
ガ、
貂
ハ
敏
ク
曽
テ
生
タ
ル
ヲ
見
タ
ル
事
ナ
シ、
松
本
俊
将が
二
十

四
年
頃
屯
田
給
与
地
開
ク
時、
銃
デ
狐
取
テ
其
肉
食
レ
タ
ガ
味
ハ
ヨ
ク
ナ
シ、
獺
ノ
肉
へ
尚
不
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第
二
編
自

然

味
也。
オ
シ
ラ
リ
カ
川
出
合
テ
獲
タノ
ヲ
食
バ
レ
タ
事
ア
ッ
タ、
二
十
九
年
頃
ノ
夏
頃
也。

熊
ノ
肉
ハ
隣
ノ
上
中
デ
食
べ
タ
ガ
始
メ
也
(二
十
五
年
ご
ろ
)(略)

自
分
ト
沢
渡
虎
吉
ハ
魚

釣
リ
ニ
空
知
川
へ
行
ク。
一日
二
人
デ
鰥(注

ヤ
マベ
の
事
)フ
手
桶ノ
八
分
釣
ッ
タ
。
爾

来
四
十
年
ニ
ナ
ル
ガ、
其
日
位
釣
ッ
タ
事
ハ
始
メノ
終
リ
デ
ア
ッ
タ。
帰
リ
ニ
松
本
忠
太

(山
天
の
峰
尾
屋
)
ガ
八
・
九
寸
モ
ア
ル
ウ
グ
イ
ヲ
四
・
五
本
釣
ッテ
居
タ
ノ
デ、
初
メ
テ

北
海
道
ノ
ウ
グ
イ
ヲ
見
タ
。
バ
カ

高
橋
ト
云
フ
男、
年
中
漁
斗
リ
ス
ル
ノ
デ
、
或
時
尾
白
利
加
川
ロ
デ
鱒
網
差
シ
テ
置
イ
タ

ラ、
七
尺
以
上
ノ
鮫
が
捕
レ
テ
、
自
分
魚
釣
ニ
行
小
屋
へ立
寄
タ
レ
バ
、
肉
ハ
農
場
へ大
部

分
売
、
皮
ヲ干
シ
テ
ア
ッ
タ
ガ、
貂
ノ
如
ニ班
ガ
ア
ッ
テ
針
ノ
如
ナ
鰭
ガ
ア
ッ
タ
。

肉
が
未
ダ
在
テ
酒
モア
リ
、
大
ニ
馳
走
ニ
ナ
ッ
タ。
中
油々
ノ
強
イ
味
ノ
美
イ
モ
ノ
デ
ア

:ヨ

ッ
タ。

(明
治三
十
一
年
六
月
五
日
ナ
ル事
日
誌
ニ
依
リ
知
ル
)

て
ん

獺
は
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
で
近
辺
河
川
地
に
ま
た
貂
も
生
息
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。
最
近
は
山
林
地
帯
で
野
兎、
鼬
、
狐
(きたき

つ
ね)、
蛇
(青大
将)
は
今

で
も
見
か
け
る
こと
が
あ
る
。
エゾ
タ
ヌ
キ、
エゾ
リ
ス、
シ
マ
リ
ス、

エゾ
モ
モ
ン
ガ
(ムサ
サビ
)
な
ど
は
山
地
に
生
息
し
て
い
る
話
は
聞
く
が
人
目
に
は

ほ
と
ん
ど
と
ま
ら
な
い。

鳥
に
つ
い
て
は
開
墾
さ
れ
樹
林
地
が
田
畑
に
切
替
わ
っ
た
た
め
飛
来
す
る
種

類
も
減
少
し
、
市
街
地
区
近
く
で
は
限
定
し
た
種
類
の
小
鳥
し
か
見
か
け
な

い
。春
の
ヒバ
リ、
桜
鳥
・
カ
ッ
コ
ウ
に
始
ま
り
夏
に
は
モ
ズ、
池
や
沼、
川
に

カ
ワ
セミ
・
セ
キ
レ
イ
・
秋
に
は
ム
ク
ド
リ
・
カ
ケ
ス
・
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

は
シジ

ュ
ウ
カ
ラ
・
コ
ガ
ラ
・
ウ
ソ
な
ど
が
飛
来
す
る
。
山
間
地
帯
で
は
こ
の

ほ
かに
ウ
グ
イ
ス
・
ヤマ
バ
ト
・
ミ
ミ
ズ
ク
・キッ

ツ
キ
・
オ
オ
ル
リ
な
ど
を

見
か
け
る
。
雀
と
カ
ラ
ス
は
い
っ
こ
う
に
減
ら
ず
開
拓
当
初
から
親
し
み
は
あ

る
が
害
鳥
で
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
。
鳩
も
一
時
ブ
ー
ム
が
あ
り
飼
い
バ
ト

が
放
さ
れ
て
野
鳥
化
し
て
以
来
害
鳥
と
な
っ
て
い
る
。
数
多
く
の
小
鳥
の
生
息

地
及び
渡
来
地
で
あ
っ
たこ
の
地
方
も
開
発
が
進
み、
生
活
環
境
も
変
わ
り、

農
薬
な
ど
に
よ
る
昆
虫
・
魚
類
の
減
少
に
よ
り
こ
の
地
か
ら
小
鳥
を
遠
ざ
け
て

い
っ
て
い
る
。

い た ち

チョウサメ Acipenser
全長1.35m

くまげら

ちょうざめ <小樽水族館蔵
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母
な
る
川
で
あ
る
石
狩
川
を
本
流
と
し
て
第
一
の
支
流
空
知
川、
そ
れ
ら
に

注
ぎ
込
ま
れ
る
小
中
の
河
川
に
恵
ま
れ
た
滝
川
で
は、
魚
を
得
る
絶
好
の
場
所

で
先
住
民
族
が
住
み
、
和
人
が
こ
の
場
所
を
探
検
し
た
時
に
四
、
五
戸
の
ア
イ

ヌ
が
住
ん
で
お
り
、
漁
労
に
便
利
な
地
で
あ
っ
た
。
開
拓
当
初
に
は
サ
ケ
・
マ

ス
が
時
期
に
な
る
と
川
に
差
し
込
ん
だ
棒
が
倒
れ
な
い
な
ど
の
話
が
あ
る
ほ
ど

密
集
し
た
サ
ケ
の
遡
上
で
あ
った。

秀
太
郎
懐
旧
録
に
あ
る
ヤ
マ
ベ、
サ
メ
や
イ
ト
ウ
・
イ
ワ
ナ
・
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
な
ど
古
老
の
話
で
は
よ
く
聞
く
こ
と
で
あ
る
が、
サ
メ
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
こ

と
で
現
在
は
遡
上
し
て
い
る
話
は
聞
か
な
い。
江
部
乙
の
語
源
は
北
海
道
蝦
夷

語
地
名
解
で
は
『ユー

ベ
オ
ッ』
は
『鮫
居
川
』
に
な
っ
て
お
り、
石
狩
川
の

旧
流
沼
と
な
り
て
流
る
川
の
意
で
あ
る
が、
秀
太
郎
の
鮫
を
探
っ
た
尾
白
利
加

川
の
河
口
か
ら
江
部
乙
に
当
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
空
知
川
で
も
現
在
「
鮫
淵」
と
い
う
所
が
あ
り
、
市
内
に
も
明
神
町
空

知
町
から
空
知
川
に
流
れ
る
小
川
が
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
地
名
の
「シ
ュプ
オ
マ

ナ
イ」
で
鮫
の
産
卵
場
の
意
で
あ
っ
て、
当
時
は
石
狩
川
に
も
空
知
川
に
も
相

当
の
鮫
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
本
動
物
図
鑑
の
「ち
ょう
ざ
め」
に
つ
いて
は
次
の
と
お
り
記
し
て
い

る
。

て
ふ
ざ
め
Acipenser

mikadoiHilgendorf
形
細
長
ク
シテ
、
吻
著
シ
ク
延
長
シ、

下
面
ニ
ロア
リ
、
二
対
ノ
鬚
ヲ
以
テ
泥
土
ノ
中
ヲ
捜
索
シ
テ
食
ヲ
攝
ル、
背
板
七
・
八
個、

側
板三
・四
個
ニ
シテ
、
鱗
間
/
皮
膚
ニ
八大
小
不
同
/
小
鱗
ヲ
散
在
ス
、
灰
青
色
ニ
シ

テ、
下
面
へ白
色
ナ
リ
、
我
国
ニ
テ
ィ
僅
カ
ニ
天
塩
川
及
ビ
石
狩
川
ニ
溯
河
ス
ル
ノミ
ニ
シ

テ
、
北
日
本
ノ
海
ニ
テ
モ
稀
ニ
漁
獲
セラ
ル、
肉
頗
ル
美
味
ナ
ル
モ、
漁
獲
セ
ラ
ル
ヘ
コ
ト

稀
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
コレ
ガ
食
味
ヲ
知
レ
ル
モ
ノ
殆
ド
ナ
シ
、
体
長
一
米
。

Acipenser
schrencki

Bnandt
本
種
ハ
だ
う
り
あ
て
ふ
ざ
め

ニ
似
タ
レ
ド、
ロ
ハ割
合
ニ
小
サ
ク、
ロ
角
頭
側
縁
ニ達
セ
ズ
、
鰓
膜
ハ
峡
部
ニ
テ
合
ス
レ

ド、
左
右
ノ
鰓
裂
ハ峡
部
ニ於
テ
合
セ
ズ、
鬚
二
対
ノ
中
外
側
ノ
モ
ノ
ハ内
側
ノ
モ
ノ
ヨ
リ

僅
カ
ニ前
方
ニ
アリ
、
背
鰭三
八
～
五
三
軟
条、
臀
鰭二
〇
～
三
二
軟
条、
背
板
一
一～
一

七
個、
側
板三
二
～
四
七
個、
腹
板
七～
一〇
個
ニ
シ
テ、
大
骨
板
間
ノ
皮
膚
ニ
ハ
小
鱗
散

布
シ、
殊
ニ
背
板
ト
側
板
ト
ノ
間
ニ
ハ多
数
存
ス、
背
面
蒼
黄
色
ニ
シ
テ、
下
面
黄
白
色
ナ

リ、
中
ニ
ハ全
体
黄
色
ヲ
呈
ス
ル
モ
ノア
リ、
黒
竜
江
・
う
す
り
ー
江
・
興
凱
湖
・
松
花

江
・お
こつ
く
海
・日
本
海
等
ニ
産
ス
、
大
キ
サ
ハだ
う
り
あ
て
ふざ
め
、
四
米
ニ
モ達
ス

ル
大
形
ノ
モノ
ア
レ
ド、
本
種
ハ
漸
ク三
米
ニ
達
ス
ル
大
サノ
モ
ノ
ナ
リ、
肉
ハ
前
種
同
様

頗
ル
美
味
ナ
リ
。

芦
別
市
史
に
福
家
寅
太
郎
翁
が
「住
吉
の
鮫
淵
で
見
か
け
た
の
は
人
間
の
体

ぐ
ら
い
は
あ
っ
た。」

と
記
さ
れ
て
お
り、
秀
太
郎
日
記
に
よる
尾
白
利
加
川

の
七
尺
以
上
の
鮫
の
話
も
あ
り
、
種
類
の
異
な
る
「あ
む
う
る
ち
ょ
う
ざ
め
」

又
は
「だ
う
り
あ
ち
ょう
ざ
め
」
な
ど
も
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

開
拓
が
進
み
し
だ
い
水
量
が
減
り
、
鮫
の
遡
上
が
な
く
な
り
、
サ
ケ
や
マ
ス

も
減
り、
さ
ら
に
石
狩
川
上
流
の
開
発
が
進
む
に
し
た
が
って
汚
水
が
流
れ
始

め
る
と
魚
の
数
も
極
端
に
減
少
し
て
い
っ
た。

河
童
(かっ
ぱ)
は
想
像
上
の
動
物
で
あ
る
。
そ
の
カ
ッパ
を

カ
ッパ
の
話

か わ うそ

あ
む
ー
る
て
ふ
ざ
め
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第
二
編
自 自

ク
ア

然

見
た
と
い
う
川
端
実
翁
(新
十
津
川
町
中
央
在
住
明
治三
十
九
年
生
れ)
は
今
で
も
信

じ
て
お
り
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

小
学
校
四
年
生
の
時
だ
っ
たと
思う
が、
学
校
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
四
人
の
友
達と
泳
ぎ
に

行
っ
た。
徳
富
川
の
川
原
ま
で
行
く
と
何
か
黒
い
も
の
が
砂
利
原
に
見
え
る。

一五
〇
メ
ー

ト
ル
先
から
見
え
た
の
で近
づ
いて
す
ぐ
そ
ば
ま
で
いく
と
生
き
も
の
のよ
う
だ
。
皆
び
っ

く
り
し
て
立
ち
止
った。

色
は
灰
色
を
し
て
い
た。
一
・二
メー
ト
ルの
傍
ま
で
子
供
た
ち

が
近
づ
い
た
の
に
す
ぐ
起
き
な
い
で
顔
だ
け
こ
ち
ら
に
向
け
た
。
そ
れ
か
ら
夏
の
陽
の
照
る

石
原
で
寝
て
い
る
と
ころ
を
起
こ
さ
れ
た
かの
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
た。
そ
れ
を
見
て
”
カ

ッ
パ
〃
だ
と
思
っ
た
。
四
年
生
の
我
と々
同
じ
く
ら
い
の
背
が
あ
っ
た。
手
足
も
同
じ
よ
う

に
見
え
た
。
シ
ッ
ポ
は
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
皿
は
よ
く
わ
か
ら
な
く
体
に
も
何
も
つ
い
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
毛
も
あ
る
よ
う
に
見
え
な
か
っ
た、
す
ぐ
そ
ば
に
い
て
見
た
の

で
間
違
っ
て
は
い
な
い
と
は
思
う
が
驚
い
た。
ギ
ロ
ッと
我
の々
方
を
見
て
か
ら
川
の
方
へ

ス
タ
ス
タと
立
っ
て
歩
き
出
し
足
速
や
に
川
に
入
っ
て
見
え
な
く
な
っ
た
。
今
七三
歳
だ
が

今
で
も
忘
れ
な
い
事
の
一
つ
だ
。
こ
れ
は
大
正
四・
五
年
ご
ろ
の
事
だ
が
徳
富
橋
の
少
し
上

の方
で
長
名と
いう
家
の
裏
の
方
に
当
た
る
。
当
時
の
川
は
そ
う
深く
は
な
か
っ
た
が
川
幅

も
あ
り
広
か
った。

そ
のこ
ろ
は
よ
く
カ
ッ
パ
の
話
が
あ
っ
て
年
に
三
・
四
回
は
出
た
話
を

聞
い
た。
石
狩
川
の
中
島
や
惣
富
地
川
と
か
に
出
た
話
だ
。
私
は
こ
の
一
度
し
か
見
て
い
な

い
が、
足
は子
供
ぐ
ら
い
長
いし
二
本
足
で
歩
い
て
川
に入
っ
た。
手
も
同
じ
よ
う
に
見
え

た
あ
れ
は
カ
ッ
パ
だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

第
二
節
滝
川
の
動
物

滝
川
に
生
息
及
び
時
お
り
見
か
け
る
動
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

脊
椎
動
物
哺
乳
綱

一
翼
手
目

ひ
な
こ
う
も
り
科
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
・
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ

き
く
が
し
ら
こ
う
も
り
科
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ

二
食
虫
目

ミ
と
が
り
ね
ず
み
科
オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ

三
齧
歯

目

く い

食
ま ぬ 肉

目

ー
ヒ
グ
マ

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
・
キ
タ
キ
ツ
ネ

四

う
さ
ぎ

エ
ゾ
ノ
ウ
サ
ギ

科科 科 科

五
偶
蹄
目

し
か

科
エ
ゾ
シ
カ

目

くさ
り
へ
び
科

マ
ム
シ

一へ
び

科
ヂ
ム
グ
リ
・
シ
マ
ヘ
ビ
・
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ

蛇

二
と
か
げ
目

両
棲
綱

か
な
へ
び
科

コ
モ
チ
カ
ナ
ヘ
ビ
・
カ
ナ
ヘ
ビ

一
無
尾
目

ア
マ
ガエル

エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル

あ
か
が
え
る
科

あ
ま
が
え
る
科

二
有
尾

目
さ
ん
し
ょ
う
う
お
科

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

節
足
動
物甲
殼
綱

十
脚
目

ざ
り
が
に
科
ザ
リ
ガ
ニ

雀 綱

ひ
ば

り
科

キ
レ
イ

ミ
・
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ

ね
ず

み
科

エ
ゾ
ア
カ
ク
マ
ネ
ズ
ミ
・
エ
ゾ
ア
カ
ネ
ネ
ズ
ミ
・
エゾ

ヒ
メ
ネ
ーズ

りり
す

エ
ゾ
モ
モン
ガ
・
シ
マリ
ス・

エ
ゾ
リ
ス

科 科

さ
わ
が
に
科
サ
ワ
ガ
ニ

目

ヒ
バ
リ
・
タ
ヒ
バ
リ
・
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
・
キ
セ
キ
レ
イ
・
ハ
ク
セ

す
ず
め
科

ス
ズ
メ
・
カ
ラ
フ
ト
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
・ア
オジ

・
ニ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ

一 鳥
燕

00 2

科
イ
タ
チ
・
エ
ゾ
イ
タ
チ
・
コ
エ
ゾ
イ
タ
チ
・
エ
ゾ
テ
ン
・
カ
ワ
ウ
ソ

い
た
ち

爬
虫
網



し
じ
ゅう
から
科
シ
ジ
ュウ
カ
ラ・
コガラ

・
ヒガラ

・
シマ
エナ
ガ・
ヤ
マガラ

・

き二

じ

十一
鶴第
三
章

生

物

し
ぎ

十
二

う
ず
ら
目

「
科
ウ
ズ
ラ

く
い
な
科
バ
ン

目

十
し

ぎ
目

が
ん
お
う
科

ト

オ
オハ
ク
チ
ョ
ウ・
ヒシ
クイ
・
マガ
ン
・
カワ
アイ
サ
・
マ
ガ

九
雁
鴨
目

は
と

科
キ
ジ
バ
ト

八
鳩

鴿
目

t
o
ぎ

科
ア
オ
サ
ギ

七
鶴
鷺
目

モ
・
コ
ガ
モ
・
ヨシ
ガ
モ
・
オ
シ
ド
リ
・
オ
ナ
ガ
カ
モ
・
ア
カ
ハ
ジ

昆
虫
綱

た
に
し
科

マ
ル
タ
ニ
シ

き
り
ぎ
り
す
科

ば
っ
た
科

こ
お
ろ
ぎ
科

け
ら

科

一
直
翅
目

ギ ケ
ラ
エ
ゾ
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
・
エ
ゾ
ス
ズ
・
カ
ン
タ
ン
・
エ
ン
マ
コ
オ
ロ

ハ
ネ
ナ
ガ
キ
リ
ギ
リ
ス
・
ク
サ
キ
リ
・
ク
ビ
キ
リ
・
サ
サ
キ
リ

ハ
ネ
ナ
ガ
フ
キ
バ
ッ
タ
・
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
・
コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

三
中
腹
足
目

い
し
が
い
科

カ
ラ
ス
ガ
イ

二
真
瓣
鰓
目

お
か
も
の
あ
ら
が
い
科

オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ

ま
い
ま
い
科

エゾ
マ
イ
マ
イ

一
柄
眼

目
軟
体
動
物
腹
足
綱

ひ
ら
め
科
カ
ワ
ガ
レ
イ

か
じ
か
科
ベ
ロ
・コホリ

カジ
カ・
ノ
ロ
カジ
カ

わ
か
さ
ぎ
科

ワ
カ
サ
ギ

い
と
よ
科

ト
ミ
ヨ
・
イ
ト
ヨ

な
ま
ず
科
ナ
マ
ズ

ど こ さ

こ
い

ど
じ
ょ
う
科 科 科

コ
イ
・
フ
ナ
・
ウ
グ
イ
・
ヤ
チ
ウ
グ
イ

「
イ
ト
ゥ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
・
サ
ケ
・
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
ベ

エ
ゾ
ホ
ト
ケ
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
ア
カ
ド
ジ
ョ
ウ
・
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

ひ
す
い
科
カ
ワ
セミ

き
つ
つ
き
科

ヤ
マ
ゲ
ラ
・
エ
ゾ
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ

三
き
つ
つき
目

四
杜
鵑
目

と
け
ん
科
カ
ッ
コ
ウ

わ
し
た
か
科

ノ
ス
リ
・
ト
ビ

六
鷲
鷹
目

ふ
く
ろ
う
科

フク
ロ
ウ
・
コノ
ハ
ズ
ク

五
ふ
く
ろ
う
目

シ
ロ
ハ
ラ
ゴ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ

科

ロキア
ッ
シ
ギ・
ア
オ
ア
シ
シ
ギ

無
顎
綱

魚一
八
目
鰻
目

類

や
つ
め
う
な
ぎ
科
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
・
ス
ナ
ヤ
ツ
メ

二
ち
ょ
う
ざ
め
目

ち
ょ
う
ざ
め
科
チ
ョウ
ザ
メ
(近
年
は
未
確
認
)

ハけ

硬
骨
魚
綱

硬
骨
魚
目

む
く
ど
り
科
ム
クド
リ
・
コ
ム
ク
ド
リ

つ
ば
め
科
セ
ウド
ウ
ツバ
メ

か
ら
す
科

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
カ
ケ
ス

う
ぐ
い
す
科
エ
ゾ
セ
ン
ニ
ウ
・
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

ひ
た
き
科
キ
ビ
タ
キ
・
オ
オ
ル
リ

ま
る
む
ね
は
さ
み
む
し
科

ハ
サ
ミ
ム
シ
・
キ
ハ
ネ
ハ
サ
ミ
ム
シ

83

二
翡
翠
目

み
そ
さ
ざ
い
科
ミ
ソ
サ
ザイ
・
カワ
ガラ
ス



第
二
編
自

二
食
毛
目

け
も
のじ
ら
み
科

ニ
ワ
ト
リ
ナ
カバ
ジ
ラ
ミ
・
イ
ネ
ハ
ジ
ラ
ミ
・
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
・
キ

モ
ノ
ジ
ラ
ミ
・
ケ
ジ
ラ
ミ

カ
ワ
ト
ン
ボ

エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ

オ
ニ
ヤ
ン
マ・
ア
オ
ヤ
ン
マ
・
ルリ
ボ
シ
ヤ
ン
マ

オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
・
ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
・
エ
ゾ

ア
カ
ネ
・
ア
キ
ア
カ
ネ

四
半
翅
目

ア
メ
ン
ボ

ま
つ
も
む
し
科
マ
ツ
モ
ム
シ

コ
ミ
ズ
ム
シ
(風
船
虫
)

ア
カ
エ
ゾ
ゼミ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
コ
エ
ゾ
ゼ
ミ

あ
ぶ
ら
む
し
科

ト
ド
ノ
ネ
オ
オ
ワ
タ
ム
シ
(雪
虫
)
(他
省
略
)

五
脈
翅
目

六
鮮
翅
目

は
も
ど
き
が
科
リ
ン
ゴ
ハ
モ
ド
キ

バ
ク
ガ
(米
の
害
虫)

コ
ク
マ
ル
ハ
キ
バ
ガ

リ
ン
ゴ
ド
ク
ガ

ナ
シ
ノ
ヒ
メ
シ
ン
クイ
・
マ
メノ
シ
ン
ク
イ
・
ア
ズ
キ
サ
ヤ
ム
シ
・

か
れ
は
が
科

や
ま
ま
ゆ
が
科

つず
め
が
科
ウ
チ
ス
ズ
メ
ガ

オ
ビ
カ
レ
ハ

オ
オ
ミ
ス
ア
オ
・
ヤ
マ
マ
ユ

キ
ハ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ
・
ヒ
ト
リ
ガ

あ
げ
は
ち
ょ
う
科
キ
ア
ゲ
ハ
・
ア
ゲ
ハ・
オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
・
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
・
ミ
ヤ
マ

カラ
ス

しろ
ち
ょ
う
科

モ
ンキ
チ
ョ
ウ
・
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
・
エゾ
ス
ジ
グ
ロ
・ス
ジ
グ
ロ

チ
ョ
ウ
・
エ
ゾ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
・
エ
ゾ
ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

しじ
み
ち
ょう
科
ウス
ムラ
サ
キ
オビ
シ
ジ
ミ
・オ
オミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
・ミ
ド
リ
シジ

ミ
・
ベ
ニシ
ジミ

チ
ョ
ウ
・
ホ
ソ
バ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

げ
ん
ご
ろ
う
科
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

ル
リ
コ
ガ
シ
ラ
ハ
ネ
カ
ク
シ

オ
オ
ニ
ジ
ュ
ウ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
・
ヒ
メ
ア
カ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
・
テ
ン

ト
ウ
ム
シ

こ
め
つ
き
む
し
科
オ
オ
ナ
ガ
コ
メ
ツ
キ

つ
つ
き
の
こ
む
し
科
ツ
ヤ
ッ
ツ
キ
ノ
コ
ム
シ

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
(そ
の
他
多
種)

コ
ク
ゾ
ウ

コ
ガ
ネ
ム
シ
・
コ
ン
ス
ジ
コ
ガ
ネ
・
ア
オ
カ
ナ
ブ
ン

キ
タベ
ニボ
タル・

ホソベ
ニボ
タ
ル

か
み
き
り
む
し
科

ぞ
う
む
し
科

こ
が
ね
む
し
科

べ
に
ぼ
た
る
科

八
膜
翅
目

す
ず
め
ば
ち
科
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

ジ
ガ
バ
チ

み
つ
ば
ち
科

ミ
ツ
バ
チ

科 科

キ
ア
シ
オ
オ
ブ
ユ・
オ
オ
ブ
ュ

ペ
ア
カ
イ
エ
カ
・
エ
ゾ
ヤ
ブ
カ
・
シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
・
エ
ス
リ
カ

ふ
く
ろ
ぐ
も
科

は
え
と
り
ぐ
も
科

蛛
形
綱

か
に
ぐ
も
科

み
ず
ぐ
も
科
ミ
ズ
グ
モ

フ
ノ
ジ
グ
モ・
カ
ザ
ミ
グ
モ
・
ア
ズ
チ
グ
モ

84

か
の
こ
が
科
カノ
コガ

然

と
ん
ぼ
科

三
と
ん
ぼ
目

か
わ
と
ん
ぼ
科

い
と
と
ん
ぼ
科

さ
な
え
と
ん
ぼ
科

か
め
む
し
科
エ
ゾ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
(そ
の
他
種
類
多
し
)

せ
み

く
さ
か
げ
ろ
う
科
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ

き
ば
が
科

ま
る
は
き
ば
が
科

ど
く
が
科

ひ
め
は
ま
き
が科

め
い
が
科

ニ
カ
メ
イ
ガ

リ
ン
ゴ
シ
ロ
ハ
マ
キ

は
も
ぐ
り
は
え
科
イ
ネ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ・
イ
エバ
エ

フ
ク
ロ
グ
モ

マ
ミ
ジ
ロ
ハ
エ
ト
リ
グ
モ

た
て
は
ち
ょ
う
科

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
・
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
チ
ョ
ウ
モ
ン
・
ク
ジ
ャ
ク

七
鞘
翅
目

は
ね
か
く
し
科

て
ん
と
う
む
し
科

あ
め
ん
ぼ
科

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
・
エ
ゾ
ハ
ル
ゼミ
・
ミ
ンミ
ン
ゼ
ミ
・
エ
ゾ
ゼ
ミ
・

科
み
ず
む
し
科

じ
が
ば
ち
科

ぶ か
ゆ

九
双
翅
目

ひ
と
り
が
科



こ
が
ね
ぐ
も
科

オ
ニ
グ
モ
・
ア
カ
オ
ニ
グ
モ
・
カ
ラ
ス
グ
モ
・
ナ
カ
ム
ラ
オ
ニ
グ

モ
・
ギ
バ
ナ
オ
ニ
グ
モ

<
監
修
北
海
道
教
育
大
学
教
授
西
田
秀
夫
>

第
三
節

滝
川
の
植
物

滝
川
に
自
生
す
る
植
物
を
列
記
す
る
と
次
のと
お
り
で
あ
る
。

羊
歯
植
物

ワ
ラ
ビ

と
く

さ
科
ス
ギ
ナ
・
キ
タ
ス
ギ
ナ
・
ト
ク
サ
・
ミ
ズ
ド
ク
サ

ぜ
ん
ま
い
科
ゼン
マ
イ
・ヤ
マド
リ
ゼ
ン
マ
イ

コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
・
ク
サ
ソ
テ
ツ
・
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ
・
オ
シ
ダ
・

種
子
植
物

裸
子
植
物

つ

い
ち
ょ
う

科 科 科イ
チ
ョ
ウ

イ
チ
イ
(お
ん
こ)

ま
科
ア
カ
ト
ド
マ
ツ
・
ア
オ
ト
ド
マ
ツ・

エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
・

い
ち

カ
ラ
マ
ツ

い
ぬ
が
や
科

ハイ
イ
ヌ
ガ
ヤ

ら
ん

単
子
葉
植
物
科
ネ
ジ
バ
ナ
・
サ
ル
メン

エ
ビ
ネ
・
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
・
ノ
ビ
ネ
チ
ド

被
子
植
物

ゆ
り

科
ソ
ウ
・
マ
イ
ゾ
ル
ソ
ウ
・
ユ
キ
ザ
サ
・
チ
ゴ
ュ
リ
・バ
イ
ケ
イ
ソ

タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
・
エ
ゾ
ゼ
ン
テ
イ
カ
・
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
・
ツ
ク
バ
ネ

い

ぐ

つ
ゆ
く
さ
科

さ
科

ウ
・
キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ
・
カ
タ
ク
リ
・
エン
レ
イ
ソ
ウ
・
オ
オ
ア
マ

ド
コ
ロ
・
オ
オ
バ
ナ
ノ
エン
レ
イ
ソ
ウ
(シ
ロ
バ
ナ
ノ
エン
レ
イ
ソ

ウ
)・
シ
オ
デ
・
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
・
ク
ロ
ユ
リ
・
ア
サ
ツ
キ
・
ギ
ョ

ウ
ジ
ャニ
ン
ニ
ク
(ア
イ
ヌ
ネ
ギ)

ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
・
ス
ズ
メ
ノ
ヤ
リ

ツ
ユ
ク
サ

ウ
キ
ク
サ

ミ
ズバ
シ
ョ
ウ
・
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
・
コ
ウ
ラ
イ
テ
ン
ナン
シ
ョ
ウ

エ
ゾ
ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
・
ウ
シ
ク
サ
・
フ
ト
イ
・
ホ
タ
ル
イ
・
ビ
ロ
ウ
ド

ス
ゲ
・
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ス
ゲ
・
ア
ゼ
ス
ゲ
・
ナ
ル
コ
ス
ゲ
・
ヤ
マ
テ

キ
リ
ス
ゲ
・
ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ね
科
カ
モ
ガ
ヤ
・
ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ
・
カ
ゾ
ノ
コ
グ
サ
・
ナ
ガ
ハ
グ
サ
・

い

ク
マ
イ
ザ
サ
・
ス
ズ
タ
ケ
・
オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ
・
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ

ウ
・
コ
ヌ
カ
グ
サ
・
ヤ
マ
ヌ
カ
ボ
・
エ
ゾ
ヌ
カ
ボ
・
イ
ブ
キ
ヌ
カ

ボ
・
ヒ
メ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
・
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
・
キ
ツ
ネ
ガ
ヤ
・
オ
オ
ウ
シ

ノ
ケ
グ
サ
・
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
・
ヨ
シ
・
ニ
ワ
ホ
コ
リ
・
ヒ
メ
シ

バ
・
エノ
コ
ロ
グ
サ
・
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
・
ス
ス
キ
・
ミ
ズ
ビ

エ
・
イ
ヌ
ビ
エ・
ム
ラ
サ
キ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
・
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ス
ス
キ

科
ガ
マ

お
も
だ
か
科

ひ
る
む
し
ろ
科

ヒ
ル
ム
シ
ロ
・
イ
ト
モ

オ
モ
ダ
カ

がが
ま

離
弁
花
類

双子
葉
植物

ほ
し
く
さ
科

ヒ
ロ
ハ
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ

み
く

り
科

ミ
ク
リ

オ
オ
チ
ド
メ
・
ヒ
メ
チ
ド
メ
・
ウ
マ
ノミ
ツ
バ
・
セ
リ
・
シ
ャ
ク
・

せ
り

み
ず
き

ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
・
エ
ゾ
オ
オ
バ
セン
キ
ュ
・
ド
ク
ゼ
リ
・
オ
オ
ハ
ナ
ウ

ド
・
オ
オ
カ
サ
モ
チ
・
エ
ゾ
ノ
ヨ
ロ
イ
グ
サ

タ
ラ
ノ
キ
・
ウ
ド
・
ハ
リ
ギ
リ
(セ
ン
ノ
キ
)
・
エ
ゾ
ウ
コ
ギ
・
キ

う
こ
ぎ
科
ツ
タ

か
ば
な
科

ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
・
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
・
エ
ゾ
ア
カ
バ
ナ
・
メ
マ
ツ

あ

第
三
章
生

物

や
ま
の
い
も
科

タ
チ
ド
コ
ロ

あ
や

め
科
ノ
ハナ
シ
ョウブ

・
キ
シ
ョウ
ブ

リ
・
オ
オ
ヤマ
サ
ギ
ソ
ウ

う
き
く
さ
科

さ
と
い
も
科

か
や
つ
り
ぐ
さ
科

ひ
か
げ
の
か
ず
ら
科
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ

わ
ら
び
科

お
し
だ
科
ミ
ヤ
マシダ

・
ヒメ
シダ

し
し
が
し
ら
科
シ
ン
ガ
シラ

85

科 科

ミ
ズ
キ



第
二
編
自

ヨ
イ
グ
サ

然

ア
キ
グ
ミ
・
ナ
ツ
グ
ミ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

ヒ
シ

し
な
の
き
科
シ
ナ
ノ
キ

ま
た
た
び
科

コ
ク
ワ
・
マ
タ
タ
ビ

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
ノ
ブ
ド
ウ
・
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
・
ツ
タ

キ
ツ
リ
フ
ネ

か
え
で
科
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

に
し
き
ぎ
科

み
つば
う
つ
ぎ
科
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ

ツ
ル
ウ
メ
モド
キ
・
マ
ユミ
・
コ
マ
ユミ

・
ヒ
ロ
ハ
ノ
ツ
リ
バ
ナ

ツ
タ
ウ
ル
シ
・
ヤ
マ
ウ
ルシ
・
ヌ
ル
デ

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
・
エ
ノ
キ
グ
サ

カ
タバ
ミ
・
エ
ゾ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ

み
か
ん
科
ヒ
ロ
ハ
ノ
キ
ハ
ダ
・
ウ
チ
コ
ミ
ツ
ルミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

ふ
う
ろ
そ
う
科
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

イ
ユ
エン
ジ
ュ・
ヤ
ブ
マ
メ・
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
・
エ
ゾ
ギ
ノ
ハ
ギ
・

エ
ゾ
ヤ
マ
ハ
ギ
・
ヤ
マ
ハギ
・
ク
サ
フ
ジ
・
ミ
ヤ
コ
グ
サ
・
ナ
ヨ
ク

サ
フ
ジ
・
シ
ロバ
ナ
・
シ
ナ
ガ
ワ
ハ
ギ
・
ムラ
サ
キ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
・

ク
ズ
・
ア
カ
ツ
メ
グ
サ
・
シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
・
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
・
ハ
リ

エン
ジ
ュ・
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ

オ
オ
ヤ
マ
ザ
クラ
・
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
ダ
イ
コ

ン
ソ
ウ
・
オ
オ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
・
ク
マ
イ
チ
ゴ
(ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
)
・

エゾ
イ
チ
ゴ・
キンミ

ズ
ヒキ・

ノバラ
・
アズ
キ
ナ
シ・
オニ
シ

モ
ッ
ケ
・
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
・
キ
ジ
ム
シ
ロ
・
ミ
ツ
バ
ツ

チ
グ
リ

「
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
・
エ
ゾ
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
・
ネ
コ

ノ
メ
ソ
ウ
・
ゴ
ト
ウ
ヅ
ル
(ツ
ルア
ジ
サ
イ)

「
コ
ン
ロン
ソ
ウ
・
ス
カ
シ
タ
ゴ
ボ
ウ
・
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
・
エ

ゾ
ノ
イ
ヌ
ナズ
ナ・
ヤマ
ガラ
シ・
オ
オバ
タネツ

ケバ
ナ
・
セイ

ヨ
ウ
ワ
サ
ビ

ホ
オ
ノ
キ
・
キ
タ
コ
ブ
シ

エ
ゾ
エン
ゴ
サ
ク
・
ク
サ
ノ
オ
ウ

ルイ
ヨウ
ボ
タン

ニ
リ
ン
ソ
ウ
・
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
・
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
・
フ
ク
ジ
ュ
ソ

ウ
・
オ
ク
ト
リ
カ
ブ
ト
・
ヒ
メ
イ
チ
ゲ
・
エ
ゾ
イ
チ
ゲ
(ヒ
ロ
ハ
ヒ

メ
イ
チ
ゲ
)
・
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
・
エ
ゾ
シ
ョ
ウ
マ
(サラ

シ
ナ

シ
ョ
ウ
マ
)
・
エ
ゾ
ノリ
ュ
ウ
キ
ン
カ
(ヤ
チ
ブ
キ)

か
つ
ら
科

カ
ツ
ラ

ま
つ
も
科

マ
ツ
モ

す
い
れ
ん
科

な
で
し
こ
科

す
べ
り
ひ
ゆ
科

コ
オ
ホ
ネ

ス
ベ
リ
ヒ
ユ

や
ま
ご
ぼ
う
科
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

あ
か
ざ

ひ

ゆ

イ
ヌ
ビ
ュ
・
イ
ノ
コ
ヅ
チ

た

で ぎ し

科 科
けき
ん
ぽ
う
げ
科

め も
く
れ
ん
科

や く か ぶ に く い や

な る ば ら ど
の な れ わ く り

ぎ み き ぎさ
科 科 科 科 科 科 科 科

ヤマ
グワ

ハ
ルニ
レ
・
オ
ヒ
ョウ

‘ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ
シ
ワ
・
コ
ナラ

エ
ゾ
ハ
シバ
ミ
・
ミ
ヤ
マ
ハ
ンノ
キ
・
エ
ゾ
ノ
シ
ラ
カ
ン
バ
・
ハン

ノ
キ
・
ア
サ
ダ
・
サ
ワ
シ
バ

オ
ニ
グ
ルミ

オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
・
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
・
エ
ゾ
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
・
ド
ロ
ノ
キ
・

ヤ
マ
ナ
ラ
シ
・
セイ
ヨ
ウ
ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
(ポ
プ
ラ
)
・
シ
ダ
レ
ヤ
ナ

ギ
・
エ
ゾ
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
・
ウ
ン
リ
ュ
ウ
ヤ
ナ
ギ
・
ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

(バ
ッコ
ヤ
ナ
ギ
)
・
エ
ゾ
ヤ
ナ
ギ
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ば
ら

科

ゆ
き
の
し
た
科

あ
ぶ
ら
な
科

ひ ぐ

し み

す
み
れ
科

科 科
ぶ
ど
う
科

つ
り
ふ
ね
そ
う
科

う
る
し
科
フ
ッ
キソ
ウ

つ
げ

科
と
う
だ
い
ぐ
さ
科

か
た
ば
み
科

ま
め
に
科

エ
ゾ
イ
ラ
ク
サ
・
ア
カ
ソ
・
オ
オ
バ
イ
ラ
ク
サ
・
ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ

ヤ
ド
リ
キ

ヒ
メ
スイ
バ
・
ス
イバ
・
ヌマ
ダ
イ
オ
ウ・
エゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
・
タ

チ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
・
ア
キ
ノ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
・
イ
シ
ミ
カ
ワ
・
マ
マ
コ
ノ

シ
リ
ヌ
グ
イ
・
タ
ニ
ソバ
・
ミ
ゾ
ソバ
・
オ
オ
ミ
ゾ
ソ
バ
・
ア
キ
ノ

ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
・
ソバ
カ
ズ
ラ
・
エ
ゾ
ノミ
ズ
タ
デ
・
イ
ヌ
タ
デ
・

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
・
オ
オ
イ
タ
ド
リ

科 科 科 科 科

ウ
スバ
ア
カ
ザ

ウ
シ
ハ
コベ
・
ハ
コ
ベ
・
オ
オ
ヤ
マ
フ
ス
マ



ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
・
フ
タ
リ
シ
ズ
カ

せ
ん
り
ょ
う
科

ど
く
だ
み
科

じ
ん
ち
ょ
う
げ
科
ド
ク
ダ
ミ

エ
ゾ
ナ
ニ
ワ
ズ
(エ
ゾ
オ
ニ
シバ
リ)

き
く

合
弁
花
類

も
ち
の
き
科

ゆ
ず
り
は
科
イ
ヌ
ツ
ゲ

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ

科
ア
キ
タ
ブ
キ
・
ヤ
マ
ハ
ハ
コ・
エ
ゾ
ヨ
モ
ギ
(オ
オ
ヨ
モ
ギ
)
・
エ

ゾ
ゴ
マ
ナ
・
シラ
ヤ
マ
ギ
ク
・
エ
ゾ
ノ
コン
ギ
ク
(野
菊
)
・
ユ
ウ

ゼ
ン
ギ
ク
・
エ
ゾ
ノ
タ
ウ
コ
ギ
・
ト
キ
ン
ソ
ウ
・
エ
ゾ
ノ
キ
ツ
ネ
ア

ザ
ミ
(サ
ワ
ア
ザミ
)
・
チシ
マ
ア
ザ
ミ
・
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
・

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・
オ
ナ
モミ

・
メ
ナ
モ
ミ
・

ジ
シ
バ
リ
(イ
ワ
ニ
ガ
ナ)
・
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
・
オ
オ
ジ
シバ
リ
・

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
・
オ
オ
ハ
ンゴ
ンソ
ウ
・
キ
タア
ザ
ミ
・
オ
ニ
ノ
ゲ

シ
・
アイ
ノ
ゲシ
・
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ナ
・
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
・
コ
ガ
ネ
ギ

ク
・
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・
セ
イ
ダ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・
ホ
ク
チ
ア

ザ
ミ
・
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
・
ハ
ハ
コ
グ
サ
・
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ

ク
・
ヨ
メ
ナ
・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
・
ブ
タ

ナ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
・
ハン
ゴ
ンソ
ウ
・
セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ

ウ
・
シ
カ
ギ
ク
・
フラ
ン
ス
ギ
ク

ツリ
ガ
ネニン

ジン
・
ツル
ニ
ンジン

「ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
ウ
リ

「
カ
ワラ

マ
ツ
バ
・
オ
ク
ク
ル
マ
ム
グ
ラ
・
ク
ル
マ
バ
ソ
ウ

ヘ
ラ
オ
オバハ

コ
・
オ
オ
バ
コ

サ
ギ
ゴ
ケ
・
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
・
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
・
エ
ゾ
ク

ガ
イ
ソ
ウ
・
ビ
ロー
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ

科
イ
ヌ
ホ
ウ
ズ
キ
・
ホ
ウ
ズ
キ
・
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
・
オ
オ
マ
ル

科
ツ
ル
ニ
ガ
ク
サ
・
カ
キ
ド
オ
シ
・
チ
シ
マ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
・
オ
ド
リ

コ
ソ
ウ
・
ミ
ヤ
マ
ト
ウ
バ
ナ
・
イ
ヌ
ト
ウ
バ
ナ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・
エ

バ
ノ
ホ
ロ
シ
・
ク
コ

ヒ
ル
ガ
オ
・
ヒ
ロ
ハ
ヒ
ル
ガ
オ

む
ら
さ
き
科

キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
・
エゾ
ム
ラ
サ
キ
(ミ
ヤ
マ
ワス
レナ
グ
サ
)

ひ
る
が
お
科

が
が
い
も
科
ガ
ガ
イ
モ・
イ
ケ
マ

る

り
ん
ど
う
科

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
・
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
・
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ

も
く
せ
い
科
ヤ
チ
ダ
モ
・
イ
ボ
タ
ノ
キ
・
ハ
シ
ド
イ
(ド
ス
ナ
ラ)

さ
く
ら
そ
う
科
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
・
コ
ナ
ス
ビ
・
ク
サ
レ
ダ
マ

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
科
キ
サ
サ
ゲ

は
い
の
き
科

サ
ワ
フ
タ
ギ

つ
つ
じ
科
ム
ラ
サ
キ
ヤシ
オ

<
調
査
協
力
者
村
田
武
雄・
監
修
北
海
道
教
育
大
学
助
教
授
芳
賀
卓
>
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生

物

ゾ
ハ
ッ
カ
・
ハ
ッ
カ

し な な
そ

そ す

ご
ま
の
は
ぐ
さ
科

お
お
ば
こ
科

り ょ
う

あ
か
ね
科

う き
き

お
み
な
え
し
科
オミ
ナ
エシ

科 科





(右上) ヒトリシズカ(せんりよう科)

(右中) ヒメイチゲ(きんぽうげ科)
(右下) ヤナギラン(あかばな科)

(左上) ハクサンチドリ(らん科)
(左下) エゾノリュウキンカ(きんぽうげ科)



(右上) キバナノアマナ(ゆり科)

(右中) ノハナショウブの群生(あやめ科)
(右下) サルメンエビネ(らん科)

(左上) フデリンドウ(りんどう科)
(左下) ミズバショウ(さといも科)
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